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室長はサイボーグ




「あっ……そこは……。あぁっ」

　ここは、食品、不動産、ＩＴ関連会社などをそろえる『宮みや城ぎグループ』を束ねている『宮城コーポレーション』の取締役室フロア。

　私、広ひろ瀬せ悠ゆう里りはその一室にコーヒーを届けようとして、ドアの前で固まった。中から、最近専務に就任したばかりの社長の息子、宮城 聡さとしさんのアヤシイ声が聞こえてきたからだ。

「ちょっ……もうダメだって……」

　たしかさっき、私の上司である秘書室室長の高たか畑ばた伊い吹ぶきさんが、宮城専務のところに行ってくると言っていたはずだけど……。

　高畑さんは、百八十センチをゆうに越え、胸板が厚く筋肉質な体つき。切れ長の瞳はいつも鋭く光っていて、威圧的な雰囲気を漂わせている。

　一方、三十二歳の高畑さんより四つ年下の宮城専務も、高畑さんよりは少し背が低いものの、男らしい鍛えられた体。普段は物腰柔らかで、大きな瞳を細めて人懐っこい笑みを浮かべている。

　でも大切な仕事のときは、獲物を狙う鷹たかのようにその表情は一変する。いわゆる〝御曹司〟のため、最初はドラ息子かと思っていたらまったく違い、高畑さんが一目置くほどの勉強家。専務に就任するまで勤めていた傘下の食品会社ではトップセールスを誇っていたと聞く。

　とにかく、どちらも社内では女子社員たちからうっとりした目で見られるほどいい男。高畑さんに限っていえば、〝あの怖さ〟を知らない女子社員から、ではあるけれど。

　それにしても、そんなふたりが仕事中に取締役室で……。

　よからぬことを勝手に想像して、頬を赤らめる。

　いやいや、さすがにそれは……まさか、ねぇ。

「あぁぁっ、もう限界!!」

　専務の大きな声に驚いて、コーヒーを落としそうになった。

「もう肩はいいから、首にして」

　えっ、肩？　首？

「あ……なるほど」

　そこでようやく合点した。

　ドアをノックして開けると、やはり高畑さんが専務の首を揉もんでいた。

　社長秘書でもある高畑さんは、社長が疲れているときにも、よく社長室でマッサージをしている。

「失礼します。コーヒーをお持ちしました」

「広瀬さん、ありがとう……あぁっ」

　宮城専務は私にお礼を言いながらも顔をしかめる。

「高畑さん、マッサージうますぎるよ。ツボに入るとたまらない」

「聡さん、肩がカチカチですよ。体調管理も大事な仕事のひとつですからね」

　表情ひとつ変えない高畑さんの指は、グイグイと専務の肩を揉みほぐしていく。

　ふたりは以前からの知り合いらしく、専務のほうが年下なのもあって、高畑さんは『聡さん』と呼んでいる。

「気をつけるよ」

「はい。それでは、午後のスケジュールを……」

　どうやらマッサージは終わったらしい。高畑さんが厚い手帳を開きスケジュールを確認し始めたので、私はそっと部屋を出た。

　私は、まだこの秘書室に勤めて四カ月の初心者マークつき。

　大学を卒業して就職した当初は、宮城コーポレーション傘下の不動産会社で、常務の秘書をしていた。たまたまやってきた高畑さんが私の働いているところを見て、なぜか『グループトップを支えてほしい』と指名してきて、今に至る。

　私のなにが気に入られたのか、自分ではわからない。高畑さんに聞いても『さあな』としか答えてくれないし、まったく心当たりもなかった。

　高畑さんは、総勢十八名の秘書室を取り仕切る室長だ。それぞれの役職に最低ふたりずつ秘書がついているけれど、高畑さんは社長と宮城専務の秘書を兼任しながら、他の人たちのフォローもしている。

　秘書室には高畑さんより年上の人もいるものの、入社してから秘書ひと筋の彼は、あっという間に社長のお気に入りとなり、昨年室長に大抜擢されたらしい。

　自分より年上の部下たちもうまく使いながら、滞りなく業務を進める姿を見ていると、いつも感嘆の溜ため息いきが出てしまう。それは、私がまともに秘書としての役割を果たせておらず、高畑さんのサポートをするのがやっとだからだ。

　そんな仕事のできる高畑さんは、たしかに見た目はいい男ではあるけれど、とにかく怖い。少しでも気を抜くとすぐにバレて、『余裕だな』とボソッとひと言。これなら思いっきり叱られたほうがマシかもしれないと思うような圧力がかかる。

「高畑さん、社長の明日のスケジュールですが……」

　秘書室に戻ってきた高畑さんに恐る恐る話しかける。

「少しハードだな。例のもの、頼んだぞ」

　彼は自分の席に座り、せわしなげにパソコンを開きながらそう言った。

「はい、わかっております」

　明日の社長の訪問先への手土産を用意することを任されているのだ。

「午後ですが、社長への雑誌の取材開始時刻を十五時から十六時に変更してもらえないかと連絡がありました。難しいとはお伝えしたのですが……」

　私がそう告げると、彼は「ふー」と大きな溜め息をついた。

　無理もない。社長のスケジュールは一カ月先までびっしりと詰まっていて、パズルを組み合わせるように高畑さんが調整している。ひとつずれると大変だ。だけど……。

「いや、他は社内の会議のはずだから、なんとかする。先方には十六時で大丈夫だと伝えてくれ」

　こんなことは彼にとっては日常茶飯事。すぐにパソコンを操作して、あっという間にスケジュールを立て直していく。

「これでいく。日時を変更する会議の関係部署には、俺が連絡して謝罪しておく」

「承知しました」

「じゃあ、社長の車の手配を頼む」

「はい」

　これから彼は、社長と一緒に得意先に向かう予定になっている。

　社長のスケジュールだけでなく、それに同行することの多い高畑さんのスケジュールも分刻みだ。しかも宮城専務の就任以降は、さらに仕事が増えている。

　どうにか負担を減らしてあげたくとも、サポートするのがやっとの私には、高畑さんの代わりはできない。

「広瀬は、社長のスピーチ原稿を仕上げておくように。聡さんのほうになにかあれば、すぐに連絡を入れて」

「はい。行ってらっしゃいませ」

　コートとバッグを持った彼は、社長室に向かった。

　すぐに車の手配を済ませ玄関に走ると、黒塗りの大きな車がやってきた。

　しばらくして高畑さんと一緒に社長が下りてきたので、後部座席のドアを開けてふたりを乗せ、深くお辞儀をして見送った。

「はぁ、もっと頑張ろう……」

　車が走り去った方向を眺めながら、大きな溜め息が出てしまう。

　まだ二十五歳の私以外の秘書は皆ベテランで、秘書として過不足なく仕事をこなし、とっさの事態にも対応できる。でも私は、高畑さんに言われたことをこなすだけで精いっぱいだ。

　その日は、電話対応と社長のスピーチ原稿の下書きをしていたら、あっという間に終業時刻の十八時を過ぎていた。

「ただいま戻りました」

　少しも疲れた様子を見せない高畑さんが、キリリとした表情のまま戻ってきた。

「お疲れさまです」

「広瀬、原稿はできたか？」

「はい。チェックをお願いします」

　私はあらかじめプリントアウトしておいた原稿を手に、高畑さんのデスクまで持っていった。

　この瞬間は、いつも背筋が伸びる。

　文学部を出ている私は、文章を書くのは得意なほうだ。でも、社会に影響力のある企業グループのトップが口にすることは、いい加減では困る。その内容を精査するだけでなく、ひと言ひと言、言葉の使い方が間違っていないかを調べながら、原稿を作らなければならない。

　高畑さんは私から原稿を受け取り、黙ってそれを読み始めた。

　直立不動で待つこの時間は地獄だ。今まで何度原稿を突き返されたことか。

　とはいえ、今回は社内向けのスピーチだから、そこまで厳しくないはず、と思ったけれど……。

「これでは弱い。トップに立つ社長には求心力が必要だ。あの人のためなら頑張ろうと思うような魅力的なスピーチができなくてはならない。未来の展望ばかりでなく、社員をいたわる言葉をもっと盛り込め。褒めてくれない人間についていこうと思うヤツはいない」

　彼は原稿を手にしたまま、私に鋭い視線を向ける。

　たしかにその通りだ。高畑さんの言うことには、いちいちうなずかされる。

「かしこまりました。すぐにやり直します」

　まだまだだな、私……。

　そう思いながら原稿を受け取ろうと手を伸ばしたものの、彼は首を横に振る。

「いや、明日でいい。今日はもう帰れ」

「えっ？」

　まだ十八時を過ぎたばかりだし、いつもはもっと残業するのに。

「雪が降り始めたぞ。電車が止まる前に帰れ」

　雪？　ずっとブラインドを下げた部屋にこもっていたから気づかなかった。

　ブラインドの隙間から空を見ると、たしかに柔らかそうな雪がハラハラと舞っている。これは積もるかもしれない。

　専務がまだ仕事をしているのでうしろ髪を引かれるけれど、運転手もいるし、なにかあれば高畑さんが対処するだろう。私まで帰宅困難になってしまうと、余計な迷惑がかかる。

「それではお先に失礼します」

　私はお言葉に甘えて帰宅の途に就いた。

　その晩は、この冬一番の寒気が入っているらしく、雪はやむ気配がなかった。




　次の朝、いつもより早い五時半に起床して、ベランダにまで降り積もった雪に驚きつつ、支度を始めた。

　今日は、どうしても早く家を出て手に入れなければならないものがある。

　温かいインナーを重ね着してスーツを着たあと、ダウンを羽織る。さらに、手袋とマフラーも身につけた。長靴はあいにく持ち合わせておらず、防水スプレーをかけておいたブーツを履き、家を飛び出した。

　しかし、五センチほどの積雪と、まだ空に舞う雪のせいで、交通機関は麻ま痺ひしている。

　最寄り駅の電光掲示板には、二十分遅れの赤い文字。こうなることを予測して早めに出てきたものの、気は焦る。

　遅れてきた電車に飛び乗り二十分ほどで降りると、ストッキングに泥が跳ねるのも気にせず走りだした。

　もう少し早くつける予定だったのに……。

　目的地の和菓子店『蓬よもぎ庵あん』には、この天候にもかかわらず、もう人の列ができていて、私はがっくり肩を落とした。

　蓬庵の『黒くろ豆まめ塩しお大だい福ふく』は、大人気商品。もともと人気があったのに加え、最近テレビで紹介されてからは、毎朝早くから並ばないと手に入らない代しろ物ものになってしまった。

　今日社長が面会予定の社長は、この黒豆塩大福が大好物。昨日、高畑さんに念を押されたのは、これを手に入れてこいということだった。

　どうやら私は八人目。限定二十箱だからなんとか買えるだろうか。

　開店は九時。今は七時だから、まだ二時間もある。

　走るときに傘もささなかったからか、頭に降り積もった雪が徐々に水に変化して、髪がベタベタになっていた。それに、いつもより着込んでカイロもふたつ持ってはいるけれど、風が強いせいもあり全身がどんどん冷えてくる。

「耳、痛っ」

　無防備に風にさらされている耳の感覚が麻痺してきた。カイロでときどき温めたけれど、追いつかない。

　待ち続けて一時間が過ぎた頃には、寒すぎるせいか頭も痛くなってきた。

「お待たせしました」

　それからさらに五十分。ようやく暖の簾れんを手にした店員が出てきて、私たちを店内へと促してくれる。予定より十分も早く店を開けてくれたのは、この寒さのせいだろう。

　すると、黒豆塩大福は飛ぶように売れていく。皆、やはりこれが目的だった。

　ひとり三箱までと限定されているこの商品は、三箱買いの人がほとんどで、ようやく私の番が来たと思ったら……。

「黒豆塩大福は、売り切れとなりました」

　店員の声が無情にも響き渡り、がっくりと肩を落とした。

　私の前の客が三箱買って、終了になってしまったらしい。

　あぁぁっ、一箱でよかったのに……。高畑さんに叱られる。

　とはいえ、手土産がなにもないわけにはいかない。私は仕方なく二番人気の『いちご大福』を購入して、会社に向かった。

　電車のダイヤは乱れに乱れ、タクシーも捕まらない。でも、社長が出かけるはずの十一時までには到着しなければと、会社まで約ふた駅分歩くことにした。

　ブーツにかけた防水スプレーはもはや機能しておらず、歩くたびにジワッと足を濡ぬらす。だけど、そんなことは気にしていられない。

　そしてどうにか、十時半には会社にたどり着いた。

「遅くなりました」

　強い風のせいで、傘はまったく役立たず。秘書室に入ったときは、全身びしょ濡れだった。

　そんな私を見て一瞬目を見開いた高畑さんは、「お疲れ」と声をかけてくれる。

「広瀬、手に入ったか？」

「すみま、せん……。いちご、大福です……」

「いちご大福？」

　私が消えそうな声で伝えると、彼は怪け訝げんな声を上げ、鋭い目で私をひと刺しする。

「す、すみません。黒豆塩大福が目の前でなくなってしまいました」

　高畑さんが念入りにリサーチをして得意先の社長の好物を調べたのに、私がその情報を無駄にしてしまった。『お客さまには最上のおもてなしを』と常に口にする彼は、こうしたミスを許さない。

「本当にすみません！」

　さらに謝罪の言葉を重ねてうつむくと、「何時から並んだ」と聞かれ、ビクッと震える。

「……七時、です」

「寒かっただろ。お疲れだった」

「えっ？」

　たっぷりと罵声を頂戴するはずだったのに予想外の言葉をかけられ、拍子抜けして思わず顔を上げる。

「今日、俺は社長に同行する。聡さんのほうのフォローは広瀬に任せる」

　彼はそう言いながら、心なしか顔をしかめる。

「はい。承知しました」

　なんて偉そうなことを言ったけれど、まだ新米の私には大してできることなどない。でも、彼が任せてくれるということは、私にもできる仕事のはず。だから精いっぱいこなすだけだ。

「それから、着替えは置いてあるんだろ？　早く着替えてこい」

「はい。ありがとうございます」

　私たち秘書は、高畑さんに指示されて、スーツ一式を会社に置いてある。それは、来客の際、決して汚れた服装で応対してはいけないという配慮から。

　もしかしたら、コーヒーをこぼすかもしれない。通勤途中で、今日のように濡れてしまうかもしれない。そういう事態を想定したもので、初めて彼に言われたときには、そこまで徹底するのかと驚いた。だけど、実際こうして役立っているのだから脱帽だ。

　更衣室に駆け込みスーツを着替えたものの、体は冷えたまま温まらない。それに、濡れた髪もどうにもならなかった。

　仕方なく、髪をひとつに束ねて秘書室に戻ると……。

「ほら」

　高畑さんにアツアツのコーヒーを出されて焦った。一番下っ端の私がしてもらうようなことではないからだ。

「あっ、すみません。ありがとうございます」

　蓬庵の開店を待っている間がつらすぎて、こんな些さ細さいな優しさに涙が出てきそう。

　うつむいてコーヒーを口にすると、彼が頭をポンと叩たたくから驚いた。

　失敗したのに、私。今日はどうしてこんなに気遣ってくれるのだろう……。

　それから席に戻り書類を片付けていた高畑さんは、十分ほどして立ち上がった。

「それじゃあ、あとは頼んだ」

「はい」

　いちご大福を持ち社長室に向かった彼を見送り、私はすぐに玄関に走る。そして社長の車の前で待っていると、やがて社長と高畑さんがやってきた。

　突き刺すような風が、まだ濡れている私の髪に吹きつけてきて凍りそうだ。我慢しているつもりなのに、体がガタガタ震えてしまう。

「行ってらっしゃいませ」

　後部座席のドアを開け頭を下げると、まずは社長が車に乗り込み、高畑さんが続く。すると彼はドアを閉めようとする私の顔を見て口を開いた。

「広瀬、すぐにメイクを直してこい」

「えっ？」

「さっさと行け」

　さっき着替えるときに直したつもりだったけど……。

「はい。すみません」

　いつもなら、車が見えなくなるまで頭を下げてから引き上げるけれど、高畑さんに急かされ、すぐに社屋に入った。

　それからトイレに駆け込んだものの、特にメイクは変じゃない。

「あっ……」

　もしかして、震える私に気がついて、中に入れてくれようとした？　でもまさか、あの高畑さんが……。叱られた覚えしかない高畑さんにそんな優しくされるなんて、ありえないよ、ね……。

　これから専務に来客がある。その用意をしなければならない私は、首をかしげながらとりあえず秘書室に戻った。

　来社されるのは、以前専務が担当していた、とあるスーパーのトップだという。強固なコネクションが欲しいのか、あちらからアポイントを入れてきたけれど、専務は乗り気ではなかった。権力にすがりつく人が好きではないようだ。

　――トントントン。

「どうぞ」

　専務にコーヒーを持っていくと、彼は難しい顔をして書類を読んでいた。

「コーヒーをお持ちしました」

　彼はとても優しい人で、私がコーヒーを持っていくとわざわざ視線を合わせて「ありがとう」と受け取ってくれる。

「高畑室長が社長に同行しましたので、本日は私が業務につきます。よろしくお願いします」

「うん、よろしく。高畑さんからたまに離れないと、息がつまる」

　彼は苦笑している。

「あはは……」

　たしかにずっと一緒は疲れそうだけど、高畑さんの仕事には隙がなく、専務は全面的に信頼している。きっと私の緊張をほぐそうと、そう言ってくれたのだろう。

「本日は『ヨクイ堂どう』の社長が十三時にいらっしゃいます」

「うん。あれ、用意してくれた？」

「はい。でも、本当によろしいのですか？」

　専務の指示で、彼が勤めていた『プレッスル食しょく品ひん』のバームクーヘンを用意した。といっても、スーパーに並ぶような商品で、大切なお客さまにお出しするのは……と戸惑いを覚えている。

「うん。あれは俺の友人が開発した商品なんだ。せっかく来てくれるんだから、営業するよ」

　取締役がいち商品の営業をするなんて驚いた。でも、通り一遍の挨拶しかしない他の取締役とは違う彼らしい。

　やがて十三時になり約束通りヨクイ堂の社長が訪れたので、コーヒーを準備する。

　社長には砂糖をふたつ。これは高畑さんの指示だ。

　既に話が弾んでいるところにコーヒーを持っていったあと、専務のうしろに立ち、会話を見守る。

「広瀬、パンフレットある？」

「はい、こちらに」

　バームクーヘンが載っているパンフレットは、当然準備済み。念のため、傘下のプレッスル食品から納入価の一覧表も取り寄せてあったけれど、それはどうやら彼の頭に入っていたようだ。さすが元トップセールスマン。

　話はとんとん拍子に運び、大口の注文まで取りつけた専務の力量には驚かされた。

　面談が終わりヨクイ堂の社長を玄関までお見送りしたあと、コーヒーカップを片付けに取締役室に戻った。

「お疲れさまでした」

「さすがだね。パンフレット、助かったよ」

　椅子に座った宮城専務は、私に笑顔を向ける。

「いえ、高畑室長の指示です」

　専務にバームクーヘンを用意してほしいと頼まれたタイミングで、高畑さんはすぐにパンフレットも取り寄せるように私に指示を出した。

「砂糖ふたつも？」

「はい」

「あの人はすごいな。頭が下がるよ」

　専務は、実力がある人には素直に首を垂れる。そういうところに親近感がわく。

「はい。私も室長に近づけるように頑張ります」

「いいよ。広瀬さんがあのサイボーグみたいになっちゃったら、魅力半減」

　彼は大げさに肩をすくめてみせた。

『サイボーグ』って……。でも、その通りかも。高畑さんはどんなときもほとんど表情を崩さない。

　とはいえ、私は日々、高畑さんのように完璧な秘書になりたいと思っていた。

　秘書室に戻り三十分ほど仕事をしていると、サイボーグが戻ってきた。

「お帰りなさいませ」

「広瀬、社長に熱い日本茶を」

　彼はコートを脱ぎながら、すぐさま私に指示を出す。

　空は暗く、いったんはやんだ雪が今にも降りだしそうなほど寒い。

「はい、すぐに」

　社長室に日本茶を淹いれて持っていくと、既に高畑さんもいて、これからのスケジュールを確認していた。

「少しタイトですね。こちらの面会を宮城専務にお任せしてはいかがでしょう」

「しかし、聡には荷が重くないか？」

　社長は、心配げに眉根を寄せる。

「問題ありません。専務は、充分すぎるほど立派に対応されていらっしゃいます」

　高畑さんは宮城専務を高く評価している。

「失礼します。宮城専務は、先ほどのヨクイ堂社長との面会で、大口の注文をいただいていらっしゃいました」

　お茶を出しながらそう付け足すと、「そうか」と社長は目を細める。

　聞けばこの親子、一時はとても仲が悪く心を通わせることもなかったようだ。でも、本当は自慢の息子なのだろう。

「それじゃあ、聡に任せるよ」

「はい。お伝えしておきます」

　高畑さんと一緒に秘書室に戻ると「いいフォローだった」と褒められて、思わず頬が緩む。

「ありがとうございます」

「だが、あれはなんだ？」

「あっ！」

　高畑さんが指差したのは、私のデスクの横に置いてあった紙袋。それは、ヨクイ堂の社長に持って帰ってもらうはずだった、プレッスル食品の商品の詰め合わせだった。

「すみません！」

　面談のとき、専務の見事な営業トークの足を引っ張らないようにずっと緊張していたら、すっかり頭から抜けていた。

「詰めが甘い。聡さんが力のある人だからうまく回っているが、そうでなければ大損害を出すこともある。よく覚えておけ」

　声を荒らげるでもなく淡々と言われると、余計にキツイ。

「申し訳ありません」

　高畑さんの言う通りだ。役員の足らないところをフォローするのが秘書の仕事。それなのに、専務にフォローしてもらっている私って……。

　前の会社での秘書業務は、こんなに細かくチェックされることもなかった。でも、今までが甘かったのだと思い知った。

「お前はいつになったら一人前になるんだ」

　その言葉に、なにも言い返せない。こんな初歩的なミスをするなんて、最悪だ。

「俺は聡さんのところに顔を出してくる。来週の社長のスケジュール確認をしておいて」

「はい」

　自分の情けなさに溜め息が出そうだったけど、二度と失敗しないように気を引き締め、高畑さんに言われた仕事に取りかかった。

　すると、ほどなくして彼は戻ってきた。

「広瀬。聡さんにコーヒーを」

「はい」

　高畑さんの指示で専務のところにコーヒーを持っていくと、彼は電話中だった。

「……それでは、秘書に改めて連絡を入れさせます。よろしくお願いします」

　私に気づいた彼は、チラッと視線をよこしながらそう言うと、電話を終えた。

「広瀬さん、コーヒーありがとう」

「いえ。あの……先ほど私、ヨクイ堂の社長にお渡しするお土産を忘れてしまいました。申し訳ありません」

　専務のデスクにコーヒーを置き、深く頭を下げる。

「そんなに謝らなくてもいいよ。まったく問題なかったし」

　彼は優しくフォローしてくれたけれど、やはり秘書としては失格だ。

「いえ。二度とないように気をつけます」

「高畑さんにもそう言われたよ」

「えっ？」

　高畑さんが？　私のミスを謝ってくれたの？

「ミスは誰にでもあるものだし、そんなに気負わなくていい。ただ、絶対にミスが許されない局面もあるから、そのときは頼んだよ」

　専務は私の目をしっかり見つめて、ニッコリ微ほほ笑えむ。

「はい」

「あ、そうだ。今の電話、『宮みや城ぎ不ふ動どう産さん』の常務だったんだよ。たしか広瀬さん、前職で担当してたよね」

「はい」

　三年間担当していた。

「俺、不動産部門はさっぱりわからなくて。勉強のためにも一度面会したいと思ってるんだけど、あちらの秘書と日時を詰めてくれる？」

「かしこまりました」

　秘書室に戻り、面会の件を高畑さんにも伝えると……。

「じゃあ、その面会の準備は広瀬が取り仕切って」

　彼はいつものポーカーフェイスで、ごく当たり前のようにそう言った。

「私が、ですか？」

「あちらの常務のことは、よくわかっているだろ？」

　もちろん、わかっている。ちょっとぬるめのほうじ茶を好むことも、一度体調を崩してからは体を気遣い、野菜中心の生活を心がけていることも、常務という仕事柄、人に会うことが多いにもかかわらず、話すことが得意ではないことも。

　でも、全面的に任せてもらえるのは初めてだ。とはいえ、グループ内の面会だし、気心の知れている仲だから、いつもより緊張はない。なんとかなるかもしれない。

「はい。承知しました」

　身の引き締まる思いで、背筋を伸ばして返事をした。

　秘書室に戻ってからは、スケジュール調整と電話対応に追われた。

「高畑さん。来週の社長のスケジュール、すべて確認し終えました」

　チェックしたスケジュール表を彼のデスクまで行き、差し出す。

「了解」

「それと、昨日の原稿、仕上げてあります」

　昨日ダメ出しを食らった原稿は、夜遅くまで頑張ってなんとか仕上げてある。それも渡すと、高畑さんは時計に目をやった。

　もうすぐ終業時間の十八時だ。

「これはあとでチェックしておく。もう今日は帰りなさい」

「いえ。まだやることがありますし」

　さっき届いた郵便物の開封作業が終わっていない。

「そんなにむくんだ顔でいられても迷惑だ」

「へ……？」

　むくんだ顔？　たしかに、今朝のことがあったからか、体が冷えたまま温まらず、だるい。でも、一応レディに向かって『むくんだ顔』って、デリカシーがなさすぎじゃない!?

「明日休まれると困る」

「休んだりしません」

　ちょっとムキになって反論してしまう。しかし……。

「いいから。上司命令だ」

　高畑さんも引くことはなく、きつめにそう言われてしまった。

「……わかりました」

　まだ社長も専務も仕事をしているのに私だけ先に帰るなんて……と思ったけれど、『上司命令』と言われれば、帰るしかなくなった。










心配係に任命されました




　会社を出る頃には、再び空に雪が舞い始めていた。今朝も寒かったけれど、今夜はますます冷えそうだ。

　そこで、ふと思い当たった。

　……もしかして高畑さん、私が七時から蓬庵に並んでいたことを知っていたから、早めに帰してくれたの？　それなら、『むくんだ顔』なんてわざわざ失礼な言い方をしなくても、そう言えばいいのに。

　でも、今朝から彼はちょっと変だった。私がびしょ濡れで秘書室に駆け込んだときは心配げな視線を向けてくれたし、濡れた髪で社長の見送りに出た私をすぐに社屋に戻してくれた。

　叱られることはあっても、こんなに優しくされたことがなかったので、戸惑ってしまう。私は首をかしげながら駅へと足を進めた。

　電車に乗り込むと満員で、足を踏ん張らせながら吊つり革かわにつかまる。

　人が多すぎて息苦しい。いつもはもう少し空いた時間に乗るからか、このギュウギュウ詰めがつらかった。

　電車に揺られて四十分。ようやく自宅の最寄りの駅に着き、思わずホームのベンチに座り込む。

　酔ってしまったんだろうか。気分が悪くて立ち上がれない。こんなことは初めてだ。

　少し休めば復活すると思っていたのに、体調は悪くなるばかり。ついには悪お寒かんまでし始めた。

　どうしようかと思っていると、バッグの中のスマホが震えていることに気がつき手に取った。

「もしもし」

『広瀬、帰ったか？』

　それは高畑さんからだった。

「……はい」

　そのとき、ちょうどホームに電車が走り込んできて駅員のアナウンスが鳴り響き、高畑さんにも聞こえてしまったようだ。

『駅なのか？』

「はい。少し体調が悪くなってしまいましたので、休んで――」

『すぐ行く』

　なぜか焦った様子の彼は、私の言葉を遮った。

「えっ？」

　既にスマホからはツーツーツーという発信音しか聞こえない。あっという間に切られてしまった。

　なんのために電話してきたんだろう。でも、『すぐ行く』って聞こえたような……。あぁ、なんだか頭まで痛くなってきた。もしかして風邪ひいちゃった？　高畑さんが言う通り、本当に顔がむくんでいたのかもしれない。

　……でも、ここにずっといても仕方がない。

　それからしばらくベンチに座り込んでいたけれど、もっと悪化する前に帰ろうと立ち上がった瞬間、立ちくらみがして再び座り込んだ。

　それからどれくらい経ったのだろう。苦しさをこらえるようにギュッと目を閉じていると、フワッとコートをかけられた。びっくりして目を開けると……。

「広瀬。つかまれ」

　目の前に顔をしかめた高畑さんがいて、唖あ然ぜんとしてしまった。

　本当に来てくれたんだ……。

「高畑さん……」

　彼の顔を見てホッとしたのか、涙がこぼれてしまう。

　高畑さんは私を抱えるように立ち上がらせて、ゆっくり歩き始める。そして、やっとのことで駅を出た私を車に乗せてくれた。

「すみません」

　彼の車の助手席で頭を下げると、彼は小さく首を振る。

「いいから黙ってろ」

　彼は自分のコートを私にかけてくれたまま、車を発進させた。仕事が遅くなったときに数回送ってもらったことがあるから、私の家は既に知っている。

　彼はマンションの前に車を停め、助手席の方に回り込んできてドアを開けてくれた。

　もうこの頃になるとぐったりして、声を出すのもつらい。

「まったく、どれだけ我慢してたんだ。鍵を出せ」

　高畑さんに盛大に呆あきれられながらなんとかバッグから鍵を取り出して渡すと、彼は突然、私を抱き上げた。

「やめてください。重いですから……」

「黙ってろと言ったはずだ」

　慌てる私とは対照的に、彼はまるで仕事で私を叱るときのように、冷たい表情を変えることはない。

　こんなときにまで威圧してくるなんて……。

　でも、それが彼の優しさなのかもしれない。そうやって命令されれば、どれだけ申し訳ないと思っても、彼に抱かれているしかなくなるからだ。

　１ＤＫの我が家は、玄関を入っただけで部屋中を見渡せる。私を軽々と抱きかかえて部屋に入った彼は、すぐにベッドに私を下ろした。

「風呂、入れてやる」

「えっ！　ちょっと待ってください……」

　慌てて止めようとしたけれど、彼は難なく浴室を見つけて入っていってしまう。

　うわ、洗せん濯たく物ものを洗濯機に突っ込んだままかも。

　そんなことが頭をよぎったけれど、頭がふわふわして立ち上がる気力がない。

　ほどなくして戻ってきた高畑さんは、体を起こそうとした私を制し、不意に手を握った。

「こんなに冷やして。お前は無謀すぎる」

「すみま、せん……」

　そう言いながらも、彼の両手が私の手を包み込んだまま離れないから、心臓がバクバクと音を立て始める。これ以上、言葉が出てこない。

「着替えはどこだ」

「えっ、着替え？」

「早く言え」

　有無を言わさぬ態度に、つい口走ってしまいそうになったけれど、さすがに下着を見られたくはない。

「自分で用意しますから」

「気にするな。出してやるから」

　なに言ってるのよ！

「ホントに、いいです！」

　慌てたせいで、少し大きな声が出てしまった。すると彼はようやくあきらめたようだ。

「仕方ない。じゃあ、それは自分で準備して」

「……はい」

　仕事じゃないのに、背筋が伸びる。

　フラフラしながらクローゼットから着替えを出すと「そこに入ってるのか」と覗のぞかれて、激しく動揺してしまう。

「み、見ないでください！」

　慌ててパジャマに下着をくるんだ瞬間、再び抱き上げられてしまった。

「熱が上がるかもしれないな。でも今は冷えすぎてるから、とりあえず温まれ」

　たしかに、もう足先の感覚はなく、痺しびれてしまっている。

　そのまま脱衣所まで私を連れていった彼は、ゆっくり下ろしてくれた。

「脱がせてやろうか？」

「けっこうです！」

　たしかにフラフラだけど、そんなこと絶対にさせられない。

　さっきからなにを言ってるの？と驚きながら彼を見つめると、「目が潤んでる」と言われて慌てて顔をそむける。

　いつもの厳しい彼とは違い、私を不意に抱き上げたり、とんでもないことを口にしたり……おまけに妙な男の色気までプンプンして……。いったいなにが起こっているのかと、頭の中が混乱している。

「とにかく温まれ」

　彼はそう言い残して脱衣所を出ていった。

　素直に風呂に浸かったものの、冷えすぎていた足先が痛い。それでもしばらくするといつもの感覚が戻ってきてホッとした。

　それにしても、高畑さんが来てくれて助かった。あのまま駅にいたら凍え死んでいたかもしれない。

　じっくり温まって浴槽を出ようとしたところで、またフワッと天井が回り、その場に倒れ込んでしまった。

「広瀬？」

　ドタンと大きな音を立ててしまったからか、高畑さんの声が聞こえ、さらにガバッとドアが開いた。

「キャーッ！」

　パニックになってしまった私は、慌ててタオルで体を隠し、思いっきりお湯をかけてしまった。

　ギリギリ見られなかった？　でも……。

「あ……」

　すぐにドアは閉まったものの、ずぶ濡れになった彼の姿が一瞬見えたような……。

　ドアを勝手に開けるからよ！とは思ったけれど、体調の悪い私を心配してくれたに違いないと思えば、少しやりすぎてしまったと申し訳ない気持ちになる。

「すみま、せん……」

「いや、俺のほうこそ悪かった。なにかあったか？」

　私が謝罪の言葉を口にすると、ドアの向こうから心配を含んだ低い声が聞こえてきた。

「めまいがして。でも、大丈夫です」

「そっか。次はゆっくり立つんだぞ」

「……はい」

　そして、びしょ濡れにしてしまったことをなにも責めない彼の気配が遠ざかった。

　今度こそ浴室を出て部屋に向かうと、高畑さんがワイシャツを脱いでいた。

「あの、タオル……」

「ありがとう」

　タオルを差し出すと、彼はそれを受け取り、Ｔシャツまで脱ぎ始めた。

　えぇっ、ちょっと！

　彼の鍛えられた体が惜しげもなくさらされ、目のやり場に困ってしまい、彼に背中を向ける。

「ごめんなさい。もう大丈夫ですから、お帰りくだ――」

「裸で？」

「無理、ですよね……」

　さすがに彼のサイズの着替えはない。

　どうしよう。車とはいえ、この寒空の下、追い出すわけにもいかない。

「アイロン、かけましょうか？」

「いや、ドライヤーあるか？」

「はい」

　なるほど、ドライヤーで乾かすんだと感心し、洗面所から持ってきて顔をそむけながら差し出した。

「ほら、座って」

「は？」

　どうして私が座るの？

　首をかしげていると、差し出したドライヤーごと手を引っ張られ、ベッドの端に座らされた。そして……。

「あっ、自分で……」

「いいから、黙って」

　上半身にバスタオルをかけているだけの彼は、なんと私のうしろに座り、髪を乾かし始めた。しかも反論の隙を与えぬ雰囲気で、上司命令のよう。

「無理なときは電話してこい」

　彼はドライヤーで熱風を送りながら、私の髪に指を入れる。

　それは今朝のことを言っているの？

「すみません。なんとか買えると思ったので」

　実際、私の前の人まで買えていた。

「買えるか買えないかのことを言っているわけじゃない。お前の体調だ」

「……私、の？」

「お前は仕事のことになると、自分のことを二の次にして没頭しすぎる。宮城不動産にいたときからそうだ」

　不動産にいたときからって……彼とは一度しか会っていないのに。

　不思議に思って彼の方を振り向こうとすると、頭を持たれて前を向かされた。

「動くな」

「すみません……」

　彼にはこうして叱られてばかり。だけど、反発心はありながらも、いつも完璧な彼の仕事ぶりは尊敬していて、少しでも近づきたいと思っている。

「あの……不動産にいた頃をご存じでしたっけ？」

　もしかして、私の記憶の中にないだけ？

「いや。常務のところに行ったときに会っただけだ」

　やっぱり。……でも、それだけでスカウトまでしてくれたのはどうしてだろう。

「ただ、お前はあの面会のために、何度も俺に電話をかけてきた」

「そう、でしたね」

　それは覚えている。まさか自分の上司になるとは思ってもいなかったけれど。

　せっかく出向いてくれる社長にできる限りのことはしたいと、好みのお菓子や興味のある話題についてしつこく聞いた覚えがある。

「あのとき、俺が無理難題を言ったのにもかかわらず、お前は完璧に準備を整えた」

　無理難題って……もしかして、あのお菓子のこと？

　あれは、たしか七月七日の七夕だった。

　高畑さんは面会のお茶うけに、とある和菓子店の芋きんつばを指定してきた。しかしその店の芋きんつばは、九月から二月までの期間限定品だった。それを知った私は、電車で二時間かけて直接出向き、少しだけ作ってもらえるように頭を下げて手に入れたのだ。

「無理難題って、販売前だと知っていたんですか？」

　てっきり高畑さんは知らなかったとばかり思っていたけど……。

「当然だ」

　彼は実に落ち着き払った様子でそう言った。

　試されたんだ……。あぁ、熱が上がりそうだ。

「普通ならあきらめるのに、よく手に入れてきたと感心した」

　もしかして、それで私をスカウトしたの？

「それにあの日……足を靴擦れしてただろ」

　そう、だったっけ？

　記憶をたどり寄せると……。

「あっ、そう、かもしれません」

　そういえば前日、別の秘書が風邪で休んだこともあり、そのフォローに一日走り回っていた。さらに翌日も、疲れでむくんだ足で働いていたら、かかとのところが擦れて痛かったような……。社長と高畑さんを玄関まで送ったとき、血が滲にじんでいた気もする。でも、そんなことはよくあることで……。

「それなのに、痛い顔ひとつ見せず、エレベーターで下りる俺たちを階段で追いかけてきた」

　たしかにその通りだ。面会が終わったとき、他の秘書に少しだけ呼ばれてエレベーターに乗れず、階段を駆け下りて玄関まで向かった。

　でも、私もこうして言われるまで忘れていたことを、彼が鮮明に覚えているなんて驚きだ。

「ほら、乾いた。ベッドに入れ」

「あ、ありがとうございます」

　肩下十センチほどの髪は、彼のおかげでサラサラに乾いた。

　ベッドに横たわると、高畑さんは布団をかけてくれた。続いて「温まったか？」と私の足先に触れるから、ビクッと震える。

「は、はい」

「ついでだから、マッサージしてやる」

「え……」

　あの専務を悶もん絶ぜつさせたマッサージ？　というか、上司にマッサージをさせるなんてとんでもない。

「あっ、あのっ、もう本当に大丈夫です。だから帰って……」

　私がそう口にすると、彼にギロリとにらまれる。

「帰れないですよね。これでは……」

　濡れたシャツのことをすっかり忘れていた。

「今日は泊まることにした」

「え!?」

　帰宅時よりも確実に熱が上がっていて頭がクラクラしてきたのに、彼の言葉が追い打ちをかける。

「でも、ドライヤーで乾かせばなんとかなりますよ」

　慌ててそう提案したものの……。

「お前が心配で帰れない」

　彼が真剣な顔でつぶやいた思いがけないひと言に、胸がドクンと音を立てる。

　厳しくて怖い上司としか見ていなかったけど、こんなことを言う人なんだ。

　そう思うと、なんだか心まで温まってくる。だけど……。

「――あぁぁっ」

　私はすぐに苦悶の表情を浮かべることになった。

　専務の言っていた通り、高畑さんのマッサージは的確にツボに入る。布団をめくり、私の足の裏を揉み始めた彼は、「ここだな」と言い放った途端、容赦なくグリグリと力を込めた。

「ここは気管支のツボだ。風邪のひき始めに効く」

「い、痛いっ」

　思わず足を引っ込めようとしたけれど、がっちり握られ許してもらえない。だけど、しばらくマッサージをしてもらっているうちに、足がポカポカしてきた。

「相当体が弱ってる。今日だけでは完全にはほぐせそうにないな」

　あまりの痛みにうっすら涙が滲んできたところで、彼はやっと手を離してくれた。

「あとは寝ろ」

　そう言って布団をかけ直してくれた彼は、ベッドの横に座り私の額に触れる。

「熱いな。とにかく無理しすぎるなよ」

　顔をしかめる彼を見て、『お前は仕事のことになると、自分のことを忘れる』と言われたことを思い出した。

　でも、そんな自覚はまったくない。ただ、自分のできることはやりきりたいだけ。それに、高畑さんのほうがずっと仕事に力を注いでいる。

「高畑さん、すみません。こんな迷惑までかけてしまうなんて……私、最低ですね」

　ただでさえ忙しくて疲れている彼に、私のために時間を使わせるなんて申し訳ない。

「部下は上司に迷惑をかけるものだ。それを受け止められないなら、上司とは言わない」

　そう言った彼は、いつものポーカーフェイスながらも、ほんの少しだけ口角が上がっている。

「高畑さん……」

　そういえば、ヨクイ堂の社長に手土産を渡し忘れたときも、自分のことのように専務に謝ってくれたんだよね……。

「ごめんなさい」

　私に期待して引っ張ってくれたはずなのに、役に立てていないことが心苦しくて、目を伏せる。

「もう謝るな。俺は、お前のその一生懸命さが嫌いじゃない」

「えっ？」

　予想外の言葉にびっくりして思わず高畑さんに視線を戻すと、彼は今までに見たことがないような穏やかな顔をして、私の目にかかる前髪をよけてくれた。

　まさかそんなことされるとは思っていなかったので、なんだか恥ずかしくなってしまい、視線を泳がせる。

「とにかく、今日はなにも心配せずに眠れ」

「はい。でも……」

　本当に高畑さんはうちに泊まるつもりなのだろうか。

　そう思っていると、彼は立ち上がり電気を消した。

「高畑さん？」

　真っ暗になり彼の姿が見えなくなると、急に心細くなった。駅のときのようにひとりでどうにもならなくなったら……と不安になる。

「ここにいる」

　すると彼の気配がして、ベッドの横に座ったのがわかり、途端に恐怖心が飛んでいく。

　仕事ではいつもそうだ。彼の鋭い視線から逃れたくなることは多々あるけれど、そばにいると思えば、安心して仕事に取り組める。もし自分に足りないところがあっても、最終的には彼がチェックしてフォローしてくれる。

「高畑さんの心配は誰がするんですか？」

　ふと聞きたくなった。

　私の心配は彼がしてくれる。でも彼が不安なとき、誰か支えてくれる人はいるのだろうか。いや、もしかしたらこのサイボーグには、不安なんていう言葉はないのかもしれない。そう思ったけれど……。

「それならお前がしろ」

　彼は私の髪を優しい手つきで撫なでながらそんなことを口にした。

「私？」

「そうだ。広瀬が俺の心配をしてくれればいい」

　そう言われた瞬間、なぜか鼓動が激しくなる。

「そんな……。仕事も半人前の私になにかできるとは思えません」

「そんなことはわかってる。だけど、誰かに心配されるのも悪くない」

　彼の声がいつもより柔らかい。

　高畑さんも、私たちと同じように不安を抱えて生きているのかもしれない。でも私と違うのは、普段それを微み塵じんも感じさせないだけ。

「わかりました。心配します」

　私がそう答えると、彼はフッと笑う。そして……「それじゃあ頼んだ」と優しい声で囁ささやくから、ドキッとした。

「今日は俺が心配してやるから、ぐっすり眠れ」

　彼はもう一度私の額に手を伸ばして熱を確認したあと、そのまま目の上にスライドさせ、まぶたを閉じさせる。

「はい」

　やはり上がってきた熱のせいで意識がもうろうとしてきた私は、そのまま眠ってしまった。




　朝起きると、体がずいぶん軽くなっていた。高畑さんのマッサージが効いたのかもしれない。

「高畑さん？」

　彼の姿が見えなくて、ベッドから起き上がりトイレや浴室を確認してみたものの、やっぱりいない。

　すると、テーブルの上に置き手紙があるのを見つけた。

【今日は休みをやる。風邪を治すのがお前の仕事だ】

「仕事って……」

　私がしている雑用まで、高畑さんがやらなければならないかもしれないのに。

　でも、そう書き残してくれたのは、仕事に穴を空けた私の罪悪感を薄めるためなのかもしれない。

　今日は金曜。一日休めば、土日もゆっくりできる。

　高畑さんがくれた仕事には、優しさが詰まっていた。










クールな上司の甘い顔




　高畑さんからの置き手紙の隣には、彼からダメ出しを食らった原稿があった。

　添削のように赤字がところどころ入っていたものの、付箋に【合格】と書いて貼ってあり、うれしくなる。あとは清書して社長に渡すだけだ。でも……。

「あーぁ。やっちゃったな」

　昨日は体のつらさとマッサージの痛さで気にしていられなかったけれど、高畑さんに思いっきりスッピンをさらした上、看病までさせてしまった。

　それに今日もたくさん仕事が詰まっていたのに、休みまでもらってしまったし……。また迷惑をかけてしまったな。

　いろいろと反省しながらも、その日はまだ本調子でなく、一日中ウトウトしていた。食欲はなく、ときどき水を飲んでいただけ。

　気づけば二十時になっていて、さすがになにか口にしておかないとまた倒れてしまうかもしれないと思っていると、突然チャイムが鳴った。

「はい」

　ドアホンを取ると、高畑さんの顔が映る。

『俺だ』

　どうして高畑さんが？　もしかして、心配して様子を見に来てくれたの？　しかも今の『俺だ』って、まるで彼氏みたいなんだけど……。

「はい。今開けます」

　なんとか胸の高鳴りを抑え、慌てて玄関を開けると、サラサラの髪に雪が少し乗っている彼が入ってきた。

「お疲れさまです。雪……」

「あぁ、さっきからまた降ってきた」

　そう言いながら、彼は当然のように部屋に上がる。

「熱は？」

「下がってきました。もう大丈夫です」

　私がそう答えると、彼は安心したような顔をして私の額に触れる。

「飯、食ってないだろ」

「あっ、はい」

　それから彼が私にコンビニの袋を差し出すので袋の中を覗くと、うどんとカツ丼が入っている。

「食うぞ」

「えっ？　……はい」

　一緒に食べるということだろうか。

　彼はコートを脱ぎ、ネクタイを緩める。なんだか〝旦那さまが家に帰ってきてプライベートの顔に戻る瞬間〟みたいに感じてしまって、ドキッとしてしまう。

「あの……これ使ってください」

　髪が濡れたままなのを見て、慌ててタオルを持ってきて差し出すと、高畑さんは「サンキュ」と受け取った。

　途端に、昨日髪を乾かしてもらったことを思い出してしまい、勝手に頬を赤らめてしまう。

「狭いですけど、座ってください」

　私は彼をソファに誘導してから、電子レンジでお弁当を温め始めた。

　すると彼はすぐにバッグから書類を取り出し、仕事を始める。私が休んで雑用が増えた分、仕事が溜まっているのかもしれない。

「あの……今日はお休みをいただいてすみませんでした」

　温めたカツ丼をローテーブルに置きながら恐る恐る声をかけると、彼は私の目をまっすぐに見つめ口を開く。

「やっぱり広瀬がいないと困るな」

「えっ？」

「いや。お前の仕事はしっかり残しておいてやったから、頑張れよ」

『残しておいてやった』って……。月曜に出勤するのが怖いんですけど。

「あっ、えっと……はい。頑張ります」

　しどろもどろになりながらそう返事をすると、彼が少し笑った気がした。

「うどん、食えそうか？」

「はい。いただきます」

　高畑さんの顔を見たら、急にお腹が空いてきた。床にクッションを敷き向かい合って座り、夕食を食べ始める。

「食えるようになって、よかった」

　うどんをすする私を見て、彼がうれしそうに言った。

　まさか、そんなに喜んでもらえるとは。意外すぎる。

　いつもは見せない彼の柔らかい笑顔に、ドキドキしてしまう。

「高畑さん、夕食はいつもどうされてるんですか？」

「だいたいこんな感じだ」

　高畑さんは大きな口でどんどんカツ丼を食べ進めている。

「こんなって……コンビニ弁当？」

　私たちは、接待に同行しておこぼれにあずかることもあるけれど、昼食は基本的に社長や専務の仕事の合間にササッと済ませる。だから、その時間すらないときは抜くこともしばしばある。それなのに、夕食もこれだけで済ませているなんて……。

「それじゃあ高畑さんが病気になっちゃいます。絶対に栄養が偏ってますよ」

　私が思わず注意すると、「心配してくれるんだ」と優しく囁かれて、ドクンと心臓が跳ねた。昨夜から、仕事中の姿からは想像もできないようなギャップばかり見せられて、調子が狂う。

「そ、そうです。だって高畑さんの心配は、私の仕事なんですよね？」

　なんだか焦ってしまい、まるで言い訳でもするかのようにそう言ってしまった。

「それなら広瀬が俺の体調管理をすればいい。明日から飯を作ってくれ」

「は……？」

　予想外のことを言われて、箸を落としそうになる。

「俺は飯は作れない。仕方ないだろ」

「高畑さんはなんでもできる人だと思っていました」

　サイボーグは料理だって難なくこなしている、と。だって、社長や専務の食事もいつも同じものにならないように気を配っているくらいだもの。

「そんなわけないだろ」

　それを聞いて、なんとなく親近感がわく。

　サイボーグじゃなかったみたい。私たちと同じように苦手なこともあるんだ。

「なんか、少し安心しました。高畑さんも普通の人間なんですね」

　しまった、思わず本音が……。

　慌てて口を押さえると、彼はクスッと笑みを漏らした。叱られると思ったのに、これまた意外だ。

「俺をなんだと思ってたんだ。最初は和食がいい」

「あっ、まだ作るとは――」

『言ってないんですけど』と言いかけて、口をつぐむ。今度は彼がいつもの鋭い目で突き刺してきたからだ。でも……。

「心配してくれるんだろ？」

　次に飛び出した彼の声は、その目には似合わない優しいトーンだった。

「……はい」

　なんだかいいように転がされている気もするけれど、高畑さんが心配なことには変わりない。いつもフォローしてもらっている彼に、一度や二度、食事を作ってあげるのもいいかな……。

　そんなことを考えながら彼を見つめていると、視線が絡まってしまい慌ててうつむく。そして、照れくささを隠すためにうどんを再び食べ始めた。

　丸一日なにも食べていなかったせいで、私はぺろりとうどんを平らげてしまった。

「ごちそうさまでした。片付けますね」

　私より早く食べ終わり既に書類をチェックしていた高畑さんに声をかけると、彼は顔を上げて私を見つめる。続けて、立ち上がろうとした私の手を引き寄せて自分の隣に座らせ……。

「あっ、あのっ……？」

「少し疲れた」

　正座した私の足に頭を乗せて寝そべるから、慌てふためく。

「高畑さん？　眠られるのなら、枕と毛布を……」

　そう言いながら立ち上がろうとすると……。

「ここにいろ」

　私の目をじっと見つめたまま視線を逸らさない彼は、すこぶる真剣な顔をしている。

　ドクンドクンと打ち始めた激しい鼓動が、彼に聞こえないか心配になった。

「あっ、でも足がしびれちゃうから……」

　なんとかこの状況から逃れようとするけれど、高畑さんは「それなら足を伸ばせ」と少し頭を上げてくれただけ。

「広瀬が休んだせいで疲れたんだ。責任もってお前が癒やしてくれ」

　そう言われると弱い。でも、高畑さんがこんなふうに甘える人だなんて、驚き以外のなにものでもない。

「で、でも……彼女に知られたら、叱られちゃいますよ」

「女なんていない。いたら、こんなところには来ない」

『こんなところ』とは少しばかり失礼だけど、高畑さんに彼女がいないなんて、これまた驚きだ。

「それとも、お前がその役割も果たすか？」

「えっ？」

　一瞬、高畑さんがなにを言ったのか理解できない。

　唖然としていると、彼は私の首のうしろにすばやく手を回して自分の顔の近くまで引き寄せた。その上、「キス、してやろうか」と艶めかしい瞳を私に向けるから、完全に思考が停止する。だけど彼が私をいっそう引き寄せるので……。

「な、なにしてるんですか！」

　なんとか渾こん身しんの力で顔をそむけた。

「純情なお前にはまだ早いか」

　彼は表情を緩めたものの、私を捉える視線は熱い。

「わ、私は好きな人としかそういうことはしません！」

　高畑さんはそうじゃないかもしれないけど、私は好きな人としか絶対にイヤだ。

「好きならいいんだな」

「は？」

「まぁ、今日はいい。十五分経ったら起こしてくれ」

　高畑さんは私を散々振り回しておいて、自分は目を閉じた。

　というか、『好きならいいんだな』って、どういう意味？

「もう、なに言ってるのよ……」

　小さな声でつぶやいたけれど、彼は本当に眠ってしまったらしく、なんの反応もない。

　こんなにすぐ眠れるほど疲れているってことだよね……。

　だけど、膝枕なんて生まれて初めての経験だ。しかもその相手が、イジワルだけど尊敬できるとびっきりのイケメンだなんて、ドキドキするなと言われても難しい。

　最初はどこを見ていたらいいのかわからずにオドオドしていたけれど、彼の無防備な姿を見ていたら、だんだん心が穏やかになってきた。

「心配してくれる人、か……」

　私が彼にとって、そういう存在になれるのだろうか。

　十五分で起こすように言われたものの、気持ちよさそうに眠っている彼を見ていると起こせなくなってしまった。そっと足を抜いても、目を覚ます気配はない。

　幸い明日は休み。このまま眠っても支障はないはず。

　私はベッドから毛布と掛け布団を持ってきて、彼にそっとかけた。

　その後、食事の後片付けを簡単に済ませ、自分も眠ることにした。

　布団はひと組しかないため、私は仕方なくダウンコートを引っ張り出し、それを掛け布団代わりにした。ヒーターがついているから、なんとかなるはずだ。

　そして目を閉じれば、体力を消耗しているからなのか、すぐに眠ってしまった。

　それからどれくらい経ったのだろう。ベッドが揺れた気がして目を開けると……。

「高畑、さん……」

「お前はバカか。風邪をひいてるくせに、俺のことなんて気遣うな」

　彼は自分にかかっていた布団と毛布を私にかぶせている。

「でも、昨日も眠れてないんじゃないですか？　うち、ひと組しか布団がないんです」

「それじゃあ、一緒に寝ればいい」

「え……？」

　一緒にって……。なに言ってるの！

　彼の発言に、眠気が一気に吹き飛んだ。

　固まる私とは対照的に、彼は当然といった様子で、私の横に体を滑り込ませてくる。

　とはいえ、ベッドはシングルサイズ。どう考えても狭い。

「いや、でも……あのっ……」

「十五分で起こさなかったのはお前だ。今さら帰る気にはなれない」

　枕元に置いておいたスマホで時間を確認すると、午前二時。

　そうだけど！　一緒に寝るって、おかしいでしょ！

「でも、高畑さん！」

　焦りまくっている私は、夜中だというのに大きめの声が出てしまった。

「なんだお前、なんか期待してるのか？」

「き、期待？」

「俺に抱かれたいなら、そう言えよ」

　色気を纏った表情の彼に至近距離で見つめられながらとんでもない発言をされ、一瞬、夢でも見ているのかと思うほど動揺してしまう。顔が真っ赤に染まっているのが自分でもわかる。

「もう、からかわないでください！」

　恥ずかしくて彼に背を向け壁の方を向くと、彼は私のお腹辺りに手を回して、ギュッと抱き寄せてきた。

　密着する体や、耳元で聞こえる彼の息遣いに、緊張しすぎて頭の中が真っ白になる。

　体を固くして黙っていると、すぐに彼の寝息が聞こえてきて拍子抜けした。

　緊張してるの、私だけ？

　でも、彼に抱き寄せられると温かくて、気持ちよくて……そのまま眠ってしまった。




　あぁ、いい香りがする……って、あれ？

　鼻をくすぐるコーヒーの匂いに気がついて目を開けると……。

「高畑さん！」

　彼はソファに座って優雅にコーヒーを飲んでいた。

「あ、勝手にコーヒー淹れたぞ」

　それは別にいいんだけど……。まさか朝起きてすぐに高畑さんと顔を合わせることになるとは。

　今さらながら、一緒のベッドで眠ったことが恥ずかしくて、頬が赤らむ。

「お前、髪ボサボサだぞ」

「えっ……」

　彼にそう指摘された私は慌てて洗面所に駆け込み、顔を洗って髪をクシでとかしてから、再び部屋に戻った。

「はしたないところをお見せしました。着替えてきます」

　そしてクローゼットに向かおうとしたところで、「いいから」と腕を引かれてソファに座らされた。

「熱は下がったとはいえ、病み上がりなんだから、お前はもう一日寝てろ」

　そんなこと言ったって、高畑さんがいるのにずっとパジャマというわけにもいかない。

「でも……」

「なにか必要なものがあれば俺が買ってくるから。なにか食べたいものは？」

　それは今日も看病してくれるということなのだろうか。さすがにそこまでしてもらうわけにはいかない。

「もう大丈夫です。だからお帰りいただいて――」

「とりあえず、俺は一度自宅に帰って着替えてくる。欲しいものをメールしろ」

　彼は私の言葉を無視して、さっさと立ち上がり出ていった。

「……ホントにまた来るの？」

　だけど、メールしなければ叱られそうだと思い、必死に食べたいものを考える。そして、【アイスクリームが食べたいです】とメールすると、【わかった】と短い返事が届いた。

「はぁ……。休みの日まで高畑さんと一緒だなんて……」

　今日もあの鋭い目に監視され続けるのかと気が重くなった。けれど次の瞬間、そこまでイヤでもない自分に気がつく。

　それに……一昨日は、駅に彼が来てくれて安心した。昨日も、突然の訪問にびっくりはしたけど、心配してもらえたことがうれしかった。

　いつの間にか、彼が〝怖い上司〟というだけではなくなっていた。それは、倒れた私を看病してくれたというのが大きいと思う。

　高畑さんには着替えなくていいと言われたけれど、やっぱりパジャマのままで迎えるのもはばかられて、ダボタボのセーターとスキニージーンズに着替えた。

「それにしても……これじゃあ、まるで待ちわびているみたい」

　彼が飲んだコーヒーカップを片付けたあと、正座したまま玄関を気にしているのが、自分でもおかしい。

　ソワソワして落ち着かなくなり、テレビでもつけようとリモコンを手にしたとき、チャイムが鳴って高畑さんが戻ってきた。

「雪、やんだぞ」

　この冬一番の寒気は、ようやく過ぎ去ったようだ。

「ほら」

　彼が私に差し出した袋の中には、大量のアイスクリーム。バニラにストロベリー、キャラメルにチョコレート……と、さまざまな種類が入っている。

「こんなに……」

「なにが好きかわからないからな」

　たしかに指定はしなかったけれど、こんなにたくさん買ってきてくれるとは。

「ありがとうございます。でも、食べきれないかも」

「俺が食べるさ」

　高畑さんにアイスクリームって、なんだか似合わない。

「それより、着替えたのか？　寝てろと言っただろ」

　そう言う彼も、いつものスーツではなく、チャコールグレーのＶネックセーターにジーンズというカジュアルないでたち。

「はい。でも……いつまでもパジャマというわけにはいきませんので」

　元気になってきたのだから、さすがに上司の前でパジャマのままでいるのは気恥ずかしい。

　高畑さんはサンドウィッチも買ってきてくれたようで、テーブルに並べ始めた。すると……。

「広瀬のジーンズ姿は新鮮だな。あと、そのセーター、屈むとブラが見えるぞ」

「えっ！　嘘うそ……」

　見られた？と慌てて胸元を押さえると、「まだ見てないけどな」と言われて真っ赤になる。まさか、高畑さんがそんな指摘をするような人だとは思ってもいなかった。

　こんなことなら、タートルネックでも着ておけばよかった。でも、『まだ』ってどういうこと？　いや、特に大きな意味はないよね……。もう、本当に調子が狂う。

「あっ、そうだ。コーヒー淹れますね！」

　彼の前にいることがいたたまれなくなって、キッチンに向かう。

「……あの、どうぞ」

　ソファに座っている彼とは九十度の位置にクッションを置いて座り、コーヒーを差し出した。

「ありがとう。広瀬の家のコーヒー、うまいよな」

「あっ、それは……専務が、今会社でお出ししているコーヒーは少し苦いとおっしゃっていたので、別のものに変えたほうがいいかと思いまして。先に自分で飲んでみようと……」

　そんなわけで、いつもより少し高めのコーヒー豆を使っている。

「聡さんの心配か……」

　心なしか顔をしかめた高畑さんは、「ふー」と溜め息をついた。

「えっ？　……まぁ」

　心配というか、仕事の一環でもあるからだけど。

「聡さんの心配は会社だけにしろ。プライベートでは俺の心配だけしておけばいい」

　彼は私にまっすぐな視線を向け、少し色気のある声で囁いた。

「えっと……」

　それはどういう意味？　なんだか最近の高畑さんは、言動が変だ。

　なんと答えていいのかわからず首をかしげると、彼の強い目力に縛られてしまい、視線を逸らすことができなくなった。

「鈍いな。俺はお前のことが好きだと言ってる」

「はぁ……ええっ!?」

　今、『好き』と聞こえた気がするんだけど……。あれ？　私、まだ体調が悪いんだろうか。幻聴？

「そんなに驚くなよ。よく考えてみろ。この俺が、好きでもない女の世話なんてするわけないだろ」

　たしかにその言葉には実に説得力があるけれど……信じがたい。それに、『鈍い』と言われても、困る。これまで、そんな素振りを感じたことがないのだから。

「あ、あのっ、どうして私なんですか？」

　私なんて、仕事でミスして叱られてばかりで、ただの役立たずの部下だと思うんだけど。

「不器用すぎるからだろうな。お前を見てるとハラハラして、なんとかしてやりたいと思う」

　それは〝親心〟であって、〝恋心〟とは違う気が……。

「それに、お前が泣きそうになりながらも歯を食いしばって俺の叱責に耐えている姿がたまらない」

　ちょっと、どんな趣味してるのよ。思いっきりサディスト？　まぁ、その片へん鱗りんが見えている気がしなくもないけど……。

　あんぐりと口を開いて彼を見つめていると、「文句があるのか？」と不機嫌に聞かれて、慌てて首を振る。

「ただ、急に好きだと言われましても……」

　あまりに突然すぎて、心の準備なんてあったもんじゃない。

「常に自分のできる限りの努力をするお前に、惹ひかれたんだ」

　彼はそう言うと、少し恥ずかしげにタマゴサンドを口に入れた。

「でも私……全然役に立てなくて」

「そう思ってるのはお前だけだ。昨日は聡さんですら、広瀬はいつ復帰するんだと言っていた。俺も相当困ったしな」

　本当に？　だとしたら、うれしい。

「たしかに、失敗ばかりして、かなり足も引っ張るけどな」

「すみません」

　思わず謝ると、彼は「まだ新人なんだから、仕方がないさ」と笑みを浮かべる。

「秘書の仕事は完全な裏方で、社長や聡さんの業務がうまくいって当たり前。だから、褒められることもない。その一方で、失敗したら大変な責任が発生する。そんなプレッシャーの中で、お前は自分になにができるのかを必死に考えている。まぁ、空回りしすぎてて、見ていると笑えるけどな」

　笑えるのに好きって、おかしくない？

　たしかに目の前の業務に一生懸命取り組んではいるけれど、それは私に能力がないからだ。もっとスマートに仕事をこなせる人もいる。

「やっぱり、好きになっていただく要素なんて見当たりません」

　ますます混乱してきてしまった私は、首を振る。

「男ってヤツは、一生懸命な女を守ってやりたくなるものだ」

　そう言われても、意外すぎて夢を見ているかのようだ。

「でも……」

「まったく。つべこべ言うな。好きなものは好きなんだ」

「キャッ」

　私が呆ぼう然ぜんとしていると、彼は私の腕を引き、すばやく腰に手を回して抱き寄せた。

「なにも考えずに、お前は俺に守られてろ」

　そんなこと言われたって……。

「本当に、急、すぎて……」

　今まで叱られた記憶しかないのだから、突然の告白に戸惑うのは無理もない。

　素直な気持ちを口にすると、「お前があんなにボロボロになるから悪い」と彼が耳元で囁く。

「ボロボロ？」

「あぁ、全身ずぶ濡れにして、買えなかった大福のことを謝ってばかりで。俺は一日中お前のことを心配していて、仕事が手につかなかった」

「嘘……」

　高畑さんの言葉に、目が飛び出しそうだった。

　彼はいつも通りきびきびと働いていたし、そんな素振りにはまったく気づかなかった。

「お前のことが好きだと思い知らされた」

　背中に回った彼の手に力がこもる。

　だからこんなに突然、告白なんてしたの？

　だけど、私にとって高畑さんはあくまで尊敬する上司。恋愛対象ではなかった。それは、彼のことが嫌いなのではなく、私とは別の世界に住んでいる人だと思っていたからだ。

　あまりに驚き、なんと返答してよいかわからず、言葉を失っていると……。

「悪いが、気持ちを口にしたからには遠慮しない。必ずお前を惚ほれさせる」

　いつも自信満々な彼らしい発言に、少しだけ心が緩む。こんな強引な言葉を聞いて落ち着くなんておかしな話だけど。

「とりあえず、まずお前は食って復活しろ」

　彼はやっと力を緩めて私を解放したあと、サンドウィッチを持たせてくれた。

　それでも私が呆然としていると、「世話が焼けるな」と包装を開け、私に食べさせ始める。

「うまいか？」

「……あ、はい。おいしい、です」

　そうは言いつつも、正直、味なんてわからない。それは、目の前にいる彼がずっと私を見つめているからだ。

「そんなに緊張するな」

「イタタ」

　高畑さんが私の頬をつかむから、思わず笑ってしまう。

　それから彼は、あの情熱的な告白が嘘だったかのように普通に振る舞ってくれた。動揺しすぎている私に気を遣ってくれたのかもしれない。

「アイスも食うか？」

「はい。高畑さん、なに食べます？」

　私は彼にそう尋ねながらキッチンに向かう。

「じゃあ、チョコレート」

　チョコ、好きなんだ。『甘い物なんていっさい受け付けません』みたいな雰囲気を醸し出しているのに。

　なんだか意外な一面を知ることができて、勝手に頬が緩んでくる。

「悠里はなににするんだ？」

「私は……」と言いかけたところで、冷凍庫を開けようとしていた手が止まった。

　今『悠里』と聞こえた気が……。彼に下の名前で呼ばれたなんて初めてだ。

「どうした？」

　軽く固まっていると、彼は私のところにやってきて顔を覗き込む。

「い、いえ……。私はストロベリーにします」

　恥ずかしさのあまり、まともに彼の顔を見られない私は、不自然なほどに顔をそむけてしまった。

「俺のことは伊吹でいいから」

　あぁっ、アイスの話に徹したのに、呼び方の話にされてしまった。きっとこれは、動揺していることがバレている。

「む、無理です」

「俺の言うことに従えないのか？」

　今までの優しい口調とは一転、仕事のときのような威圧的な声に、背筋が伸びる。

　えっと……。これは〝脅し〟でしょうか……。

「そういうわけでは……」

「なら問題ないよな。ほら、呼んでみろ」

　だからといって、あの高畑さんを下の名前で呼ぶなんて、やっぱり恐れ多い。

「いや、あの……」

「それ。そういう困った顔をしている悠里がたまらない」

　彼が少し熱っぽい瞳で私を見つめながら顎に手をかけるので、顔がみるみる真っ赤に染まる。

「早く言わないと、キスするぞ」

「えっ……そんな……」

　これは完全に脅迫です！　だって、高畑さんとキスなんてありえないでしょう。

　それなのにすこぶる真剣な顔をした彼は、私の耳元に口を寄せる。

「ほら」

　なに、この色気。体がブルッと震える。

「い、伊吹、さん……」

　観念してやっとのことでそう言うと、彼は満足そうにうなずき、手を離してくれた。

「さて、食うぞ」

　彼は平然と私を促すけれど、一瞬息を吸うことも忘れていた私は、一度大きく深呼吸した。

「あっ、はい」

　あぁ、どうしよう。こんな調子が続けば、おかしくなりそうだ。冷静にならないと。

　なんとか気持ちを落ち着かせ、アイスクリームとスプーンを持って戻ると……。

「悠里はここ」

「えっ!?」

　あっという間に手を引かれ、彼の隣に座らされる。

「俺、ベタベタするの好きだから」

　それは意外すぎる。仕事のときの彼は、必要なこと以外は話しかけてくるなというオーラを発しているのに。

「チョコも食うか？」

『食べる』なんてひと言も言ってないのに、彼はスプーンでチョコアイスをすくい私の口に放り込んだ。

「冷たっ」

「アイスなんだから、当たり前だろ」

　おかしそうにクスクス笑う彼がこれまた新鮮すぎて、頭が混乱中だ。会社でこんなふうに無邪気に笑う姿なんて見たことがない。

「そっちも食べたい」

「あっ、ど、どうぞ」

　ふたを取って彼に差し出したけれど、今度はとびきり不機嫌な顔をしている。

「お前、秘書だろ？」

「……え？」

　秘書とアイスにどういう関係が？

「俺がどうしてほしいか、ちゃんと考えて行動しろよ」

　それはもしかして……食べさせろ、と？

　もう、いつもの彼と違いすぎて、キャパオーバーだ。

「あっ、あの……」

　彼と視線を合わさないままアイスをすくったスプーンを差し出せば、「ここだ」と手を握られ、口に入れられてしまった。

「甘いな」

「アイス、ですから」

　なんと返したらいいのかわからずそう反応すると、「マネするなよ」と盛大に笑われてしまった。

　それからは、ドキドキしながらも、濃厚なアイスがおいしくて、すっかり平らげてしまった。

「休みの日は、いつもなにしてるんだ？」

　全部食べ終わった私を満足げな顔で見つめている彼が、ふいにそんなことを聞いてきた。

「別になにも。仕事のためにパワーを貯める？みたいな感じでゴロゴロしてます」

『仕事のために』とは言いすぎだけど、疲れをリセットしなければ次の仕事に向かえない。

「友達と遊んだりは？」

「友達……」

　ふと頭に浮かんだのは、不動産時代の親友の顔。でも、彼女とは〝あれ〟以来、会っていない。

　イヤなことを思い出して思わず顔を伏せると「訳ありか？」と聞かれて慌てる。

「いえ、そんなんじゃ……」

　だけど、思いきり訳ありだから、強くは否定できなかった。

「高畑さんは、なにしてるんですか？」

　話を変えるために質問したものの、「仕事」とひと言で片づけられ、さらには「今は悠里の話をしてるんだ」と言われ、ビクッと震える。

「心につっかえていることがあるなら、話せ。なんでも聞いてやるから」

　きっと、この人にごまかしは通用しない。でも、彼にはまったく関係がないことだ。

「昔のことですから」

「それなら、どうしてそんなに悲しげな顔をするんだ？」

　そんなふうに見えてしまったのか……。

　たしかに、もう過去の話ではあるけれど、あの出来事にきちんと向き合わずに宮城不動産を去ったから、ずっとモヤモヤが残っている。

「彼氏が私の親友とも付き合ってたんです。ただ、それだけです」

　白状しなければもっと追及されかねない雰囲気だったので、そう口にした。でも、いたたまれなくなって、使ったスプーンを持って立ち上がろうとしたけれど……。

「それだけ、じゃないだろ」

　高畑さんは私の腕をつかみ、自分の方に引いた。そして、スプーンが床に落ちたのも気にすることなくそのまま私を抱き寄せ、「はー」と大きな溜め息をつく。

「それだけ、じゃない。お前にそんな顔をさせるなんて、とても大切なことだ」

　真剣な声で言われて、思わず目頭が熱くなる。

　実は私には、今まで誰にも相談できなかったつらい出来事がある。

　彼氏に二股をかけられ、あげくの果てにその相手が親友だったなんて、冗談かと思った。しかも、親友の奈な津つは、彼が私と付き合っていると知っていたのに……。

「全部話してみろ。気持ちが楽になるぞ？」

「高畑さん……」

　こらえきれず涙がこぼれた。

　ずっとこうやって泣きたかった。でも、信頼していた友人に訳もわからず彼氏を奪われ、あの頃は泣くことも忘れていた。ただ呆然として、事実を見たくないという一心で、仕事に没頭した。

　そんな頃、高畑さんにスカウトされたのだ。

「ほら」

　私の背中を優しくさする彼に促され、私は口を開いた。

「今でも、どうしてかわからないんです。奈津は同期入社の親友で、元彼もそうでした。奈津はもちろん私と彼が付き合っていたのを知っていたし、祝福もしてくれていました。それなのに、あの日……」

　あの日は、数日間降り続いていた雨がようやく上がって晴れ渡り、夏の到来を思わせる太陽の強い光が会社の窓から差し込んでいたのをよく覚えている。

「奈津は私に言い放ったんです。『昨日あなたの彼に抱かれたの。私のほうが彼を愛している』と」

　私がそこまで言うと、高畑さんは私の頭を抱えてさらに強く抱き寄せる。

「私はなんの冗談かと思って最初は笑っていましたけど、奈津は『もう返さない』と宣言しました」

　あのときの彼女の思いつめた目は、今でも容易に思い出すことができる。

「彼女は、最初から彼のことを好きだったのは自分で、それを横取りしたのは私だ、と。でも私、彼女が彼のことを好きだったなんて少しも知らなくて……」

　そもそも彼のほうから告白してくれて、私たちは付き合い始めた。親友である奈津にはすぐに報告したけれど、彼女は大喜びしてくれた。

　でも、それは嘘だった……。

「彼には自分から別れを告げました。『あなたの裏切りを知ってしまったの』のひと言で彼は黙りました。それはつまり……奈津の言っていることが本当だったということです」

　そのときの彼……紳しんの驚いた顔は、今でも忘れられない。

　バレないと思っていたのか、バレても構わないと思っていたのか、今となってはわからない。でも、奈津と私が親友だと知っていた彼の罪は重い。

　もしかしたら奈津が誘ったのかもしれない。でも、その誘惑に乗った時点で、もうアウトだ。

「それから、その裏切り男はその女とどうなったんだ？」

　彼は私を抱きしめたまま低い声で尋ねてくる。

「よくは知りません。もうなにも知りたくなかったから、聞きませんでした」

　正直、そのあとのふたりのことなんてどうでもよかった。ただ、私の視界に入ってほしくなかっただけ。

　だけど、真実をはっきりさせないまま忘れようとすればするほど苦しくて、逃げるように宮城コーポレーションへ来てしまった。

「悠里の傷は俺が癒やしてやる。それと……『高畑さん』じゃないよな」

　彼は手の力を緩め、私の顔を覗き込んだ。

「あ……」

　急に呼び方を変えろと言われても難しい。それに、私はあの告白を受け入れるとは言ってない。

「練習が必要なようだな」

　彼は私の頬に手を伸ばし、涙を拭う。

「ほら、いいぞ」

『いい』と言われても、そんなに直視されたら余計に言えない。

「無理です」

「そうか、キスしてほしいのか」

「いえっ！　伊吹さん」

　慌てて呼ぶと、「そんなに拒否するなよ」と彼がクスクスとおかしそうに笑うから、つられて笑みがこぼれてしまう。

「悠里は笑ってればいい。お前の困った顔は俺だけのものだ」

　彼は口元を緩めたままそう言った。

　この人、重度のサディストらしい。でも、わざと私を笑わせてくれたのだと知り、うれしくなる。

　それから高畑……じゃなくて伊吹さんは、自分の足の間に私を座らせ、テレビをつけた。

「あっ、あの……少々離れても？」

　こんなに密着すると緊張して、息をするのも苦しい。

「ダメだ」

　だけど伊吹さんにあっさり却下されてしまった。

　彼は溺愛体質なのだろうか。紳にこんなことをされた記憶がない。

「あの……」

「まだなにかあるのか？」

　少し不機嫌な彼は、肩越しに私の顔を覗き込む。

「えっと、私、お付き合いするとは言ってないんですけど……」

　既に彼女のような扱いを受けているから、告白にうなずいてしまったのではないかと、不安になる。

「わかってる。でも、お前が俺のものになるのは、時間の問題だから」

「はぁ……」

『必ずお前を惚れさせる』と言った彼だけど、この揺るがない自信を私にも分けてほしいくらいだ。

　私は離れることを断念して、仕方なくテレビに視線を向けた。とはいえ、ずっとくっついていると気が抜けなくて、息苦しさは増すばかり。

「昼食は作れますから、スーパーに行ってきます」

　なんとか離れるために理由をつけてそう提案したけれど、「病み上がりだからダメだ」と再び却下されてしまった。

「俺が代わりに買ってくるから、必要なものを書いて」

　彼がそう言いながら立ち上がってくれたので、やっと酸素が肺に入ってきたような気がして、ホッと息を吐く。

　それから欲しいものをメモすると、彼はコートを羽織って外に出ていった。




　一時間ほどして戻ってきた彼は、なぜか疲れた様子だ。

「どうしたんですか？」

「慣れないことはするもんじゃないな。豚肉って、どんだけ種類があるんだよ」

　もしかして、迷った？

　今日の様子を見る限り、夕食も食べていくに違いないと思い、晩ご飯の材料もメモしておいた。彼が『最初は和食がいい』と言っていたことを思い出し、とりあえず肉じゃがでもと思って豚肉を頼んだのだけど、そういえばバラなのかロースなのかなんて指定しなかった。

　伊吹さんが肉売り場の前で焦っているところを想像すれば、笑いが込み上げてきてしまう。

「あはは」

「笑うな！」

　彼は少し恥ずかしげな顔をしながら、ふてくされている。こんな表情の彼もまた新鮮だった。

　結局なにを買ってきたんだろうと買い物袋を覗くと、バラ肉が入っている。

「これで大丈夫ですよ」

　仕事はあんなに完璧なのに、豚肉に惑わされる彼がおかしくて笑いが止まらない。

「悠里、いつまで笑ってるんだ」

「笑って、ませんよ？」

　そう言いつつも、頬が緩んでしまう。

「笑ってるだろ」

「とんでもない！」

　なんだか楽しくなってきた。さっきまではガチガチに緊張していたのに、今はそうでもない。

「本当に体調は大丈夫なのか？」

　どうやら過保護でもある彼は、それからキッチンに立った私にしきりにそう尋ねてくる。

「はい。大したもの作ってませんから、ご心配なく」

　昼食は簡単にナポリタンスパゲッティ。彼が笑顔で食べてくれたので、うれしかった。

　私が皿を洗い終えソファに戻ると、伊吹さんはパソコンを広げて仕事をしている。

「あの、手伝いましょうか？」

「いや、いい。お前は休んでろ。俺のことなんて気にせず寝てもいいぞ」

　彼はパソコンから私に視線を移し、優しく微笑んだ。

「でも、上司が仕事をしているのに、のうのうと寝てはいられません」

　私がそう漏らすと、彼は一瞬眉根を寄せたあと、口を開く。

「休みの時間の過ごし方を、他に知らないんだ」

　嘘……。毎週きれいな女性を連れて、銀座あたりをぶらついているイメージなのに。たとえ今彼女がいなくても、彼ほどの人なら女性が放っておかなかったはずだ。

「彼女がいたときは、どうしてたんですか？」

「まぁ、ときどき外にも連れ出されたが、仕事はしてた。そこまでのめり込めるような女はいなかったしな」

　それはどういう意味!?　軽い気持ちで女性と付き合っていたということ？

　一瞬眉をひそめると、それに気づいた彼が身を乗り出してきて、私の顎に手をかける。

「心配するな。お前は今までの女とは違う」

　そして、そのまま顔が近づいてくる。

　なに、これ……。もしかして、キス？　キスするときって、目を閉じるんだよね。

　そんなことを考えて、思わず目を閉じそうになったけれど……。

「ちょっと、待って！」

　そもそも、キスするのがおかしいから！

　ハッと我に返って彼の胸を押し返した瞬間、「チッ」という盛大な舌打ちが聞こえてきた。

「いいところだったのに」

　この人、ドＳなだけじゃなくて、相当肉食かもしれない。

　バクバクと音を立てながら暴れる鼓動を静めるのは容易ではない。少し彼から離れようとすると手を引かれて拒まれた。

「逃げるな」

「だって！」

　とっても危険を感じるんだもの。

「心配するな。最後まではしない」

「そんなの当たり前です！」

　彼氏じゃないんだから。

　少し強めの口調でそう言いながら、彼のことをじっとにらみ唇を噛かみしめる。

　しかし、てっきり彼は私をからかって遊んでいるのかと思ったけれど、いたって真ま面じ目めな顔で私を見つめている。

　どうして、そんな顔してるの？　『今までの女とは違う』って、本気ってこと？

　彼の本音が全然わからない。

「も、もう！　私、やっぱり休みます」

　どうしていいかわからなくなった私は、彼の視線から逃れるようにベッドにもぐり込んで頭から布団をかぶった。




　伊吹さんから離れたかっただけで眠るつもりはなかったのに、熱で体力を消耗していたからか、いつの間にか本当に眠ってしまっていた。

　でも、たっぷり眠ったおかげで、体が軽い。

　ゆっくりと起き上がると、カタカタとパソコンのキーボードを打つ音がピタリと止み、彼はパソコンを閉じた。

「体調はどうだ？」

　彼が少し苦しげな顔をするのを見て、本当に心配してくれているのだとわかる。

「はい、すっかりよくなりました」

　ふと窓の外に視線を移してみれば、もう空は暗い。時計の針は十八時を指そうとしていた。

「お仕事は……」

「もう終わったよ。心配するな」

「それじゃあ、夕飯の支度をしますね」

　さっきあんなことがあったのに、ごく普通の会話を交わしているのが不思議だ。

「本当に大丈夫なのか？　買ってくるぞ？」

「もう風邪は治りました。今日は和食です」

　彼は私の言葉に一瞬キョトンとしたあと、実にうれしそうに微笑む。

「作ってくれるのか？」

　そんなに期待されても困るんだけど……。

「はい。肉じゃがとサバの味み噌そ煮にと、ナスの煮びたしにしようと思っています。お嫌いなものありますか？」

「いや、特にはない」

　それから彼は私が調理する間ずっと近くにいて、何度もつまみ食いを繰り返し、ニコニコ顔だ。

「そんなに食べたら、テーブルに並ぶ前になくなっちゃいますよ？」

「うまいから仕方ないだろ」

　よかった。気に入ってくれたようだ。

「できましたよ。運んでください」

　ちょっと量が減ってしまったおかずをふたりで運び、「いただきます」と手を合わせる。

「うん、やっぱりうまいな」

　念を押すようにもう一度そう言われて、悪い気はしない。

「ありがとうございます」

　彼は特に肉じゃがが気に入ったらしく、あっという間に減っていった。

　食事が済み皿を洗い始めると、彼も隣に並んで皿に手を伸ばす。

「いいですよ。座っててください」

「気にするな。このくらいはやってやる」

『やってやる』なんて上からだけど、素直に手伝うと言えないのが彼らしい。

　でも、ふたりで皿洗いをすると、あっという間に終わった。

「明日は出かけられそうか？」

「出かける？」

「飯を作ってもらったお礼に、デートに連れていってやる」

　伊吹さんとデート？

「いえ、あのっ……」

「まだ体調が悪い？」

「いえ、もうすっかりよくなりました」

　そういう問題じゃなくて、私は付き合うとは言ってないのに……。

「なら、決まりだ」

　彼は仕事のときのようにどんどん物事を決めていくので、頭がついていかない。

「それじゃあ、風呂入って寝るか」

「は？　伊吹さん、帰るんじゃ……」

「誰が帰ると言った？」

　そりゃあ言われてないけど、当然でしょ？　まさか、また一緒に寝るの？　この狭いベッドで？

　一生懸命『帰って』と目で訴えたけれど、彼は思いっきりスルーして浴室に行ってしまった。そして再び戻ってきたものの、なにも言わずになぜか家を出ていく。

　帰ってくれるの？と淡い期待を抱いたけれど、彼はすぐに荷物を抱えて帰ってきた。

「安心しろ。ちゃんと着替えも持ってきた」

　どうやら車に積んであったらしい。

　伊吹さんの着替えの心配なんて、少しもしてなかったんだけど……。どうしよう。本気で泊まるつもりなの？

「悠里、先に風呂に入っていいぞ」

「いえっ！　どうぞ」

　私が先なんて滅相もない。

　彼を風呂に追い立てて、どうやって帰ってもらおうか必死に考える。でも、なにも思い浮かばない。

　あぁっ、いっそのこと、私が家出する？

　そんなバカなことを考えているうちに、彼は浴室から出てきてしまった。

「湯が冷めないうちに入れ」

「あはは。そうします」

　思わず目が泳いだのは、彼が上半身裸だったから。

　彼の裸体を見てしまったのは、これで二度目。筋肉で引き締まった体は芸術品のように美しい。でも……それに目の前で動かれると、ドキドキしすぎてどうしていいのかわからない。

　彼から逃れるようにバタバタと風呂に入り、しばらく浴槽に浸かって考えていたものの、結局帰ってもらう術をなにも思いつかなかった。

　浴室を出ると、伊吹さんは私を手招きする。

「ほら、座れ。髪を乾かしてやる」

　今日も？

「自分でやりますから。そんなことで上司の手を借りるわけには……」

「ここに上司などいない。男と女がいるだけだ」

　彼は少し怒り気味に、それでいて呆れたように口にする。

　とっさに思いついた上司と部下作戦はあえなく失敗した。会社モードになれば、ベタベタしてこないかもしれないと期待したのに……。

　すぐに腕をつかまれ捕獲された私は、結局また髪を乾かしてもらうことになってしまった。

「悠里、肌きれいだな」

「スッピンですからあまり見ないでください」

「いいじゃないか。褒めてるんだぞ？」

　会社のときとは違う優しい声。本当に彼氏ができたみたいで、勝手に心臓が暴走を始める。恥ずかしすぎて顔から火を吹きそうだ。

　私の髪を念入りに乾かし終わった彼は、「さ、デートに備えて寝るぞ」とマイペース。

　あぁっ、デートに行く気満々だ。いやそれより、一緒に寝る気、満々だ……。

「伊吹さん、やっぱりシングルベッドにふたりは無理ですよ」

　私をベッドに促す彼に、大げさなほどに首を振ってみせる。

「大丈夫だ。昨日は眠れただろ」

「でも、肩凝りますし」

「それはお前が俺を警戒して、全身に力を入れっぱなしだからだ」

　あれ、バレてる……。

「やっぱり一緒は緊張するので、明日またお越しいただくというのは……」

　明日のデートを断れないのだとしたら、今日は平和に眠らせて。

「俺は緊張しないから大丈夫だ」

　私がするの！

　そう言い返そうとすると……。

「悠里がそばにいると、ぐっすり眠れるんだ。なぁ、俺に安眠をくれよ」

　突然声のトーンを落とした彼が、私の耳元で色気たっぷりに囁くので、ゾクッとする。

　しかも、その言い方はずるい。いつもはあんなに威圧してくるくせして、突然甘えたりして。不覚にも、胸が疼うずいてしまった。

　結局、根負けした私は、昨日と同じように背後から抱きしめられながらベッドに横になった。

　彼は鬼上司。いつも私を叱りつける、怖い上司。

　心の中で何度もそう唱えたけれど、首筋にかかる彼の熱い吐息でそれも無駄になる。心臓の高鳴りがどうにも抑えられない。

「明日、なにがしたい？」

　彼が、すこぶる優しい口調でそう尋ねてくる。

　なにがしたいかと聞かれても、デートなんて久しぶりですぐに思いつかない。

「えっと……」

「俺は悠里と普通の日常を過ごしたい。お前をもっと知りたい」

　彼の言葉が心の奥に響いた。

　そっか。デートだからといって特別なことをする必要はないのか……。

　そう思えば少しは気が楽になる。

「……それじゃあ、ウィンドウショッピングをして、おしゃれなカフェでケーキを食べたいです」

「そんなことでいいのか？」

「はい」

　むしろ、それがいい。

　紳と別れてからは食料品以外の買い物には出かけなくなった。日用品も洋服も、全部ネットで済ませてきた。それは、仲良くショッピングを楽しむカップルを街中で見かけるのがつらかったからだ。紳と奈津のことなんて忘れたつもりだったのに、ずっと私の心の片隅にい続けて、じわじわと苦しめられていたのかもしれない。

　明日、それを終わりにしたい。

「わかった。じゃあ、そろそろ寝るか」

　伊吹さんはそう言いながら私の手を握った。

　男の人に抱きしめられているなんて、緊張以外の何物でもないけれど、とっても温かい。

　それからほどなくして、『悠里がそばにいると、ぐっすり眠れる』なんて言っていた彼は、スーッと眠りに落ちたらしく、すぐに寝息が聞こえてきた。

　私もその寝息に誘われるように目を閉じ、すぐに眠ってしまった。




　翌朝は、伊吹さんより早く目覚めた。

　目の前に彼の顔があり、一瞬、何事！と焦ったけれど、長いまつげに凛り々りしい眉、そしてどことなくセクシーに感じる薄い唇をまじまじと見つめ、ひとりで照れてしまいベッドを抜け出した。

　そしてすぐに身支度を整え、トーストとサラダとベーコンエッグという朝食を用意し始めた頃、彼が起きてきた。

「おはよう。朝飯作ってるのか？」

「はい。目玉焼きはどういう焼き方にします？」

　フライパンを温めながらそう聞くと、不意にうしろから抱き寄せられて驚いた。

「半熟」

「わ、かりました……」

　もう完全に彼女扱いだ。でも、こうやって優しく抱きしめられるのって、なかなかいいかも。

　伊吹さんはちょっと強引で、ときどきとんでもないことを口にするけれど……一緒に寝ても手を出してはこなかったし、やっぱり私のこと、真剣に考えてくれているのかな。……あれ、私、心が揺れてる？

　そんな自分に戸惑いながらも、朝食作りを再開した。

　それからふたりで食事を済ませ、初めてのデートに出発した。

　都心に行くということで、今日は電車だ。彼は私をドアの前に立たせてそのうしろに立った。

　たくさんの路線が乗り入れる繁華街の駅で降りると、さすがに人でごった返していて、伊吹さんは私の手をサッと握る。

　その行為に照れてしまうけれど、抱きしめられて眠ったことを考えれば、これくらいなんでもないと思えてしまう。彼に毒されつつあるのかな……。

「ここ、見てもいいですか？」

　地下街にある店をチラチラと見ながら、ジーンズショップに足を踏み入れた。

「悠里がジーンズをはくとは思ってなかったな」

「そうですか？　休みの日はほとんどジーンズですよ？」

　会社ではスーツ、しかもスカートが多いからそう思うのかもしれない。でも……。

「伊吹さんだって、意外です」

　彼は、今日もジーンズ姿。白いシャツにグレーのＶネックセーターを合わせ、ロング丈のステンカラーコートを羽織っている。

　スーツは抜群に似合うけれど、こういう私服もそつなく着こなしている。

「会社でしか顔を合わせてなかったんだから、それもそうだな。俺も試着してみるか」

　私が気に入った一着を手にして試着室へ向かおうとすると、彼も選んで持ってきた。そして……。

「あれ、もしかして切らなくてもはける人ですか？」

　私は裾を折っているのに、彼はまったくその必要がなさそうだ。いや、むしろ丈が少し足りないくらい。

「切ったことはない」

「それ、イヤミですか？」

　彼が私のたくさん折り曲げた裾を見てクスクス笑うので、私もつられて笑ってしまった。

　結局、形があまり気に入らず買うことはなかった。

　店を出たところで、彼が当然のように私の手を握るので、やっぱりちょっと照れくさい。

「ズボンの類だけはネットじゃシルエットがわからないんですよね」

　私がふと漏らすと、「いつもネットなのか？」と尋ねられる。

「そうですね。最近はネットばかりです」

　今日着ているポンチ素材のフレアスカートもそう。これはシワになりにくく、なかなかのお気に入りだ。

「じゃあ、また付き合ってやるよ」

　彼は私に視線を合わせ、そう言いながら微笑む。

「……はい」

　ついうなずいてしまった。今日のデートは、恋人でもない彼とどう過ごしたらいいのかと少し身構えていたけれど、意外にも楽しかったからだ。

　いくつか他の店も見て回ったものの、なかなかこれだというものに出会えないまま、私たちは地下街から地上に出た。

「あの、『東とう郷ごう百ひゃっ貨か店てん』に行ってもいいですか？」

　私の行きたいところに付き合わせてばかりで申し訳ないと思いつつ、やっぱりあそこは避けて通れない。私の心の時計が止まってしまった場所だからだ。

「あぁ、もちろん」

　彼はあっさりと了承してくれた。

　伊吹さんと一緒にデパートのアクセサリー売り場に行き、ヘアアクセサリーを物色し始める。

　これで過去に惑わされるのは終わりにする。全部忘れる。

　私が今日、このコースを選んだのは、自分の気持ちに区切りをつけるためだった。

　バンズクリップを見て迷っている私に、伊吹さんが「これは？」と、濃紺のリボンのついたクリップを差し出した。小さなパールの飾りがさりげなく揺れて、かわいらしい。

「これにします！」

　私が即決すると、彼はうれしそうに微笑み、プレゼントしてくれると言いだした。

「でも、悪いですから」

「悪いもなにも、俺がプレゼントしたいんだよ」

　そう言われて自然と頬がほころぶ。私はお言葉に甘えることにした。

「ありがとうございます。大切にします」

「このくらいで大げさな。それより……お前が言っていたおしゃれなカフェとやらは、どこなんだ。どこに行くか決めているんだろ？」

「あっ、いえ……」

　なんだかすごい勢いで心の中を読まれている気がして、慌ててうつむく。

「それに、ここのヘアアクセサリーにも意味があるだろ」

　どうして、バレたの？

　ハッとして顔を上げた瞬間、彼は大きな溜め息をついた。

「俺の洞察力を舐なめるなよ」

　その洞察力は仕事のためだけに使ってほしい。

「ごめんなさい」

「どうして謝る」

「元彼と来た最後のデートコースです。ここでヘアクリップを買って、カフェでケーキを食べたのが最後でした」

　もうすっかり忘れると自分に言い聞かせても、どこかで引っかかっていた。終わりにしたつもりだったけど、前に進めないでいた。だから、伊吹さんの力を借りて同じコースを平気な顔でたどれたら、本当に全部忘れられるんじゃないかと思ったのだ。

「やっぱり」

　彼は少し困った顔をする。

　こんなことに伊吹さんを巻き込んでしまって、申し訳ない。きっと彼は、純粋に私とデートを楽しみたかったはずなのに。

「ごめんなさい。帰りま、しょう……」

　私が頭を下げると、彼は私の手を強く握る。

「いや、最後まで付き合う。お前の気持ちの整理がそれでつくなら、俺が記憶の上書きをしてやる」

　そう。私はまさにその『記憶の上書き』をしようとしていた。あのときの楽しかった思い出を伊吹さんにすり替えようとしている。

「でも……」

「悠里はそのくらい傷ついたんだろ？　お前を守るのが俺の役目だ」

　伊吹さんの優しさに心が揺れる。

　本当に甘えてもいいの？

「だけど、その前に上の階に行くぞ」

「えっ!?　あ、はい」

　彼も見たいものがあるのだろうか。

　手を引かれてエスカレーターに乗り、婦人服のフロアに着いたところで彼は足を止めた。

「来週、宮城不動産の予定が入っているな」

「はい」

　私がセッティングを任された、宮城専務の仕事だ。

「あれにお前も同行しろ。そのときに着るスーツを買ってやる」

「いえ、スーツなら何着もありますし、必要ないです」

　彼を制したものの、私の言うことなど聞こえなかったかのように、スーツを真剣に選び始めた。そして黒のノーカラージャケットを手にし、私にあてる。セットになっているスカートは、膝丈のタックフレアタイプだ。

「うん、似合うな。これにするか」

　そう言って差し出されたスーツの値札を見て驚いた。似たようなスーツを持っているけれど、それの二倍近い金額が印字されていたからだ。

「私にはちょっと不相応です……」

「いいから。とりあえず試着して」

　慌てて首を振ったけれど、彼はためらう私の背中を押す。

「きっとお似合いになりますよ」

　遠慮したのに店員にまで勧められ、結局、試着室の中に入った。

　最終的に断ればいいかと思いながら着てみれば、あまりにラインがきれいで驚いてしまう。今までサイズの違うものを買っていたのではないかと思うほど、体にフィットしている。

「着たなら、出てきて」

「はい」

　伊吹さんに急かされ試着室を出ると、彼は目を細めて頭から足の先まで視線を這はわせる。

「ぴったりだな。悠里は細いから、普通の店のものだとどこかがダブつく」

　腕を組む彼は、納得するかのように何度も小さくうなずいた。

「お似合いですね。ここは細身の方専用のブランドです。お客さまのような方にお使いいただいています」

　店員も私を褒めることを忘れない。

　といっても……十万近くするこのスーツを買うのはちょっと……。五万くらいまでならなんとかなるんだけど。

「それではこれをください」

　私が袖口についている値札をチラリと視界に入れ困惑している間に、彼が店員にそう言ってしまった。

「伊吹さん、ちょっと待ってください！」

「俺が払うから気にするな。お前は着替えて」

　慌てる私をよそに、彼は試着室のドアを閉めてしまう。

「カードでお願いします」

「ありがとうございます。お預かりします」

　外から聞こえる声で、着々と会計を済ませていることがわかる。

　嘘、どうしよう……。さすがにこんなに高い物を買ってもらうわけにはいかない。

　急いで着替えて出ていくと、店員が「お包みします」とスーツを持ち去ってしまう。

「伊吹さん、あの、やっぱり……」

「なにをそんなに気にしてるんだ。俺が買いたいんだからいいんだよ」

　そりゃあ、気にするでしょう。ヘアクリップとは桁が違うんだから。

「いえっ！　すごく高かったですし」

「値段は気にするな。この値段に見合うだけの価値が今のお前にはあるんだから」

　私に？

　彼の言葉がにわかには信じられない。しかし、そう言われると自信がわいてくる。

「それに、万が一、宮城不動産でその男に会うようなことがあれば、真新しい洋服を着て幸せにしている姿を見せつけてやれ。もう過去など関係ないとな。逃した魚は大きかったと後悔させろ」

『過去など関係ない』って……。そうか。新しいスーツは、新しい未来の象徴のようなものなんだ。もしかして、そのために伊吹さんは買ってくれたの？

　彼の気遣いに、胸がいっぱいになる。

「……はい。ありがとうございます」

　素直に頭を下げると、彼は私の頭をポンと叩いた。

「ほら、次はカフェだ」

　私の過去のトラウマに付き合わされているのに、彼はイヤな顔ひとつしない。それが本当にありがたい。

「はい！」

　私たちは百貨店を出ると、次の目的地へ向かった。

　今日、こうして過去をたどったら、もしかしたらますます惨めになるかもしれないと心配していた。でも、そんな不安は彼が吹き飛ばしてくれた。きちんと記憶の上書きをして、私はきっと前に進めるだろう。

「あそこです。あの店のいちごタルトがすごく好きで」

　私は大通りから一本入った通りにある、こぢんまりとしたおしゃれなケーキショップを指差した。

　ここ『パティスリー ド ショコラティエ』は、知る人ぞ知る名店だ。名物のいちごタルトは、もうずっと昔からのファンで、以前は月に一度は必ず来店していた。

　それほど好きだったのに、紳と別れてからは一度も食べていない。でも、今日を境にまた来られる気がした。

「伊吹さん、ケーキ食べます？」

「うん、けっこう好きだよ」

　席に着いた彼は、そう言いながら優しい笑みを見せる。

「そう、なんですか？」

　彼とケーキはなんだかミスマッチ。でも、そういえばアイスもパクパク食べていたから、甘いものも好きなのだろう。

「今、似合わないと思っただろ」

　メニューを覗きながらふたりで話していると、相変わらず鋭い突っ込み。でも、そんなやりとりも、なんだか幸せな気分になれるから不思議だ。

「そんなことは……ある、かも」

「やっぱり」

「ハーッ」と盛大な溜め息をつく彼がおかしくて、思わず笑ってしまった。

　彼も「そんなに悠里が勧めるなら」と同じいちごタルトを注文すると、すぐに運ばれてきた。

「やっぱりテンション上がる！」

　フォークを手に持ち思わずそう漏らせば、彼は「子供みたいだな」と白い歯を見せる。

「伊吹さんだって食べてみればわかりますよ」

「そうか。じゃあ、いただくか」

　彼もフォークを手にしてタルトを口に放り込んだ。

「どうですか？」

「なるほど。悠里のテンションが上がるのがわかるな」

「そうでしょう？」

　ここのいちごタルトは、ほんのり酸味も残っていて、甘いものが苦手な男の人でもおいしく食べられる逸品だ。もちろん、甘いものが好きな人にも。

　伊吹さんがおいしそうに食べる姿を見て、純粋にうれしくなる。ゆっくりゆっくり、傷が癒やされていった。

「今日はありがとうございました」

　いったんふたりで家に帰り、彼を見送りにもう一度外に出た。

　さすがに今日は伊吹さんも自宅に戻らないとまずい。明日、朝イチで社長を迎えに行かなければならないのだ。

「あぁ。ホントは一緒にいてやりたいけど」

　今日のデートコースの意味に気づいた彼は、私を心配してくれているのだろう。

「もう充分です。それに、スーツまで買っていただいて……」

　ずいぶん高い物だったけど、その分きちんと働いて返したい。

「それは気にしなくていいって言ってるだろ？」

「はい、ありがとうございます。今日は、楽しかったです」

　私が素直に感謝を述べると、彼は少しハニカミながら目を逸らす。だけど……。

「また明日からしごくから覚悟しておけ」

　照れ隠しなのか、そう口にした。

「それじゃあ、今日はぐっすり寝ろ」

　そして彼は私の頭をクシャッと撫でて車に乗り込み、去っていった。

　ふと視線を上向けると、ここ数日天気が悪くて曇りがちだった空も今日は晴れ渡っていて、オレンジ色の夕日が私を照らしている。それが私の前途を示しているような気がして、なんだか少しうれしくなった。

　風邪をひいてから、いろいろありすぎて頭はまだ混乱しているけれど、伊吹さんと過ごした時間は私に前を向くきっかけを作ってくれた。忘れたつもりだった過去に行く手を阻まれていたことすら気がついていなかった私に、しっかりしろとカツを入れてもらえた気分だ。

　ひとりで部屋に戻ると妙な寂しさを覚え、空気がひんやりと感じる。それは、二日間も伊吹さんと一緒にいたからだろうか。彼は苦しい記憶を楽しい記憶に上書きしてくれた。

「『逃した魚は大きかったと、後悔させろ』か」

　今日買ってもらったスーツを手にして考える。

「よし、頑張ろ」

　その日は、今日の楽しかったことを思い出しながら眠りについた。










イエスかノーか




　月曜がやってきた。

　今日は社長と伊吹さんは、社長の自宅からそのまま得意先に向かい、数社を訪問するため、出社は夕方になる予定だ。

　私は休んで迷惑をかけた分、いつもより早めに出社して書類の整理とメールチェックをしてからコーヒーを淹れ、宮城専務のところに向かった。

「おはようございます。コーヒーです。金曜はすみませんでした」

　コーヒーを差し出したあと、頭を下げる。

「おはよ。元気になったんだね。高畑さんがずいぶん心配していたよ。あ、もちろん、俺も」

　彼にそう言われて、ドキッとする。もしかして彼は伊吹さんの気持ちを知っているのではないかと、一瞬焦った。

「『仕事をさせすぎたんじゃないの？』って言ったら、『そうかもしれません』って珍しくしょげるから、ちょっと意外だったよ」

　彼はクスッと笑い、コーヒーを口にする。

「いえ。仕事をしすぎなのは高畑室長のほうです。私はなにも役に立てなくて、室長に余計な負担ばかりかけてしまっています」

「それじゃあ、ふたりに仕事をさせすぎな俺のせいだな」

「ち、違います！」

　私は慌てて首を振った。伊吹さんはともかく、私は仕事が遅いだけだ。

「なんか俺たち、堂々巡りしてない？」

　吹き出す彼につられて、私も笑ってしまった。

「では、本日のスケジュールをお伝えしますね」

　気持ちを切り替え手帳を開いたところで、「でも」と彼が口を開く。

「なにか？」

「いや……高畑さんは責任感が人一倍なんだよね。だからすごく助かってるけど、どうしても仕事量が増えてしまう。おまけに、本当はすごく優しいから断るということをしない。あ、ごめん。続けて」

　彼はニッコリ微笑みながら、そんなことを口にする。

　どうして突然こんなことを言いだしたのだろう。

　不思議に思ったものの、彼が伊吹さんのことを褒めてくれて、なぜかうれしい気持ちになった。

「はい。まず十時から――」

　スケジュールを読み上げながら、私は伊吹さんのことを考えていた。

　たしかに、彼は仕事のときは本当に厳しいけれど、私の失敗も自分のことのように頭を下げてくれる。きちんと部下の責任を取ってくれる優しい上司だ。そして、プライベートでも、とびきり優しかった。

　怖くて近寄りがたいという印象しかなかったのに、ここ数日の急接近で、彼が近くにいないとなんとなく寂しさを感じるようになってしまっていた。

「それじゃ、今日もよろしく」

　専務は自分にもハッパをかけるように、少し大きめの声でそう言いながら微笑む。

「よろしくお願いします」

　私も頭を下げ秘書室に向かい、気合いを入れて仕事に励んだ。




　伊吹さんが戻ってきたのは、予定を少しオーバーした十六時過ぎ。相変わらずビシッとスーツを着こなした姿で、颯さっ爽そうと秘書室に入ってきた。

「お疲れ」

「お疲れさまでした」

　週末の甘い時間があったせいか、なんだかドキドキしてしまう。

　でも彼はいつものポーカーフェイスで私のことを特に気にかける様子もなく、すぐにパソコンを立ち上げて仕事を始める。

「広瀬」

「はい」

　彼に呼ばれすぐにデスクに行くと、書類を差し出された。

「これを三十部ずつコピーしてファイリングして。明日の会議に必要になった」

「はい」

　まったくいつも通りの彼になんだか拍子抜けだ。あの甘い伊吹さんは、夢だったのかしらと思うほど。

　言われた通りコピーとファイリングを済ませ提出すると、伊吹さんはキーボードを叩いていた手を止め私を見つめる。けれどその目は、いつもの上司の目。

　仕事中だから当たり前なのだけど、寂しく思ってしまう自分に少し動揺する。

「明日の手土産は？」

「はい。大丈夫です」

　明日は、いよいよ宮城不動産へ行く。そのために、常務の好きな抹茶プリンを用意しておいた。

「そうか。じゃあ、明日は頼んだぞ」

「はい」

　今まで厳しい上司の顔だったのに、彼は一瞬口角を上げる。私を見つめる彼の目がちょっぴり優しく感じたのは気のせいだろうか。

　その日は、休んだ分を取り返すべく必死に働いているうち、あっという間に一日が終わっていった。




　そして、火曜日。

　出勤後、簡単に掃除をしてからコーヒーを淹れていると、伊吹さんがやってきた。

「おはようございます」

「おはよう」

　彼は私の姿をチラッと見てから、他の秘書と話を始める。

　もちろん今日は、彼が買ってくれたスーツを着てきた。

　もし、紳と会うようなことがあったとしても、動じることなく、今の充実ぶりを見せられるようにしなくちゃ。

「広瀬、そろそろ行くぞ」

「はい」

　私たちは、宮城専務と共に会社を出た。

　久しぶりの宮城不動産への訪問に、本当は朝からずっと緊張していた。今の職場より長く勤めていたけれど、もうずっと昔のことのような気がしている。

「いらっしゃいませ。こちらへ」

　ドキドキしながら宮城不動産に到着すると、玄関で新しい秘書が待ち構えていた。私と入れ替わりで常務を担当している女性だ。

「宮城です。本日はよろしくお願いします」

　車中では柔らかな笑みを見せていた専務は、途端にキリリと仕事の顔に変わる。この切り替えはさすがだ。

　社屋に一歩足を踏み入れた瞬間、エントランスホールの端に飾られている大きな観葉植物が目に飛び込んでくる。鉢も合わせると二メートル近く、あの頃と変わらず青々と葉を茂らせていた。

　紺のブレザーと、首元に巻かれた赤いスカーフが印象的な受付嬢の制服も変わっておらず、懐かしさを感じる。

　来客専用のエレベーターで上がり、取締役室に案内された私たちは、一斉に常務に頭を下げた。

「本日はお時間を取っていただきまして、ありがとうございます」

「いえいえ。宮城専務にお会いできるのを楽しみにしておりました」

　専務が口火を切ると、常務も笑顔で対応している。

「あの、こちらを。お好きだと伺いまして」

　専務が抹茶プリンを差し出すと、常務は紙袋だけでなにかわかったらしく、「なるほど、私が好きなことを広瀬くんが覚えていたんですね」と言ってくれた。

「広瀬がずっとお世話になっていたようで」

「はい。広瀬くんは本当に優秀な秘書でした。返していただきたいくらいですよ」

　常務は私の顔を見て、微笑んでくれる。お世辞だとしてもうれしい言葉だった。

「残念ながら、お返しできません。彼女は私の右腕ですから」

『右腕』なんてとんでもないけど、ふたりの会話を聞きながら、もっともっと頑張らなければと気が引き締まった。

　不動産部門はわからないなんて言っていた宮城専務だけれど、いざ話が始まると、常務の言うことをすぐに理解して、いくつも的確な質問をぶつけている。それだけでなく、今日のために私が用意した資料を読み込み勉強したからか、具体的な数字の話まで出てきて驚いた。

　そして、催促されずとも必要な資料を必要なタイミングで差し出す伊吹さんの秘書としての能力も目の当たりにして、感嘆の溜め息が出そうだった。

　さっきは褒めてもらい喜んでいたけれど、やっぱり私はまだまだだ。もっと頑張って、早く伊吹さんのようになりたい。

　話は途切れることなく続き、人と会うことが得意ではない常務も終始リラックスした様子で、ふたりはとても息が合うようだった。

「今日は宮城専務にお会いできて本当によかったです。不動産もこれほどまでに気にかけていただいているとは。ますます頑張らねば」

　最後に常務が声をかけると、宮城専務も「とても有意義でした。ぜひまたお邪魔させてください」と笑顔で頭を下げ、握手を求めている。

　初めての面会は大成功を収めたようだ。

　私たちは常務にもう一度頭を下げ、取締役室をあとにした。

　常務の秘書に案内されエレベーターに乗り込むと、専務が口を開く。

「さっき常務が話されていた、不動産に関係する本、読んでみたいな」

「それでしたら、社員教育用に準備しているものが資料室にございますので、一冊お持ちしましょうか？」

　常務の秘書にそう言われ「それはありがたい」と宮城専務は目を輝かせている。

「三階まで取りに行ってまいりますので、あちらのソファで少々お待ちいただいてもよろしいでしょうか？」

　一階に到着したとき、常務の秘書が専務をエントランスのソファへ誘導したけれど、「広瀬。専務に電話が入っている。先にお車にお連れする」と伊吹さんに言われた。

「あっ、もう見送りはいらないので、彼女に渡してもらえますか？」

　宮城専務も続けてそう言うので、私は常務の秘書と資料室に向かった。

　三階にある資料室で常務の秘書から本を預かった私は、その場でお礼を言って別れ、再び正面玄関へと足を進める。

　すると、エレベーターホールの前の角を曲がったとき、目の前に人がいてぶつかりそうになった。しかも……。

「悠里……」

「紳……」

　そこにいたのは元彼の紳だった。

　彼は私を見つけて愕がく然ぜんとしている。そして、もちろん私も。

　身長百七十五センチほどで、どちらかというと体の線の細い彼は、伊吹さんよりひと回り小さく感じる。付き合っていた頃は長めだった髪が短く切られていて、少し印象が変わっていた。

「お前、なんで……」

　彼は動揺しているのか瞬きが多い。

「今日は仕事で来ました」

　同じように動揺している私は、彼から視線を逸らしてそう答えた。

「ちょっと、こっちに」

　紳は突然私の手を引き、人気のない階段へと向かう。

「上司を待たせているの。離して」

「すぐ終わる」

　抵抗してみたものの、彼は手の力を緩めてくれない。

　私は仕方なく彼と向き合った。

「元気にしてるんだな」

　彼にそう言われても、とっさに言葉が出てこない。

「なぁ、悠里」

「気安く呼ばないで」

　やっとのことでそう言いながら手を振り払うと、彼は顔をしかめる。

　伊吹さんに、もし紳に会ったら幸せにしている姿を見せつけて、逃した魚は大きかったと後悔させてやれと言われた。でも、いざこうして会ってしまうと、強がるだけで精いっぱいだ。

「悠里、話を聞いてくれ」

「イヤ。話すことなんてない！」

　少し大きめの声が出てしまったとき、どこからか足音が近づいてきて……。

「広瀬、ここだったのか。探したぞ」

　伊吹さんが姿を現した。

　彼は私を引き留めているのが元彼だとすぐに気づいたようで、「コイツだな」と小声で念を押してくる。そして私がコクンとうなずくと、私の腰を突然抱いた。

「悠里がお世話になったようで」

　伊吹さんがそう言い放つので、思わず息を呑のむ。

　動揺している私とは対照的に、彼は余裕の笑みを浮かべて紳を見つめている。

「あなた、誰ですか？」

　紳は渋い顔をした。

「残念ですね。こんなにいい女を逃して。まぁ、あなたにはもったいないですが」

　なに言ってるの？

　紳を挑発するような伊吹さんの言葉にびっくりして、言葉を失った。

「悠里、お前……。この人……」

　紳が、驚きを隠せないといった様子で私に視線を向ける。すると……。

「私の大切な女を呼び捨てされては、不愉快なんですが」

　伊吹さんがとびきり不機嫌そうに低い声で言うと、紳は「すみません」と素直に謝った。

　だから、これで終わるかと思いきや……。

「あなたの前では、こんな女の顔、しなかったでしょう？」

　伊吹さんがそう言いながら私の顎に手をかける。

　ちょっと伊吹さん、なにするの？

　ドクンドクンと激しく暴れ始めた心臓が、私の体を真っ赤に染めていく。

「悠里は私が幸せにします。どうかご心配なく」

　伊吹さんがそのまま顔を近づけてくるので、頭が真っ白になってしまう。

　なすがままにされていると、「失礼します」という紳の慌てたような声が聞こえて、足音が遠ざかっていった。

「キスは帰ってからだ」

「えっ？　……あっ」

　伊吹さんの言葉にハッと我に返ると、やっと顎から手を離してくれた。

「それとも、誰もいないし、今しとくか？」

「し、しません！」

　この人の唇があと数センチに迫っていたのだと思うと、恥ずかしくて顔を上げられない。

「そっか。残念」

　彼はそう言いながら、フッと笑う。

「あの、助けていただいてありがとうございました。でも私……自分じゃなにもできなかった……」

　結局、紳の前では余裕なんて少しもなく、動揺していただけだった。

「心配するな。お前はここにいた頃より着実に成長していて、いい女になってるよ。さて、帰るぞ」

　私に優しい眼差しを向けた彼は、身を翻してスタスタと歩いていく。

　成長、してるのかな……。

　伊吹さんのうしろ姿を見つめながらそんなことを考えていると、振り向いた彼が再び口を開く。

「なにしてる。聡さんを待たせるな。電話はもう終わっているはずだ」

「は、はい。すみません」

　すぐに上司の顔に戻った彼は、相変わらず厳しい言葉を私に向ける。だけど、本当はとびきり温かい人だとわかっているから、少しも怖くなんてなかった。

　結局、伊吹さんに助けてもらったとはいえ、心がふわっと軽くなったのを感じる。

　これでよかったのかな……。

　自分の力ではなにもできなかったことが少し気になりはしたけれど、私はちょっとすがすがしい気持ちで、伊吹さんのあとを追いかけた。

　再び玄関へと向かうと、エントランスホールで偶然にも向かいから歩いてくる奈津の姿を見つけた。

　奈津も私に気がついたようで、目を丸くして立ち止まる。

　彼女とこうして顔を合わせるのはあれから初めてで、たちまち緊張が走る。

　でも私は、まっすぐ前を向き、顔を上げて堂々と歩いた。

　なにも恥じることはない。それに、私はもう前を見て進むと決めたのだ。

　立ち尽くす彼女の前を通り過ぎようとしたとき、「悠里」と奈津のほうから声をかけてきた。

　するとそれに気がついた伊吹さんが、私にチラッと視線を送ってくる。

　私は足を止め、奈津をじっと見つめてから口を開いた。

「私は、前だけを見て、進んでいます」

　仕事中なのにこんなことを言うべきではなかったかもしれない。でも、どうしてもひと言だけ奈津に伝えたかった。もう過去を引きずってクヨクヨしたくない。

「そう。ごめんなさい」

　彼女の『ごめんなさい』が〝呼び止めて〟なのか、〝紳を奪って〟なのかはわからない。でも一瞬、苦しげな表情を見せた奈津が、自分のしたことの残酷さに気づいてくれていると信じたい。

　再び足を進めると、少し前で待っていてくれた伊吹さんも歩きだした。そして……。

「今のお前は輝いているよ」

　仕事用のポーカーフェイスのままだったけれど、そう言ってくれたのがうれしかった。

　その日はいつもより少し早めに帰宅できた。すると、家に着いた瞬間スマホが震えて驚く。

『飯食わずに待ってて』

「は？　あの……」

　たったそれだけの会話のあと、ツーツーツーと発信音が続く。

「この電話、秘書失格よ」

　電話の相手は伊吹さんだった。

『待ってて』ということは、うちに来るということ？　でも、今日のお礼もきちんと言えていないから、ちょうどよかったかもしれない。

　もしかして食事に行くということかもしれないけれど、冷蔵庫にあるもので作ることにした。

　まずは白菜と豚肉でクリーム煮を作り、その隣で豆腐の味噌汁をこしらえる。そして、大量に作って冷凍してあった黒豆の煮物を解凍し、卵焼きに混ぜてみた。これでほんのり甘い卵焼きの完成だ。

「あとは……」

　もうきゅうりの漬物しかない。

「質素かな……」

　ひとりなら充分だけど、おもてなしとしては少ないかもしれない。こんなことになるなら、買い物に行っておけばよかった。

　外で車が停まった音がして三階の窓から顔を出すと、やはり伊吹さんだった。彼はその日の仕事内容に合わせて、車で出勤したり、電車を使ったりしている。

　すぐに玄関に行き、ドアを開けると彼がやってきた。

「ナイスタイミングだな」

　上司の仮面を外した彼は、ニヤリと笑う。

「あ……」

　まるで待ち構えていたみたいで少し恥ずかしい。

「飯、行こうか」

「あの、大したものはありませんが……」

　私が部屋の中に視線を送ると、「作ったのか？」と彼は腕時計を見つめる。

「はい」

「電話してから三十分しか経ってないぞ？」

「そのくらいあればなんとか。でもご飯が炊きたてすぎるかもしれません」

「いや、すごいんだな、お前」

　しきりに感心している彼がおかしい。でも……。

「あっ、あの……本当に期待しないでください」

　もしかしたら豪華な食事が出てくると思っているのではないかと慌てたけれど、「作ってもらったものに文句をつけるほど野暮じゃないつもりだが」と伊吹さんがつぶやいた。

　普段、社長や専務に同行して、立派な料亭で食事をすることもある彼がそんなことを言うとは驚きだ。でも、昼食は忙しくて私が買いに行ったコンビニ弁当も多いし、意外と庶民派なのかも。

　彼は慣れたように部屋に上がり、キッチンで鍋を覗き込む。

「味噌汁は豆腐が一番だ」

「よかった、お好きで」

　具をチョイスしたわけではなく、豆腐しかなかったんだけど。

　彼はソファまで行ってコートを脱ぎ、ネクタイを外す。その様子があまりに自然で、彼がここに帰ってくるのが当たり前のことのように錯覚しそうになった。

「悠里」

「はい」

　彼の姿をボーッと見つめていると、突然名前を呼ばれてビクッと震える。

「あれでよかったか？」

　きっと紳のことだろう。

「はい。ありがとうございました」

　私は最大級の感謝を込めて、深く頭を下げた。

　キスをされそうになって慌てたけれど、彼が助けてくれなければ、ひとりではどうにもならなかった。

「なんだかすっきりしました。もう前を向いて生きていけそうです」

　そう思えるのは、全部伊吹さんのおかげだ。

「それならもう、なにも障害はなくなったな」

「えっ？」

　どういう、こと？

　彼は私に歩み寄り、腕を強く引いて私を抱き寄せる。

「もう、待てない」

　彼が吐き出すようにそう言った瞬間、心臓がこれまでになく激しく暴れ始める。

「あっ、あのっ……」

「俺の女になれ」

　ストレートな彼の言葉に、たちまち頬が赤く染まる。

「私……」

　緊張しすぎて喉がカラカラ。口を開いたものの、なんと答えたらいいのかわからなくて、続かない。

「返事は簡潔にわかりやすくが鉄則だ」

　彼は仕事のとき、いつもそう言っている。間違った捉え方をされないように、簡潔な答えがベストだ、と。でも、これは仕事じゃない。

「イエスか、ノーかだ」

　彼はそう言いながら、私の背中に回した手に力を込めた。

「あっ、あのっ……」

　どうしよう。私の気持ちは、間違いなく彼に向いている。でも、彼ほどの人の彼女が務まるかと考えると、途端に尻込みしてしまう。

「はっきりしろ。どっちか選ぶだけだろ」

　仕事のときのような威圧的な言い方。でも、心なしか声色は優しい。

　それでもなにも言えないでいると、彼は私をさらに強く抱きしめ「どっちだ」と急かす。

「イ、イエスです」

　勢いでそう言ってしまった。

「はぁー」

　あれ……？

　いい返事をしたはずなのに、盛大な溜め息が聞こえてきて、もしかして選択を間違った？なんて一瞬、頭が混乱する。でも……。

「イエスで、よかった……」

　珍しく弱気な発言が耳に届き、なんとなく違和感を覚える。『必ずお前を惚れさせる』なんて自信満々だった彼の言葉とは思えなかった。

「お前に出会ってから変なんだ。もっとカッコつけたいのに、悠里の前では嘘がつけなくなる」

「え……？」

　彼の意外すぎる告白に目を白黒させる。

「悠里が純粋すぎるからだろうな」

　そんなこと、ない。そんなに期待したら、がっかりさせてしまいそうだ。

「あぁっ、ごめんなさい。私……伊吹さんが期待しているような女じゃないと思います。私が彼女では、なんというか、その……力不足というか……」

　あなたには釣り合わないかもしれないと言いたいのに、うまい言葉が見つからない。

「彼女に力不足もなにもない。お前がいればいい。今のままのお前が」

　彼はそう言いながら手の力を少しだけ緩め、私の目をまっすぐに見つめる。その視線が熱すぎて、逸らせなくなった。

「伊吹さん……」

　本当に私で、いいの？

　彼の言葉に心が揺さぶられる。

「心配するな。俺がイヤというほど愛してやる」

　彼はいつもの自信を取り戻したらしく、ニヤリと笑いながら私の唇を親指で撫でる。続けて顔を傾け近づいてくるので、慌てた。

「ち、ちょっと待って！」

　なにもかも一気には無理。お願いだから、もう少しステップを踏んで！

　怒ど涛とうの勢いで進んでいく彼との恋に、ついていけていない。

「俺のキスを断る女がいるなんて」

「断るというか、なんというか……」

「悠里」

　私がしどろもどろになると、彼は突然声のトーンを下げ、私の名を口にする。そして、私の手を引き再び腕の中に閉じ込める。

「わかったよ」

　よかった。もう少しゆっくり進んでほしいという気持ちが伝わったんだ。

「仕方ない。飯、食うか」

「あぁっ、そうですね。はい」

　伊吹さんは動揺を隠せない私の姿にクスッと笑みを漏らしたあと、平然とした顔で「腹減った」とキッチンに向かう。

「座っててください。私がやりますから」

　皿を運ぼうとしている彼を慌てて制すると、「今は仕事中じゃない」と彼が言うから、素直に手伝ってもらうことにした。

「こんな卵焼き初めてだ」

　大したものを用意できたわけじゃないのに、彼はパクパクと口に運んでいく。

「この白菜も、なかなかいける」

　仕事では叱られる比率のほうが高いからなんとなく戸惑ってしまうけど、彼の緩んだ表情を見ていると、私まで心が穏やかになる。

「よかった。またなにか作りますね」

「あぁ。悠里の作る飯はしっかり野菜もとれて、体によさそうだ」

「だって、伊吹さんの心配は私の仕事ですから」

　私がそう言うと、彼は箸を止め、じっと私を見つめる。

　あれ、なんか変なこと、言っちゃった？

「お前、俺を煽あおってる？」

「あ、煽って？」

　どうしてそうなるの？

　呆あっ気けにとられながら見つめていると、伊吹さんはテーブルの向こうから手を伸ばして私の頬に触れ、目を細めた。さらに「あんまりかわいいこと、言うなよ」と照れた顔を見せるものだから、私まで急に恥ずかしくなってうつむいた。

　彼は泊まる気満々らしく、私が食事の後片付けをしている間に、浴槽に湯を張り始めた。

「明日も仕事ですし、そろそろお帰りになったほうが……キャッ」

　部屋に戻ってきた彼に、皿の泡を洗い流しながらそう言った瞬間、うしろから抱き寄せられる。

「悠里は一緒にいたくないのか？」

「いえ、そういうわけじゃ……」

　私も本当は一緒にいたい。いたいけど、彼のそばにいると心臓がバクバクしすぎて破裂しそうなんだもの。

「着替えなら心配ない。ちゃんと用意してある」

　さすがは完璧秘書……って、感心している場合じゃない。それにしても、まったく隙のない彼にはなにを言っても勝てる気がしない。

　それから皿を拭いてくれた彼は、「さて、風呂はそろそろいいかな」とマイペースに浴室に行ってしまった。

「悠里、先に入る？」

「い、いえ。どうぞ」

　彼を先に風呂に入らせ、ベッドに座って呆然とする。

　待ってくれるよ、ね。大丈夫だよ、ね。

　そんなことが頭をグルグル回っているうちに、やがて浴室のドアが開く音がして、彼が出てきた。

「お先。入っておいで」

「は、はい」

　妙な緊張が解けないまま立ち上がると、彼に腕を引かれて驚いた。

「洗って、やろうか？」

「とんでもない！」

　ブンブンと頭を振ると、彼がクククと笑う。

　あぁ、絶対にからかって喜んでる。この人、やっぱりサディストだ。

　気持ちを落ち着かせたかったので、長い風呂になってしまった。のぼせそうになって出ていくと、ベッドの端に座り書類を読んでいた彼は私を手招きして呼ぶ。

「でも、お仕事の邪魔ですし」

「暇だったから読んでただけだ」

　彼は書類をすぐにテーブルに置き、「来いよ」とベッドをポンポン叩く。

「あっ、いえっ……」

　まずい。やっぱり肉食系男子と一緒にいると、こういう展開になるよね……。

「悠里が俺の心配をしてくれるなら、俺もお前の心配をしないとな」

　ん？　心配？

　キョトンとして彼を見つめていると、彼はニヤッと笑った。

「なんか、勘違いしてるだろ」

　えっ？　……あっ、もしかしてマッサージ？

「いやっ、そ、そんなことは……」

　ダメだ。こんなに動揺したら、そうだと言っているようなものだ。

「お前なぁ。こんな色気のない誘い方はしないぞ。今日は疲れただろう？　ほら、うつ伏せになれ」

「は、はい……」

　とんでもない勘違いをしてしまった恥ずかしさに頬を赤らめながら、素直にうつ伏せになると、早速マッサージが始まった。

「あっ、い、痛っ！」

　足の裏のマッサージはいつも激痛だ。歯を食いしばり、枕に顔を押しつけて声を殺そうとしても、まったく無理。

「あぁぁっ」

　悶絶している間に足の裏が終わり、今度は肩と首。彼の大きな手でガシガシ揉まれると、たしかに体は軽くなるけれど……。

　どうしよう。揉みほぐしたあと仰向けにされ、『リンパ液を流してやる』とか言いながら首筋を何度も優しく撫でられていると、なんだか変な気分になってきてしまった。

「最後はここだ」

　彼はそう言いながらなぜか私の目をじっと見つめたまま、鎖骨の辺りを何度もさするように撫でる。

「あれ、顔が赤くないか？」

「そ、そんなことは……」

　首を振って違うと主張したのに、彼は私の手をつかみシーツに縫いとめる。

「どうした？　悠里」

　艶っぽい声で囁く彼が、真剣な顔をして私を見下ろす。

「欲しく、なったか？」

　そんなにストレートに言わないでほしい。

　目を泳がせながら首を振ると、彼は私の耳元に口を寄せる。

「もう、観念しろよ」

　彼の低い声が耳をくすぐり、ゾクゾクする。でも……。

「ち、ちょっと待って！」

　なんとか理性を保って慌てて飛び起きる。

　すると「チッ」と舌打ちした不機嫌全開の伊吹さんは、離れてくれた。

　うっかり彼の色気に惑わされるところだった。

「もうひと押しだったな」

　やっぱり狙われていたんだ……。この肉食オオカミ、油断も隙もありゃしない。さっきの『わかったよ』は、どこに行ったのよ。

「大事にしてやるぞ」

「そ、そうですけど……」

　彼の本気は充分に伝わってきているし、こうやって拒めば引いてくれる。ということは……あれ、私に隙があるのが悪い？

　なんだかよくわからなくなってきてしまった。

「仕方ないな。お前の気持ちが追いつくまでは待ってやる」

「すみません。お願いします」

　仕事のときのように謝れば、彼はプッと吹き出した。

　これまで常にポーカーフェイスを崩さなかった彼が、こうして私の前で少しずつ素の姿を見せてくれるのはうれしい。でも、プライベートで会うたびにこんなにドキドキさせられていたら、いつか倒れてしまいそうだ。

「それにしても、このベッドは狭いな」

　伊吹さんはベッドをポンと叩いてそう言うけれど、そりゃそうだ。もともとふたりで眠ることを想定していないし、体の大きな伊吹さんは、ひとりでも窮屈かもしれない。

「私、ソファで……」

「布団、ひとつしかないくせに？　悠里、お前引っ越せ」

　突然なにを言いだすかと思いきや、『引っ越し』って。たしかに、この狭い部屋にこれ以上大きなベッドは置けそうにもないけれど……。

「いえ、ここで充分です」

　本当はもう少し広くて、会社に近いとありがたいけど、そうすると家賃が高くなる。私の給料では、この部屋の家賃がギリギリのラインだ。

「でもお前、俺の心配するんだろ？　飯作ってくれるなら、一緒に住んだほうが楽じゃないか。俺の家、そこそこ広いぞ」

「え……？」

　しばし彼の顔を見て固まる。

　引っ越すって、まさか……伊吹さんの家にということ？

「俺、なんかおかしなこと言ったか？」

　私の驚きをよそに、伊吹さんは平然とした顔をしている。

「い、一緒に住むなんて……」

　彼と一緒に過ごす時間は、緊張しつつも楽しい。けれど、さすがにそれは想定外だった。

「なんだ、不満か？」

『不満です』と言えそうもない威圧感で見つめられる。

　なにも言えずに視線を逸らすと、彼は私をギューッと抱き寄せてきた。

「悠里と一緒にいたいんだ。ダメか？」

　突然甘えた声を出すなんてずるい。

　ビシッと私を叱る彼とのギャップに、心が揺らぐ。

　でも、やっぱり少しずつ前進じゃダメだろうか。

「あのっ、ダメ、というわけじゃないんですけど……」

　どうやってやんわり断ろうかと考えながら、そんなふうに言ってしまうと……。

「なら、決定だ」

　彼は仕事のときのように即決して、満足そうに微笑んだ。

　あぁっ、返事はイエスかノーしかないんだった。『ダメです』って言わなくちゃいけなかったのに。私のバカ！

「よし、じゃあ今日はそろそろ寝るか」

　彼は一緒に住むことが決定してよほどうれしいのか、笑顔が弾けている。

　どうしよう。こんなに喜んでいる彼に、今さら断れない。大丈夫かな、私……。

　四六時中一緒では、失敗ばかりする私に彼がいつか愛想を尽かすんじゃないか、という不安が頭をよぎる。

　だけど、彼はそういうところも全部わかっていて好きだと言ってくれたような気もするし……。進んでみなければわからないこともあるのかな。

　懸命に前向きに考えながら、今日もまた彼に抱きしめられて眠りについた。




「――里。悠里」

「ん？」

　遠くで誰かが私を呼んでいるような声が聞こえて、ゆっくり目を開けると……。

「遅刻するつもりか」

「はっ、何時ですか！」

　目の前に伊吹さんの顔があって、慌てる。

「冗談だよ。そろそろ起きろ」

　彼は私の髪を優しく撫でながら言った。

　枕元に置いておいたスマホで時間を確認すると、まだ七時前。

　あぁ、ホントに焦った。

「すみません。朝食作りますね」

「今日はいい。悪いが先に行く。社長から、体調が悪いから今日のスケジュールをキャンセルしてほしいと連絡があった。調整が必要だ」

　まさかそんな事態になっているとは。

「私も行きます」

「いい。お前は普通に出勤してこい」

　伊吹さんはそう言い残して出ていった。

　珍しくバタバタと出ていく様子を見て、心配になる。だけどこんなときでも『普通に出勤してこい』と言われるほど私は役に立たないのだと、少し落胆した。

　……いやいや、落ち込んでいる暇があったら、少しでも努力しなくちゃ。

　慌てて身支度を整え、私も会社に向かった。

「おはようございます」

　秘書室に着いたのは八時過ぎ。

　伊吹さんはいると思ったのに、姿が見えない。だけど椅子に無造作にコートがかけられていて、出勤していることは確認できた。

　もしかして宮城専務のところかな。

　社長の抜けた穴を埋めるのはもちろん副社長だけど、最近は次期社長の専務にも社長の代わりに仕事をしてもらうことがある。

　専務の部屋に向かったところ、案の上、中から伊吹さんの声がする。

「失礼します」

　ノックをしてドアを開けると、ふたりが真剣な顔をして話し合っていた。

「広瀬さん、おはよ」

　宮城専務は一転、すぐさま優しい笑顔を作り、私に挨拶をしてくれる。

「おはようございます。あの、私にできることはありませんか？」

「あれ？　親父が調子悪いこと、もう知ってるの？」

　専務に鋭い突っ込みをされて、しまったと思った。

「あっ、いえ……。室長から連絡をいただきまして……」

　しどろもどろになりながら答えると、伊吹さんは『余計なことを』と言いたげな冷たい目で私をにらむ。もういつもの上司の顔だ。

「そっか。早くからごめんね。とりあえずコーヒーを淹れてくれない？　ちょっと落ち着かないと」

「はい」

　やはり私にできることなどないのだろう。少し肩を落としながら私が部屋を出ようとしたとき……。

「広瀬」

　伊吹さんの鋭い声が聞こえて振り向いた。

「はい」

「俺はアポイントの断りの連絡を入れなければならない。聡さんについて出られるか？」

　彼は少し心配げな顔をしながらもそう言った。

「はい！」

　仕事を任せてもらえるんだ……。頑張らなきゃ。

「聡さん、よろしいでしょうか？」

　伊吹さんは専務に判断を仰ぐ。

「もちろんだよ。よろしくね、広瀬さん」

「はい。よろしくお願いします」

　私がひとりで宮城専務に同行するのは初めてだ。

「最初の予定だけでいい。そのあとは俺がつく」

「承知しました」

　早速、伊吹さんから最初に行く得意先の情報を渡され、目を通しておくように言われ、デスクに戻る。

「不動産の仕事だ……」

　社長が訪問する予定になっていたのは、宮城不動産にいた頃に取引のあった商社の社長のところだった。

　ここのことなら、少しはわかる。伊吹さんもそれを見越して私に指示を出したのかもしれない。

「広瀬、もう出ろ」

　秘書室に戻ってきた伊吹さんが私に指示を出す。どうやらひと通りの調整は終わったらしい。

「は、はい」

　バッグに資料を突っ込んで立ち上がると、彼が隣にやってきて、私の耳元に顔を寄せた。

「悠里ならできる」

「えっ……」

　一瞬、上司の仮面を外した彼に驚いたけれど、おかげで少し自信がわいた。

「おはようございます」

　そのとき、常務の秘書が出勤してきたから慌てて離れ、玄関に向かった。

　運転手つきの車には、いつまで経っても慣れない。こんな車に乗ってしまうと、余計に緊張してしまう。

「大丈夫。落ち着いて」

「えっ？　……はい」

　専務にも私の緊張が伝わっていたらしい。担当役員に励ましてもらうなんて、秘書失格だ。本来なら役員の緊張をほぐすのが秘書の仕事なのに。

　無意識に小さな溜め息が出てしまった。

「高畑さんが珍しく、広瀬が広瀬が……って、なんか妙に心配しててさ」

「そうなんですか？」

　私が取締役室を出てからだろうか。

「広瀬さんはしっかりしてるから大丈夫って、さりげなくフォローはしておいたんだけど……初めて子供を旅に行かせる父親みたいでおかしかったな」

　彼はそのときのことを思い出したのか、口元を緩ませる。

　そんなに心配なのに『悠里ならできる』って励ましてくれたんだ……。

「あの人、仕事ができすぎて近寄りがたい雰囲気だけど、ホントはすごく優しいんだよね」

「はい」

　私は大きくうなずいた。

　会社では、怖いのひと言。でも、その厳しさの裏にある優しさを私も知っている。

「オススメの優良物件だよ？」

「物件、ですか？」

「あはは。なんでもない。それじゃ、出陣しますか」

　専務がなにを言いたいのかよくわからなかったけど、『出陣』という言葉に私はもう一度気合いを入れ直した。

　商社での面談は、主に不動産部門の建築資材についての話し合いになった。

　この商社の社長とは、宮城社長が平社員として宮城グループに入った頃からの付き合いらしく、こうしてときどき面談をしながら、よい関係を築いているのだとか。通常、双方の社長が出ていくような仕事ではないのだけれど、顔つなぎの意味もあるようだ。

　不動産部門はまだ苦手だと言っている宮城専務だけど、堂々としたもので、充分すぎるほど社長の代わりを果たしていた。

「広瀬、ここの根拠を」

　専務がパンフレットのグラフを指差し、私に指示をする。

「かしこまりました」

　話に合わせて、ファイリングしてある資料から適切なものを差し出した。このファイルは伊吹さんが作ったもので、あらかじめ専務も目を通してある。

　それから、ふたりの話はどんどん白熱していった。

　秘書は、適切な時間に話を終わらせるのも大切な役目。次の予定が入っているから、あまり延びるとスケジュールが大幅に狂ってしまう。

　あと五分。

　腕時計をチラチラ確認しながら、話の行方を見守る。伊吹さんならそろそろ口を挟み、うまい具合に終わらせる方向に持っていっている頃だ。

　社内での商談でも何度も経験した局面だけど、今日はかなり話が盛り上がっていて、口を挟むタイミングがつかめない。どうしよう……。

　焦れば焦るほど頭が真っ白になって、なにも考えられなくなってしまう。すると……。

「あっ、すみません。こんなに楽しいお話の途中なのですが、これから頭の痛い会議がありまして。もしよろしければ、勉強のためにもまたお邪魔させていただければと思うのですが」

　滞在予定時間を十分ほどオーバーした頃、宮城専務が時間に気がつき、自ら話を終わらせてくれた。

「それは、お引き止めしてすみません。社長が回復なさったら、またお会いしたいとお伝えください」

　ハッと気づいた社長のほうも、申し訳なさそうにそう言った。

「ありがとうございます。必ず」

　最後にがっちり握手を交わした今回の面談は、大成功だった。でも……。

「すみません」

　結局、トータル二十分遅れで車に乗り込み、真っ先に専務に頭を下げる。

「なにが？　広瀬さんはよくやってくれたよ」

　彼はニッコリ微笑み首をかしげるけれど、おそらく私が話を止められなかったことを謝っているのだと気づいているはずだ。

「いえ。高畑室長の足元にも及びませんでした。本当に、申し訳ありません」

　もっとちゃんとやれると思っていた。でも、ダメだった。

「広瀬さんは真面目だなぁ。高畑さんが完璧すぎるんだよ。最初から高畑さんと同じことができたら、誰も苦労しないさ」

　彼はクスッと笑ってくれたけど、やはり反省すべきミスだ。

「はい。もっと頑張ります」

　運転手が急いでくれたのもあり、無事に会議前に会社に戻ることができた。

　玄関で待ち構えていた伊吹さんがすぐにドアを開け専務を降ろし、私には目もくれず次の会議について話しだす。

「歩きながらですみません。こちら、先ほどプレッスル食品から上がってきた本日までの実績です」

　伊吹さんが書類を手渡すと、専務はすぐに目を落とす。

　私はその間に走り、エレベーターのボタンを押した。

「了解。プレッスルのことは大体把握してるから大丈夫」

「このまま会議室に直行になりますが」

　伊吹さんが申し訳なさそうに切り出す。

「そうだね」

　コーヒーを飲む余裕もない宮城専務を見て、ますます自分の力のなさにへこんでしまう。

　やがてエレベーターのドアが開き、ふたりを先に乗せたあと、私はサッとボタンの前に立った。

「広瀬さん、完璧だったよ」

　すると、うしろから宮城専務が伊吹さんに話しかける声がする。

　ちっとも完璧なんかじゃなかったのに……。

　専務の優しさが胸にしみる。

「そうですか」

　だけど伊吹さんは声色を変えることなく、返事をした。

　やがて会議室のある十階に到着し、【開】のボタンを長押ししていると、先に専務が降り、伊吹さんが続いた。ここから先は伊吹さんがサポートする。

「広瀬、次の指示はデスクにメモを置いておいたから」

「はい」

　一瞬だけ私と視線を合わせた伊吹さんは、そのまま専務のうしろをついていった。

　秘書室に戻ると、フッと気が抜けてしまった。

　宮城専務が優秀な人だから、私は助かった。あそこで機転を利かせてくれなければ、会議にも間に合わなかったかもしれない。

　せっかく伊吹さんが任せてくれたのに、うまくできなかった……。

　でも、伊吹さんは『常に自分のできる限りの努力をするお前に、惹かれた』と言ってくれた。とにかくガムシャラに前に進むしかない。

「よし」

　へこんでばかりいても仕方がない。私は気合いを入れ直して、デスクの上に置かれたメモをチェックし、次の仕事を始めた。

「お疲れさまでした」

　伊吹さんがすべての仕事を終え秘書室に戻ってきたのは、二十時半を過ぎていた。他の秘書はもう全員帰っている。

「お疲れ。広瀬はもう帰ってもいいぞ」

「いえ。お手伝いします」

　伊吹さんは今日、少しも雑用をする時間はなかっただろう。おそらく明日以降の仕事の準備も残っているはずだ。

　しかし彼は返事をすることなく自分の椅子に座り、「フーッ」と大きく息を吐き出した。珍しく疲れた様子だ。

　私は席を立ち、コーヒーを淹れた。とびきり濃いブラックコーヒーは、伊吹さんの好みに合わせた。

「よろしければ」

「あぁ、ありがとう」

　私からコーヒーを受け取った彼は、ひと口喉に送り、私をじっと見つめる。

「あの……専務は褒めてくださいましたが、うまくできませんでした。すみません」

　正直に今日の不出来を報告して、深く頭を下げる。

「広瀬は手を抜いたのか？」

「いえ、そんなことは決して」

「それなら、いい」

　彼はそう言うと、もう一度コーヒーを口にして、カップをデスクに置く。

　伊吹さんは、時間通りに帰ってこられなかったのが私のミスだと気づいているはずだ。だから叱られても当然だと思っていたのに、拍子抜けした。

「やっぱり少し手伝ってもらえるか？」

「もちろんです。なんでもやります」

　そうは言ったものの、彼から指示をもらい、パソコンに入力していくだけの私。

　力がない今は彼の指示に従うことしかできないけれど、とにかく目の前にある仕事を必死にこなすしかない。

「よし。今日は、帰るか」

　一段落ついたところで、彼はやっとそう言った。もう二十二時近い。

「社長はもう一日大事を取って休んでいただくことになった。スケジュールは大幅に変更になる。聡さんの変更と合わせて、明日、もう一度チェックし直してくれ」

「了解しました」

　ふたりで会社を出ると、空には無数の星。空気が澄んでいるのか、いつもより輝きが増して見える。

「今日は車だから乗っていけ」

「いえ、お疲れでしょうから、私のことは気にせず帰ってください」

　伊吹さんの家のほうが会社から近い。

「疲れてるから一緒にいてほしいと言ってるんだ」

　彼はそう言うと私の手を握り、歩き始めた。

「え……」

　この時間になれば、人通りもまばらだ。でも、会社の人に見られないとは限らないのに……。

　大胆な彼の行為にドギマギしてしまう。

　言われるがままに彼の車に乗り込むと、すぐに発進した。

「俺の家でもいいか？」

「は、はい」

　とっさにそう返事をしたけれど、彼の家に行くのは初めて。一緒に住もうと言われている私は、同どう棲せいの第一歩を踏み出すみたいで、緊張が高まる。

　けれど彼はいたって普段の顔で、「今日は弁当にするか」とコンビニで夕食用の弁当を買い込み、再び車を走らせた。

「ここだ」

「あ、はい」

　彼の部屋は、七階建てマンションの最上階、七〇五号室だった。

「お邪魔します」

　伊吹さんに続いて玄関に足を踏み入れる。なにも言わずにスタスタと廊下を進む彼のあとを追いかけ、突き当たりのリビングに入った。

　なに、これ。広い。

　昨夜、そこそこ広いところに住んでいるとは言っていたけど、〝そこそこ〟どころではない。リビングだけでもおそらく私の家の二倍ほどの広さはあり、真ん中には大きな革張りのソファが鎮座していた。

　他には、五十型くらいの大きなテレビと、四人掛けのダイニングセットがあるくらいで、ちょっと殺風景に感じる。

「弁当食うか」

　彼はジャケットを脱ぎ、ネクタイを緩めている。

「はい。私、温めます」

　キッチンに行くと、流し台にグラスが数個置きっぱなしにしてあるのに気がついた。

　電子レンジを借りて温める間にグラスを洗っていると、彼はスーツから私服に着替えてきた。黒いセーターにジーンズ姿というシンプルなスタイルは妙な色気が漂っていて、ドキドキする。

「洗ってくれたのか」

　彼は私に近づいてきて、うしろから覗き込んでくる。

「はい。伊吹さん、ホントに料理しないんですね」

　シンク以外は片付きすぎるほど片付いていて、ピカピカだった。

「そうだな。そんな暇はない」

　たしかに。おそらく帰ってきてからも仕事をしているのだろう。

「でも体を壊しますから、たまには自炊しないと」

「これからは悠里が心配してくれるんだろ？」

「それは、そうです、けど……」

　本気で一緒に住むつもりなんだ。前に進んでみようかななんて思ったけれど、やっぱり緊張する、かも。

　そのとき、ちょうど電子レンジが鳴った。お弁当を取り出そうとすると、「ヤケドするぞ」と彼が私の手を遮って出してくれる。

　それから、ダイニングテーブルを挟んでふたりで向かい合って食べた。

　私が片づけをしている間、彼はやっぱり仕事をしていた。社長が突然休んで、そのシワ寄せがほとんど伊吹さんと宮城専務に行っているのだろう。

「あの、私、帰りますね」

　私にできることはなさそうだ。足手まといにならないようにバッグを持って帰ろうとしたところ、彼は立ち上がって私のところまでやってきた。

「帰らせない」

「でも……私、仕事の邪魔になりますから」

「一応確認していただけで、明日の準備は終わってる。これからは悠里が俺を癒やす時間だ」

「伊吹さん……」

　彼は不意に私の腕を強く引き、腕の中に閉じ込める。

「今日は心配でたまらなかった。悠里の不安そうな顔が頭から離れなかった」

　宮城専務が『妙に心配してて』なんて言っていたけど、あれはやはり本当だったのかな……。

「俺をこんなにハラハラさせるのは、お前だけだ」

「ごめんなさい」

　私が思わず謝ると「違う」と彼はつぶやく。

「ホントは悠里がひとり立ちしていくのが寂しい。上司失格だとわかっていても」

「そんな……」

『ひとり立ち』なんてまだまだだ。私は〝秘書の秘書〟のような存在だし、伊吹さんや宮城専務に助けられてばかり。

「だからせめて、今は一緒にいてくれ」

　私の背中に回る手に力がこもる。

「私、なにもできないですよ？」

「そばにいればいい。それだけでいい」

「……はい」

　冷徹な上司の腕の中は、相変わらず温かい。

　私も彼の背中に手を回し、恐る恐る抱きしめた。

　それから本気で私を帰すつもりがなさそうな彼は、お風呂を入れてくれた。

　驚くことにお風呂はジャグジーつき。右から左から吹き出す泡が、冷え切った体を温めてくれる。

「あー、気持ちいい」

　まんまと捕獲された気もするけれど、大きな浴槽は気に入ってしまった。

　思いっきりリラックスして浸かっていると……。

「悠里」

「はっ、はいっ！」

　ドアの外で伊吹さんの声がして慌てふためく。

「着替えを置いておく」

「ありがとうございます」

　以前倒れてドアを開けられたことを思い出し身構えたけれど、彼の気配はそのまま遠ざかった。

　それからすぐに上がり彼に借りたダボタボのジャージを着て、洗面台の前で髪を乾かし始めた。

　すると、再び彼が顔を出した。

「こっちに来て」

「もう乾きますから、少し待ってください」

「いいから」

　彼は少し強引に私を引っ張り、ドライヤーも持ってリビングに向かう。

「乾かしてやる」

「あっ、大丈夫です！」

　今日は別に体調も悪くない。そんなことをしてもらうのは申し訳ないと思ったけれど……。

「お前は俺に甘やかされていればいいんだよ。それに、俺は好きな女を甘やかしたい」

　耳元で低い声で囁かれ、ゾクッとした感覚が体を走り抜ける。その瞬間、反論できなくなった私は素直に彼に身を委ねた。

「いい匂いだ」

　乾かし終わった彼は私の髪を一束手に取り、香りを嗅いでいる。

　艶っぽい彼の声色に目を白黒させてしまう私は、なんと言っていいのかわからなくなってしまった。

「覚悟、できたか？」

「覚悟って、なんの、ですか？」

「俺に抱かれる、覚悟だ」

「へっ!?」

　彼の発言に驚きすぎて、すごい勢いで離れる。

　すると、「チッ」と舌打ちした彼は「全力で拒否するな」と私をにらんだ。

「すみません……」

　そんなこと言ったって、今日こうしてここに来たのは想定外だったし、覚悟なんて簡単にできるものではない。

「はー、そろそろ流されてもいいぞ？」

　やっぱりそれを狙われているんだ。肉食男子、恐るべし。

「あっ、えっと……。まだちょっと……」

　動揺して、うまく言葉が出てこないでいると、伊吹さんは大きく息を吐いた。

「仕方ない。今日もおとなしく寝るよ」

　彼に腕を引かれて寝室に入ると、ダブルサイズだと思われるベッドがあった。

「ほら、ベッドに上がれ」

　そのベッドにすぐさま寝かされ、目が泳いでしまう。

　けれど、彼はそんなこと気にする様子もなく上がってきて、私の足にまたがるように座った。

「えっ、あの……」

『寝る』って言ったよ、ね？

　焦りに焦り、なんとか逃れようと体をひねると……。

「今日は足だけやってやる」

　彼はそう言うとすぐに私をうつ伏せにする。

　えっ！　まさか、また!?　でも……。

「今日は私がやります」

「悠里には無理だ」

「いえ、やります」

　疲れているのは彼のほう。ツボなんてひとつもわからないけど、マッサージならできる。

「そうか。じゃあ、お願いしようかな」

　彼は素直にうつ伏せに寝た。

　まずは足の裏。彼にいつもしてもらうように親指でグリグリ押してみる。

「あはは。くすぐったいぞ」

　どうやら効いていないらしい。

「足はいいから、肩を揉んでくれないか」

「わかりました」

　ベッドの上で彼の横に座り、肩を揉み始めた。でも、なんだかやりにくい。

「またがってもいいぞ」

「えっ？　……あ、はい」

　そのほうがやりやすそうだけど……男の人の上にまたがるなんて緊張してしまう。

「早くしろ。寝ちまうぞ」

「はい！」

　思いきって彼の背中にまたがり首と肩を揉み始めたところ、「気持ちいいな」と褒められて、ちょっとうれしい。

　こんな些細なことでも役に立ててよかった。でも……。

「もう、いい」

　しばらく揉んでいると、急に彼がそう言いだした。

「でもまだ硬いです。もう少し……」

「いいって言ってるだろ！」

　突然叱られて、唖然としてしまった。

「ごめんなさい」

　しつこかった？

　慌てて彼の背中からどくと、彼はむくっと起き上がり、私の顔をじっと見つめる。

「ごめん。お前に触れられると、変な気持ちになっちまう」

「えっ!?」

　そういう、こと？

　ハッとして目をパチクリしている私を、彼は「寝るぞ」とあっという間に捕まえて布団の中に誘う。

「我慢にも限度というものがある」

「あ、あの……」

　そんなこと言われても、困る。そんなつもりはまったくなかったのだから。

「悠里」

　目の前にある彼の唇が、私の名前を呼ぶ。

「は、はい」

　ドクドクと速まり始めた鼓動が、彼に聞こえていないか心配になる。

　まっすぐに私を見つめ視線を逸らさない彼は、「好きだ」と甘い溜め息を吐きながら近づいてきて、額にキスを落とす。

「今はこれだけでいい。でも、どっちにしても、お前は俺に抱かれることになるけどな」

　耳に熱い吐息がかかると、体が勝手にビクッと震える。

「もう少し、待ってやる」

　ちょっぴり強引な彼にアタフタさせられるけれど、ちゃんと私の意思を尊重してくれる彼の優しさは、胸に響いた。

　それから彼は、私から少し離れて仰向けになった。

　距離が空いてホッとしたのも束の間、彼は布団の中の私の手をギュッと握ってくる。

「これくらいはいいだろう？」

　私の意見なんてまったく聞くことなく一緒のベッドで寝かせておいて、それでも一応控えめに遠慮してくれているのだと思うと、ちょっとおかしい。

「ふふ。……はい」

　手をつなぐだけでも照れてしまうけれど、イヤではない。ただ、ドキドキしすぎて、ちゃんと眠れるか心配だ。

　一方で、隣からはすぐに彼の寝息が聞こえてきた。

　やっぱり疲れているんだ。

「伊吹、さん……」

　無性に名前を呼びたくなったのは、毎日気を抜くことなく働いている彼を癒やしたいと思ったからだ。彼が求めてくれるなら、そばにいたい。

　私は彼の手をギュッと握り返した。

　これまではグイグイ迫られすぎて戸惑いばかりが大きかったけど、彼と前に進むと決めたのだから、少しずつ受け入れられるようになるといいな。少しずつ、だけど。

　とはいえ、彼が愛をくれればくれるほど、もしそれを失ったら、今度こそ耐えられないんじゃないかと不安にもなる。

　愛されることが心地よくてたまらないくせに、矛盾しているのはわかっている。

　でも、やっぱりまだ恋愛に関しては臆病になってしまっていて、とんとん拍子には進めない。ただ、確実に彼への気持ちは大きくなっていて、いつか彼と結ばれたいと頭の中では思っている。

「もう少しだけ時間をください」

　もっともっと努力して、自分に自信をつけたい。そうしたら、さらに先へと進める気がする。

　そんなことをぼんやりと考えながら、彼の体温に包まれ目を閉じた。










過去との決別




　翌朝、家まで送ってくれた彼を車で待たせるのも申し訳なくて、いったん家に上がってもらった。

「早めに荷物まとめろよ。すぐにでも一緒に暮らしたいんだから」

　彼は狭い私の部屋をぐるっと見渡し、そんなことを口にする。

「えっと……やっぱり本気、ですか？」

　彼の部屋がふたりで暮らすのに充分な広さだとわかったけれど、ドキドキしすぎて身が持ちそうにない。

　食事を作りに行くだけではダメかな……。

「俺がいい加減な気持ちでそんなことを言っているように見えるか？」

「み、見えません」

　彼の溺愛っぷりに驚いているくらいだから、冗談ではないことはわかっている。でも……同棲なんて初めてだし、どうしたって緊張する。

「お前は俺に愛されていればいいんだ」

　彼がそう言いながら私の顎に手をかけ少し潤んだ瞳を向けるので、息をするのも忘れそうになる。

「返事は？」

「……はい」

　強制された気がしなくもないけれど……ここは一歩を踏み出すチャンスなのかも。

「引越し屋の手配もすぐにするから」

　その決断力は、仕事のときの彼を彷ほう彿ふつとさせた。

「そろそろ行こう。今日も忙しい」

　着替えを済ませた私が彼のところに戻ると、彼はそう言いながら立ち上がる。

　私も玄関に向かったところ、前を歩いていた彼が突然振り向き、私を強く抱き寄せるので、驚いてしまった。

「あっ……」

「これで一日頑張れる」

　彼は背中に回した手にさらに力を込めたあと、私を解放して口角を上げる。

　冷酷な上司がこんなに甘い人だなんて、おそらく会社の誰も知らないだろう。私だって意外すぎて、ときどきこれは夢ではないのかと疑うほどだ。

　会社に着くとやはりポーカーフェイスになる彼は、他の秘書への指示を淡々と済ませ、私を呼んだ。

「広瀬、俺が帰ってくるまでにこの資料を集めておいて」

　仕事モードの彼は、視線を鋭く尖とがらせたまま私に指示を出す。

「はい」

　来週の会議のための資料集めを依頼された私は、しばらくその仕事に没頭した。それが一段落ついた頃……。

「すみません。三十分ほど席を外します」

　他の秘書にそう告げて、私は会社を飛び出した。社長の代わりに奔走する宮城専務の午後のスケジュールを見て、あることを思いついたからだ。

　今日面談予定の商社の重役は、たしか最近初孫が生まれたはずだ。以前、とある雑誌のインタビュー記事に、普段の生活の紹介としてそんなことが書いてあった。

　近くのデパートに走り込みベビーグッズを物色していると、あまりのかわいさに目移りしてしまう。

　店員に、生後六カ月くらいの赤ちゃんのプレゼントと伝えて選んでもらったのは、かわいらしいスタイと靴下のセット。それを包装してもらい、すぐに会社に戻った。

「どこに行ってたんだ？」

　秘書室に駆け込むと、私より先に戻りデスクでパソコンを操作していた伊吹さんが、私に尋ねた。

「すみません。デパートに」

「デパート？」

　伊吹さんは首をかしげる。

「はい。午後にいらっしゃる商社の専務は、最近お孫さんがお生まれになったはずです。社長が面会できないお詫わびも兼ねて……手土産に追加してはどうかと思いまして」

　私は買ってきたものを伊吹さんに差し出した。

「中身は？」

　彼は紙袋の中のかわいらしい包装紙を見て、そう聞いてくる。

「はい。スタイと靴下のセットです。すごくかわいいので、きっと喜んでいただけるかと」

「なるほど。なかなか広瀬もわかるようになってきたな」

　出すぎた真似かと少し不安はあったけれど、伊吹さんは満足そうにうなずいてくれた。

「ありがとうございます」

　一気に気持ちが持ち上がる。伊吹さんに褒められると、こんなにもうれしい。

「でも、そんなに急いでひとり立ちするなよ」

「えっ……」

　私の耳元でボソリとつぶやいた彼は、再び秘書室を出ていった。

『急いでひとり立ちするなよ』なんて口にした彼だけど、一瞬、優しい顔で微笑んでくれたから、喜んでくれているに違いない。

　自分の不出来に落ち込むこともあるけれど、こうしてひとつずつできることを積み重ねるしかないと、気合いを入れ直した。

　その日は自分のやるべきことがわかった気がして、ウキウキした気持ちで家路についた。

　いつもの駅で降りて家に向かって歩きだしたものの、突然目の前に人が現れ足を止めた。しかも、そこにいたのは……。

「悠里」

「どうして、ここに？」

　元彼の紳だった。彼は私をずっと待っていたのか、寒さのせいで鼻が赤くなっている。

「少し話がしたい」

　そんなことを言われても、私は話したくない。伊吹さんのおかげでやっと前に進み始めたばかりなのに、会いたくなんてなかった。

「ううん、もう紳とは話すことなんてないから。ごめんね。それじゃあ」

「待って」

　紳の脇を足早に通り過ぎようとしたところで、腕を引かれてつかまってしまった。

「奈津とあんなことになって……本当に悪かったと思ってる」

　そう言いながら深く頭を下げる彼に唖然とする。

「謝られたって……」

　どんなに謝罪されても、許せることではない。

「あれからお前、俺のことを避けるから、なにも言えなくて……」

「避けるって、当然でしょ？」

　思わず反論すると、彼は神妙な面持ちでうなずいた。

「そうだな。当然だ。だけど、奈津に本気だったわけじゃない。あの日は彼女に誘われて飲みに行って……飲みすぎてしまって、気がついたら彼女の部屋にいた」

　飲みすぎて奈津を抱いてしまったから許せとでも？　そんな言い訳、今さら聞きたくない。

「ごめん。もういいから。聞きたくない」

　これ以上ここにいたら、せっかく区切りをつけたのに逆戻りしてしまいそうだ。

　それなのに紳は隣をついてくる。

「奈津にはきちんと謝った。俺は悠里のことが好きで、結婚まで考えてるって」

「えっ……」

　奈津はあの日、『もう返さない』と私に宣戦布告してきた。だからてっきり両想いだとばかり思っていた。それなのに、紳が私との結婚まで考えていたなんて……。

　思わず立ち止まると、紳は私の目をまっすぐ見つめる。

「悠里に会いたくてたまらなかった。あれからすぐに異動してしまったお前のところに、何度会いに行こうと思ったことか。でも、自分のしでかしたことを考えるとできなかった」

「そんなの……当たり前、じゃない」

　知らなかった事実が明らかになって、動揺が隠せない。

「奈津とは？」

「あれからはプライベートでは一度も会ってない」

　彼は首を横に振りながら否定した。

　でも、だからといってもう元には戻れない。……それに、私の心は今、別の人の方を向いている。

「悠里。あの人と付き合ってるのか？」

「そう。すごく大事にしてもらってるの」

　伊吹さんと付き合い始めたばかりだけれど、彼はあふれんばかりの愛で包み込んでくれている。

　私がそう言ったのにもかかわらず、紳は私の肩に手を置き、再び口を開いた。

「俺のこと、もう一度考えてくれないか。もう二度と悠里を悲しませたりしない。約束する」

「彼がいるって言ってるじゃない」

　もう私の心をかき回さないで。

　激しく首を振ると、紳は苦しげな顔をする。

「俺はあきらめない」

「お願い。もう二度と会いに来ないで」

　今度こそ紳の手を振り切って足を速めた。

　どうして今頃になってそんなことを言ってくるの？　紳がどれだけ謝っても、私の親友に手を出したことには変わりない。それを許せるほど、心は広くない。もう私は、過去には戻らないし、戻りたくない。

　バタバタと部屋に駆け込んで呆然とする。全速力で走ったからか、心臓が止まってしまうんじゃないかと思うほど苦しい。でも、それ以上に心が痛い。

　やっと未来を見られるようになったのに、どうして今さら……。

　せっかく忘れかけていたつらい出来事を掘り返され、目の前に突きつけられてしまった気分だ。

「伊吹さん……」

　彼に会いたい。今すぐ抱きしめてほしい。

　伊吹さんの声が聞きたくてスマホを取り出したけれど、彼は今夜、宮城専務について接待の席にいることを思い出し、電話をかけるのをやめた。

　その晩はスマホを握りしめたままベッドに入ったものの、うまく寝つけなかった。




「おはようございます」

　朝早く目覚めすぎてしまった私は、いつもより三十分早めに出勤した。

　一番乗りだと思っていたのに、伊吹さんはもう仕事を始めている。

「おはよう。ずいぶん早いんだな」

　書類に目を落としていた彼は、驚いたような顔で私を見つめた。

「はい。今、コーヒーを淹れますね」

　バッグを置き、すぐにコーヒーのセットを始める。その間も、紳の顔がチラついて頭から離れない。

「悠里、顔色が悪いぞ」

　私のところまでやってきた伊吹さんに指摘されてしまい、首を振る。

「大丈夫です。ちょっと考え事をしていたら眠れなくて……。単なる寝不足です」

「考え事？」

　彼の眉間にシワが寄る。

　しまった。余計なことを言ってしまった。

「いえ、なんでもありません」

　慌ててそう返すと、彼は私の額に手を当てた。

「熱はないようだな」

「……はい」

　ほんの少し触れられただけなのに、途端に全身が熱くなる。昨日、情緒不安定になって、彼に抱きしめてほしくてたまらなかったからだろう。

「今日は事情聴取だ。夜、空けておいて」

　彼が耳元でそう囁くから、目を丸くする。

「あっ、ホントになんでも――」

「おはようございます」

　否定しようとしたけれど、副社長の秘書が出社してきて、それ以上は話せなかった。

　それから社長室の掃除をしていると社長が出勤してきた。

「おはようございます。体調はいかがですか？」

「おはよう。昨日も休ませてもらったからね。もう大丈夫だよ」

　社長は大きな椅子に座りながら、ニッコリ微笑みうなずいてみせる。

「それはよかったです。室長が後ほどまいりますので」

「わかった」

　デスクには未決済の書類が山積みになっている。社長が早速その書類に手を伸ばし仕事を始めたので、私は社長室を出た。

「広瀬、メールにすべて目を通しておいてくれ」

「はい」

　秘書室に戻ると、伊吹さんは私にそう言い残して、入れ替わりに社長室に向かった。

　指示された通りメールチェックを始めると、昨日専務が面談した商社の専務の秘書からのメールがあった。

【昨日は本当にお世話になりました。山やま下したが、いただきましたベビー用品を大変喜んでおりまして、早速孫にと申しております。改めてお礼状をと思っておりますが、秘書の方にもお礼を申し上げたく、取り急ぎメールを差し上げた次第です】

　きっと専務のところには文書でのお礼が届くだろう。

　わざわざ私たち秘書に向けてこうしたメールが届くのは珍しい。でも、それだけ喜んでもらえた証拠なのかもしれないと思うと、うれしかった。

　ひと通りメールをチェックし終えたあとは、電話対応に追われた。

　伊吹さんは社長にほぼつきっきりで仕事をしている。やはり副社長や宮城専務ではできない決済がたくさん残っているようだ。

　そうこうしているうちに、あっという間に十一時を超えた。

　社長は昼食を兼ねた社内会議があるので弁当が出る。でも、伊吹さんはこの調子では昼食もままならない。

　私は自分の昼休みを少し早めに取らせてもらい、フレッシュな野菜ジュースを手に入れてきた。色は真緑で飲みにくそうに見えるけど、ここのジュースは果物の味が効いていて飲みやすいと評判だ。

「広瀬、聡さんのほうは順調か？」

　社長を会議に送り出した伊吹さんが慌ただしく秘書室に帰ってきた。

「はい。先ほど電話での会談を終えられまして、少し休憩を取っていただきました」

「そうか。……これは？」

　彼はデスクに置いておいたジュースに気がつき、私に尋ねる。

「すぐにお出かけになるかと思いまして、少しでも栄養のあるものを、と」

「すごい色だな」

　伊吹さんは顔をしかめる。野菜ジュースは苦手なのかもしれない。

「お疲れさま」

　そのとき、宮城専務が秘書室にやってきた。

「すみません。ご用があれば伺いましたのに」

　私がそう言うと、彼は首を振る。

「いや、用というか……親父の体調はどうかと思って」

「お元気にされています。もうすっかり顔色もよろしいようです」

　宮城専務の質問に、ずっと社長と一緒にいた伊吹さんが答えた。

「そっか。よかったよ。それにしても……すごい色だね」

　専務は伊吹さんのデスクの上の野菜ジュースを見つけ、目を丸くしている。

　伊吹さんと同じことを口にするから、私は思わず吹き出してしまった。

「広瀬が飲めと言うんです」

　いつもは表情を崩さない伊吹さんが、珍しく顔をしかめている。

「へぇ、広瀬さんが」

　ニッコリ笑った宮城専務が、続けて「大切な人の体調は気になるよねぇ」とつぶやくから、私も伊吹さんも目を丸くした。

「俺も奥さんの愛妻弁当食べてくるよ。高畑さん、ちゃんと飲まないとダメだよ」

「……はい」

　意味深な笑顔を残して出ていく専務のうしろ姿を見送りながら、思わず伊吹さんとアイコンタクトしてしまった。

　私たちが付き合いだしたことがバレてる、の？　伊吹さん、話したの？

　でも伊吹さんが小さく首を振るから、そうでもなさそうだ。

「はぁ、飲むか」

　伊吹さんは半ばあきらめたようにジュースを口に運んでいる。

「ん？　思ったよりうまいな」

「はい。高畑さん、野菜ジュースは苦手なんですか？」

「いや、そんなことはない」

　そうは言いつつも、目を逸らされた。

　以前聞いたときは嫌いなものはないような口ぶりだったし、私の作った料理は食べてくれたけど、緑黄色野菜は苦手なのかもしれない。

　初めて彼の弱点を見つけた気分だ。いつだって完璧な彼にも苦手なものがあるなんて、ちょっと親近感がわく。

　なんとかジュースを飲み干した彼は、慌ただしく秘書室を出ていった。弁当を食べているはずの宮城専務と、次の会議の打ち合わせだ。

　一方私は、会食のセッティングや会議の資料集めに走り回って、その日の業務を終えた。

　帰宅するためにデスクの上を片付けていたところ、今日も宮城専務の接待に同行予定だった伊吹さんがなぜか秘書室に帰ってきた。

「お疲れ」

「お疲れさまです。あの……接待は？」

「あぁ、聡さんが今日の相手は気心の知れた仲だから帰っていいと。昔からの友人みたいだな」

　たしか今日の相手は、今度宮城不動産が手がけるホテルの次期社長だったはずだ。

「少し疲れた。今日は早めに帰る」

　彼は珍しく、「フーッ」と溜め息をついている。

「はい」

　それからメールの確認と他の秘書のフォローを済ませた伊吹さんは、バッグを持って立ち上がった。

「広瀬。変更したスケジュール一覧だ。差し替えておいて」

　そして彼は私にスケジュール表を差し出した。

「承知しました」

「それじゃあ、お先に」

「お疲れさまでした」

　彼がこうして私より先に帰ることは珍しい。

『夜、空けておいて』と伊吹さんは言っていたけれど、あんなに疲れた様子では難しいだろう。そう思うと少し気持ちが沈む。でも……。

「あっ……」

　スケジュール表の一番下に貼ってある付箋に気がつき、思わず声を上げてしまった。

【早く仕事を済ませろ。待ってる】

　その言葉の隣に手書きの小さな地図がある。どうやら近所にある小さな公園のようだ。

　ここにいるということだろうか。

　私はそのあと、明日必要な書類をまとめ、すぐに会社を飛び出した。

「お疲れ」

　伊吹さんは公園のベンチに座っていた。

「ごめんなさい。遅くなっちゃいました」

　一応走ってきたものの、二十分近くは待たせてしまった。

「いや、気にするな」

「あの、お疲れなのに帰らなくていいんですか？」

　こうしてふたりで会えたのはうれしい。でも、彼の体も心配だ。

「だから、前にも言っただろ。疲れてるから、一緒にいてほしいんだ」

　彼はそう言いながら優しい笑みを浮かべ、私の頭をポンと叩いた。

「……はい」

　私は彼に求められているのが照れくさくて、伏し目がちになってしまう。

「さて、腹減った。飯に行こうか」

「はい」

　昼は私も野菜ジュースで済ませたから、お腹はペコペコだ。

「でもあのジュースは、空腹に染み渡った」

「あっ、また買ってきます」

「いや、他のものにしてくれ」

　苦笑する彼は、やっぱりちょっと苦手だったようだ。でも、仕事中とは違うリラックスした顔を見せてくれるから、私まで心が緩んでいく。

　伊吹さんが連れていってくれたのは、中華料理店だった。いつも会食や接待のためにおいしい店を探しているから、彼は穴場の店までよく知っている。

「いつも肉ばかりだけど、今日は野菜も食べるよ」と言う彼は、青チン梗ゲン菜サイの炒いため物ものを店員に頼んでいる。

「そうですよ。ちゃんと野菜も食べないと。伊吹さんの体が心配です」

「気をつけるよ。でも俺は、悠里のほうが心配なんだけど。昨日、なんの考え事をしていたんだ？」

　至近距離でじっと見つめられて、固まってしまう。

「いえ、本当に大したことではないですから」

　もう彼には助けてもらっている。やっぱり頼ってばかりじゃなく、自分でなんとかしなくちゃ。

「好きな女が眠れないほど悩んでるのに、放っておけるわけがないだろ？」

　伊吹さんは真剣な顔をして、諭すように言った。

「……いえ」

　視線を落として返事をすると、彼の手が伸びてきて私の顔を持ち上げる。

「お前を守るのが、俺の仕事だ」

　その瞬間、心臓がドクンと跳ねる。彼の目からは逃れられない。私は観念して口を開いた。

「紳が……」

「アイツか？」

　伊吹さんは苦々しい顔をして、唇を噛みしめる。

「はい。彼が昨日駅で待っていて……」

「会ったのか？」

　私がうなずくと、彼は大きな溜め息をついて、椅子に深く座り直した。

「それで？」

「奈津とはひと晩の過あやまちで、付き合ってはいない。私とやり直したい、と」

　正直に伝えると、彼は腕を組み、なにかを考えている。

「それで、悠里の気持ちはどうなんだ。アイツのところに戻りたいか？」

　その質問に慌てて首を振った。

　知らなかった事実をつきつけられ動揺はしたけれど、紳とヨリを戻したいとは、これっぽっちも思わなかった。ただ、つらい過去を引っ張り出されて苦しくなり、伊吹さんに抱きしめてほしいと強く願った。

　私の気持ちは今、伊吹さんにある。

「私は……伊吹さんのおかげで、前を向けるようになりました。紳のこともきっぱり忘れて、伊吹さんと幸せになりたいと思いました」

「ああ」

　伊吹さんは大きくうなずいてくれる。

「でも昨日は、忘れたはずの記憶がよみがえってきて苦しくなって……伊吹さんに抱きしめてほしかった」

　私は素直な気持ちを伊吹さんに話した。

　すると彼は、私をまっすぐに見つめ、目を細めて微笑む。

「そっか。それじゃあ、あとでたっぷり抱きしめないとな」

　彼は私の頭に手を伸ばし、ガシガシと撫でた。

「それにしても、効き目がありすぎたか」

　そう続けながら大きく息を吐き出す。

「効き目？」

「逃した魚が大きすぎて、惜しくなったんだな」

「そんなことはないと思います」

　宮城不動産にいた頃からなにひとつ変わっていないはずだから。

「そう思ってるのは自分だけだぞ？　仕事もどんどん吸収して成長しているし、聡さんまで最近きれいになったと言ってる」

「えっ！」

　専務がそんなことを？

「まぁ、俺がきれいにしたんだけどな」

　自信満々に言う彼がおかしい。

「ほら、青梗菜も食っていいぞ」

「これは伊吹さんのです」

　結局、野菜を押しつけようとしている彼は、意外と子供っぽいところもあるようだ。

「わかったよ。でも、お前は俺のものだ」

　彼が平然とした顔でそんなことを口にするから、一瞬、箸が止まってしまった。でも紳には渡さないと宣言してくれた気がして、うれしかった。

「もうこのまま俺の家に来い」

　食事を済ませ店を出たところで、伊吹さんが突然そう言いだした。

「えっ？」

「どうせ近々引っ越しするつもりだったんだ。少し早くなっただけだ」

　どうやら一緒に住むのは確定事項のようだし、そう言われるとたしかにそうだ。

「わかりました。よろしくお願いします」

　初めての同棲に不安がまったくないと言えば嘘になる。でも今は、伊吹さんとの楽しい未来のほうがそれを上回る予感がして、そう返事をした。すると……。

「ちょっと、待て。お前、こんなところで……」

　なぜか、いつもは冷静な彼が慌てだした。おまけに耳がほんのり赤くなったような気がする。

「どうされました？」

「『よろしくお願いします』って、かわいすぎるだろ」

　え……。まさか、そんなことに照れているの？

「はー、早く帰るぞ。たっぷり抱きしめないといけないしな」

　そう言って、彼がニヤリと笑う。

　次に慌てなければならなくなったのは私のほうだった。

「えっと、あの……」

「さー、帰るぞ」

　伊吹さんはテンション高めのまま、私の手を引き歩きだす。

「俺、今おかしいかも」

「おかしい？」

　彼を見上げると、その頬を緩めている。

「お前と一緒に暮らせると思うだけで、顔がニタついちまう」

　まさか、そこまで喜んでくれるとは……。でも、ここまで言ってくれる彼なら、必ず大切にしてくれるはず。

　それから私の家に行き、しばらく生活できるだけの荷物をキャリーバッグいっぱいに詰め込んで、彼の家に向かった。

　玄関に入った瞬間、彼が私の腕をグイッと引き寄せ、抱きしめてくれる。

「悠里。来てくれてありがとう。これからは俺がお前を守るから、なにも心配するな」

「……はい」

　彼の広い胸に頬をくっつけ、ジャケットをギュッと握る。やっぱり彼の腕の中は温かくて安心できる。

「まだ、苦しいか？」

　たしかに、紳が現れたときは、よみがえってしまった記憶に不安になった。でも、伊吹さんと付き合い始める前とはやっぱり違う。過去しか見ていなかった頃とは違い、私の目は未来を探している。

「いえ。でも、もう少しだけこうしていてもいいですか？」

　こんなふうに甘えるのはちょっぴり恥ずかしいけれど、それが今の素直な気持ちだ。

「もちろんだ。俺も、こうしていたい」

　彼はそう言いながら私の背中に回した手に力を込めた。




　伊吹さんと同居を始めて、五日が経った。

　最初は緊張していたものの、だんだん楽しくなってきている。同じベッドで、なぜか抱きしめられながら眠るのはまだ慣れないけれど、彼は無理やり体を求めてくるようなこともなかった。

　そして、今日のように伊吹さんより早く帰った日は、夕食を作って待つようにしている。その結果、ひとりだと面倒な食事の準備でさえワクワクすることを知った。

　彼が緑黄色野菜が苦手だと知ったからには、克服させなくちゃ。

「今日は、ブロッコリーです」

　私より一時間遅く帰ってきた伊吹さんの前に料理を並べながらそう言うと、彼は目を丸くする。

「嘘だろ……」

「だって伊吹さんの体が心配ですから」

　私が彼に勝てるのは、この瞬間しかない。

「はー」と落胆の溜め息をつく彼は、それでもブロッコリーとイカの炒め物に手を伸ばす。

「どうですか？」

「あれ、食える」

　キョトンとした顔をして、もうひと口、口に運び、「うん。やっぱりうまい」と味を確認し直している。

「そうでしょ？」

　にんにくを効かせて炒めたブロッコリーは、たっぷり使ったオリーブオイルのソースと絡めると、独特の苦みが消えて食べやすくなる。

「ブロッコリーがうまいなんて、初めて知った」

「あはは。大げさですよ」

　あんなに完璧に仕事をこなすくせに、ブロッコリーのことで目を輝かせているのがおかしくてたまらない。

　彼と一緒に暮らすようになって、私は笑うことが増えた。

「悠里、こっちに来て」

　食事の後片付けが終わると、必ず彼は甘い声で私を呼ぶ。そして、ソファを背もたれ代わりに床に座り、私を自分の足の間に入れて、うしろから抱き寄せてくる。

　その体勢でテレビのニュースをチェックするのがいつの間にか日課になった。

　耳にかかる彼の熱い吐息が気になってしまって、私はいつもニュースどころではない。あのポーカーフェイスな秘書がこんなに甘い人だと、誰が想像するだろう。だけど、そのことを知っているのは私だけだと思えば、妙な優越感さえわいてくる。

　こんなふうに愛される毎日は、確実に私の心を奪っていった。




　そして……あっという間に金曜日。今日は接待で伊吹さんが遅くなる。

　私は日曜に迫った引っ越しの準備がしたくて、伊吹さんに【自宅へ行ってきます】とメールをしてから向かった。

「悠里」

　マンションの前に着いたとき、聞き覚えのある声で名前を呼ばれハッとする。

　声が聞こえた方に恐る恐る顔を向けると、やはり紳がいた。彼は少し険しい顔をして、じっと私を見つめている。

「お前、いつ来てもいないな。どこにいるんだ」

「そんなこと、紳には関係ない」

　それだけ言い残して部屋に行こうとしたものの、腕をつかまれ止められてしまった。

「あきらめないって言っただろ」

「でも、私の気持ちはもう紳にはないの」

　本当は話したくもない。でも、必死に声を振り絞った。

「奈津とのことは謝る。だから、頼む」

　それでも紳は食い下がってくる。

「もう、終わったの！」

　もうこれ以上、私を苦しめないで。

　紳の顔を見るたび、奈津のことが頭に浮かぶ。それと同時に、親友だったはずの彼女に裏切られたときの苦しみも。

　お願いだから、忘れさせて。

　つかまれた手を振りほどいて部屋に駆け込み、玄関で崩れ落ちるように座り込んだ。

　しばらくして気持ちを立て直した私は、紳の存在を忘れたくて、必死に引っ越しの準備を進めた。

「これ……」

　キッチンを片付けていると、紳との思い出のマグカップが出てきて再び苦しさが込み上げてきてしまう。初めてのデートで一緒に買ったものだった。

「これは、捨てる」

　持っていく荷物ではなく、ごみ袋にそれを入れた。

　そんなふうに取捨選択を繰り返しながら、伊吹さんとの未来だけを考えるように意識した。

　それから二時間ほどした頃、外でなにやら言い争うような声が聞こえてきた。

　窓から覗くと、伊吹さんの姿が見える。しかもあきらめて帰ったと思っていた紳の姿まで。

「どうして……」

　私は慌てて部屋を飛び出し、階段を駆け下りた。

「悠里は俺の女だ。返してもらう」

　顔を真っ赤にして声を上げる紳を、伊吹さんは鋭い目でにらんでいる。

「今さらなにを言っているんだ。久しぶりに会った悠里が輝いて見えるとしたら、それは俺と一緒にいるからだ。女は隣にいる男で、輝きを変える。そんなこともわからないのか！」

　伊吹さんがそう声を荒らげるのを見て、胸がキュンと締めつけられる。

　彼はいつも、仕事中は淡々と抑揚なく叱るから、こんなに激高している姿を初めて目の当たりにした。

「伊吹さん！」

　私が伊吹さんに駆け寄ると、彼は私の腰を抱いた。その力強い大きな手から勇気をもらい、私は紳をじっと見つめる。

　私が歩いてきた人生だから、逃げることばかり考えていないで、自分できちんと決着をつけなくちゃ。伊吹さんがそばにいてくれれば、できる。想いを全部吐き出そう。

　私はすーっと息を大きく吸い込んでから、口を開いた。

「私……紳と奈津のことを知って、すごくつらかったし、苦しかった。正直、食事も喉を通らなかったし、ふたりに会うのがイヤで、毎日びくびくしながら生活してた」

　あの頃は、精神的に疲れ果てていた。

「だから、異動の話をもらって、渡りに船だと思ったの。ふたりから離れればもう忘れられるって。でも、違った。それからも胸が痛いままで、いつの間にか前に進めなくなってた」

「お前を苦しめたことは反省している。本当にごめん」

　紳が頭を下げるけれど、私は首を横に振る。

「奈津は、私の大事な友達だったんだよ？　紳は私から友達も奪ったんだよ？」

　私がそう吐き出すと、彼は視線を伏せる。

「私、紳と真剣に付き合っていたつもり。だから余計に、紳のことは許せない。ううん。許したくない」

「何度でも謝るから、そんなこと言わないでくれ。俺は……」

　紳は小刻みに首を振りながら口を開いたけれど……。

「私はもう、あなたとは違う道を歩いているの。もう別の未来を見ているの」

　私は彼の言葉を遮り、きっぱりと断言した。

　やっと言えた……。

　今までは、彼から逃げることしか考えていなかった。怒りの感情をぶつけることより、逃げることで忘れようとした。でも、こうして自分の気持ちを伝えられた今、伊吹さんに助けられたときとはまた違う充足感に包まれていた。

「伊吹さんは、あなたに傷つけられて苦しかっただけの日常から救ってくれたの。私の心の叫びを受け止めてくれた。紳はもう一度私のことを好きだと思ってくれたかもしれないけど、それは私が伊吹さんと一緒にいて幸せだからだよ。幸せな私を、きっと紳は好きになったんだよ」

　紳と幸せだった日もたしかにあった。でも、これから先は伊吹さんと一緒にいたい。

「じゃあ、奈津と別れてきた俺はどうなるんだよ」

　眉間にシワを寄せる紳は、苦しげに言葉を吐き出す。

「えっ？」

　別れた？　あれからプライベートでは会っていないと言っていたはずなのに。

「そんなことは悠里に関係ない。女と別れれば、悠里が手に入るとでも思ったのか？」

　呆然とする私の代わりに、伊吹さんが鋭い目で紳をにらみつける。

「悠里。お前、俺のこと好きだっただろ？　何度もキスしてってせがんだし、情熱的に抱き合ったじゃないか」

　しかし伊吹さんのことなんて視界に入らない様子の紳は、ムキになって私に詰め寄る。

　やめて……。伊吹さんの前で、そんなこと言わないで。

　いたたまれなくなってうつむくと……。

　――ドン。

　大きな音がしてハッとした。

「なにするんだ！」

　顔を上げると、地面に倒れ込み左頬を手で押さえている紳の姿が見える。

　伊吹さんが、殴った、の？

　決定的瞬間を見ていなかったけれど、おそらくそうだろう。

「そんなことを言えば悠里が戻ってくるとでも思ったのか。俺が悠里を手放すとでも思ったのか！　お前が好きなのは、俺に愛されている悠里だ。もう二度と悠里の前に現れるな」

　伊吹さんはかばうように私の前に立ち、鬼気迫る低い声で紳に言い放った。

「なんだよ、この暴力男が！　悠里、本当にこんな男が――」

「好きよ。あなたなんかよりずっと私のことを愛してくれるの」

　紳の言葉を遮るように向けた言葉は本音だった。

「もう、二度と来ないで。私はあなたを愛することはもうないわ」

　私はそう声を振り絞ると、紳に背を向けた。そして伊吹さんに手を引かれ、一緒に私の部屋へ向かう。

「ごめんなさい」

　ドアが閉まった瞬間、私はすぐに謝った。

　紳のあんな下世話な言葉、伊吹さんだって聞きたくなかったに違いない。私がもっと早く紳と決着をつけていれば、伊吹さんにもイヤな思いをさせずに済んだのに。

「なにを謝っているんだ。お前はなにもしていないだろ？」

「なにもしなかったからです。逃げてばかりで、なにも……」

　私がそう口にすると、彼は驚いたように大きく目を見開いたあと、優しく微笑み、抱きしめてくれる。

　彼から、ほんの少しお酒の匂いがする。接待のあと、手伝いに来てくれたのだろう。

「悠里はどんどんいい女になっていく。もうこれ以上惚れさせるなよ」

「そんな……」

　なんだか照れくさくて彼から離れられないでいると、彼は私の頭を抱えるようにして、いっそう密着させた。

「幸せだな、俺」

　私の耳元でそう囁いた彼は、ゆっくり手の力を緩め、私の顔を覗き込む。

「私も、幸せです」

　恥ずかしかったけれど、彼がこんなにストレートに感情を伝えてくれているのだから、私もそうしたくなった。

「いや。もっともっと幸せにする。世界で一番だ」

「伊吹さん……」

　彼の言葉がうれしくて、心がじわじわ温まる。

　すると彼は私の頬を両手で包み、「愛してる」とつぶやいてから唇を重ねた。

　彼との初めてのキスは、とびきり熱くて甘かった。




　引っ越しを済ませた翌日の月曜日。会社に、私宛ての手紙が届いた。

　仕事に関する手紙なら、社名や担当者の名前が入っているのが普通だ。だけど淡いブルーの封筒に入ったその手紙は、差出人の名前はなく心当たりもない。

　気になって開け、便箋の一番最後を確認すると……。

「奈津……」

　奈津の名前が書かれていて、驚いてしまった。

　トイレに行くフリをして席を立ち、非常階段でそれを広げると、懐かしい右上がりの文字が目に飛び込んでくる。

【悠里へ

　突然ごめんなさい。私がこんな手紙を悠里に出す資格はないとわかっています。

　でも、どうしても謝りたくて手紙を書きました】

　そんな書き出しから始まった手紙は、ところどころふやけている。涙の跡だろうか。

【紳のこと、本当にごめんなさい。

　私、ずっと彼のことが好きだったの。でもふたりが付き合い始めたことを知って、言いだせなくて、『おめでとう』なんて祝福の言葉を口にしてしまいました。

　それなのに、結局、幸せそうな悠里が憎くなってしまって……あの日、あんなことをしてしまいました】

「やっぱり本気だったんだ」

　彼女も思いつめての行動だったのだろう。

　そう思ったものの、小さな溜め息が出てしまった。

【でも、私が間違ってた。悠里を傷つけて幸せになれるわけないのに。

　紳と付き合いだしてからも、自分のしたことの後悔のほうが大きくてちっとも楽しくなかった。

　そしてこの前、悠里の堂々とした姿を見て、完全に負けたと思いました。恋にだけじゃなくて、人生にも。

　一週間ほど前、紳に別れようと言われました。こんな日がいつか来ると思っていたけど、なんだかホッとしたの。悠里にひどいことをしておいて勝手なのはわかっています。でも、もう彼と一緒にいることに疲れてしまったの】

「勝手よ……」

　私を苦しめておいて、疲れたって。……でも、奈津の気持ちがほんの少しわかる。誰かの幸せを壊して自分の幸せを手にしても、きっと心から喜べない。

　そして、次の一文に腰を抜かしそうになった。

【私は宮城不動産を去ります。もう一度新人の気持ちに戻って、どこかで働けたらと思っています。いつか悠理のように『前だけを見て、進んでいます』と胸を張って言えるようになりたいから】

「奈津……」

　まさか会社を辞めるだなんて。彼女は不動産の仕事にやりがいを感じていたし、ステップアップのための研修にも積極的に参加していた。その彼女が……。

【許してほしいなんて言いません。一生、自分のしたことの愚かさを反省しながら生きていくつもりです。

　でも、悠里は幸せになってください。本当に、ごめんなさい。


奈津】



　こんな結末、少しも予想していなかった。

　私は手紙を読み終え、しばらく呆然と立ち尽くしていた。

　それでも今は仕事中。秘書室を抜けて、もう十分くらい経っている。

　戻らなければ……。

　私は奈津の手紙をスーツのポケットに忍ばせて、秘書室に向かった。

　すると、さっきは席を外していた伊吹さんが帰ってきて電話をしている。

「――そうだったんですか。わかりました。ありがとうございました」

　その電話はすぐに終わった。

「広瀬」

「はい」

　電話が終わると同時に呼ばれ彼のデスクに行くと、彼は自分のパソコンの画面を指差した。

「これ、見たか？」

　彼が指差したのは社内メールだ。

「えっ……」

　思わず声が出てしまって慌てて口を押さえる。なぜなら……そこには、奈津の退職と共に、紳の退職までもが記されていたからだ。

　伊吹さんは私を見つめて小さくうなずき、「会議室へ」と指示した。

　彼について会議室に行くと、ドアが閉まった瞬間、伊吹さんは話し始める。

「ちょっと不可解な人事だったので問い合わせてみた」

　もしかして、さっきの電話だろうか。

「そうしたら、彼女はある告発をして辞めたらしい」

「告発？」

　なんのこと？　手紙にはそんなことはひと言も書いてなかったけど。

「彼女、アイツに一方的に暴力を振るわれたみたいだな」

　伊吹さんは顔をしかめて言った。

「暴力って、そんな……」

　私は紳にそんなことをされたことはない。だから、にわかには信じられない。

「悠里が自分になびかないことにイライラしていたのかもしれない」

「どうしよう。私のせいだ……」

　激しく動揺して頭を抱えると、伊吹さんは私の両肩に手を置き、再び口を開く。

「それは違う。イライラしたからといって、手を上げていいわけがない。それに、お前がはっきりと気持ちを伝えたこと、彼女はよかったと思ってるんじゃないかな」

「どうして？」

　暴力を振るわれたのに？

「彼女、『証拠です』と腕や足のあざを上司に見せたとき、心配する上司に『身から出た錆さびですから、仕方ありません』と言ったらしいぞ。上司はなんのことかわからなかったらしいが」

「奈津……」

「そんなふうに言うということは、彼女も罪悪感に苦しんできたんだろう。だから、お前が過去を断ち切れたことを喜んでいるさ」

　伊吹さんはそう言いながら、微笑みかけてくれる。

「そうだと、いいな……」

「あぁ。大丈夫だ」

　でも、そんなことがあったなんて、少しも手紙では触れていなかった。こうして伊吹さんが気づいて問い合わせてくれなければ、一生知らなかったかもしれない。

「今回のことは傷害事件と捉えられて懲戒解雇も検討されたが、ふたりの間に付き合いがあったということで見送られ、自主退社で落ち着いたんだそうだ」

　彼は淡々と事実を伝えてくれる。

「実は……奈津から手紙が来ました。ごめんなさいって。幸せになってって」

　私がそう言うと、彼はかすかに目を見開いた。でも、すぐに柔らかい表情に戻る。

「そっか。彼女は精いっぱいの謝罪をしてくれたんじゃないのか？」

「はい」

「それじゃあ、幸せにならないとな」

　私は伊吹さんの言葉に大きくうなずいた。

「会議に行ってくる。広瀬は落ち着いたら資料の整理をしておいて」

「はい」

　上司の顔に戻った彼は、私の肩をポンと叩いてから会議室を出ていった。

「奈津。私、幸せになるよ」

　そう、必ず。奈津にこの気持ちが届くといいな。

　親友に裏切られたという事実は消えない。でも、少しも悪びれない紳に、私がもう前を見て進んでいると知った彼女が罰を与えてくれたのだと思う。

「だから奈津も、幸せになって」

　私は自分の頬をパンパンと叩き気合いを入れたあと、秘書室に戻り仕事を再開した。










つながるココロとカラダ




　それから本格的に伊吹さんとの甘い生活が始まった。

　彼は『ベタベタするのが好き』と言っていたけれど、まったくその通り。常に私にスキンシップを求めてくるから、恥ずかしくてたまらない。

　朝はまず、目覚めのキスから。彼は私より早く起きても、布団に入ったまま私の顔をじっと見ている。

　恥ずかしいからやめてほしいと懇願してもやめてくれない。まぁ、私が早く起きたときは彼の顔を見ているから、強くは言えないけれど。

　テレビを見るときは、相変わらず彼の足の間に座らされる。うしろから抱きしめられているとドキドキしてしまい、番組の内容もわからなくなってしまうのに、まったくお構いなしだ。

　私が食事の準備をしているときは、『味見させろ』と言いながらやってきて口を開け、私に食べさせるように要求してくる。

　そのたびに頬を赤らめてしまうものの、そんな時間がたまらなく幸せだった。

「おはよ」

「おはようございます」

　すぐに唇を重ねる彼は、満足そうにベッドを出ていく。

　私もこのキスの熱で体を火照らせながら着替え、朝食の準備にとりかかった。

　今日はアジの干物とナスの味噌汁。そして、納豆と昨日の残りのきんぴらごぼうをつけた。昼食もままならないことが多い私たちは、朝食をきちんととっておかないと、次にいつ食べられるかわからないのだ。

「あ、そうだ。悠里、明日、デートしようか」

　先にご飯を食べ終わった彼が、ふと思いついたように言う。

「はい！　うれしいです」

　一気にテンションが上がり大きな声が出てしまったからか、彼はクスッと笑う。

「どこに行こうか」

「そうですね……。どこがいいかな」

　私は彼と一緒なら、どこでもいい。デートの約束をしただけで、こんなにワクワクするなんて思ってもいなかった。

　出勤してすぐに宮城専務のところにコーヒーを持っていくと、伊吹さんと既に打ち合わせ中だった。

「おはようございます」

「広瀬さん、おはよ。悪いんだけど、あとでこれ、親父に届けてくれる？」

　専務が私に差し出したのはお弁当箱のようだ。

「あの、これは……？」

「親父、誕生日なんだよ。奥さんが今日くらいはって、俺のより豪華な弁当を作ってくれてさ」

　社長の誕生日をすっかり忘れていた。秘書、失格だ。

　そして、自分の誕生日が目前に迫っていることも頭から抜け落ちていたことに気づく。

「かしこまりました。お喜びになりますね、きっと」

「うん。親父、志し穂ほの手料理、好きなんだよね」

　志穂というのは彼の奥さまだ。

「広瀬さんは誕生日いつ？」

「私は……二月二十四日です」

「それじゃあ、来週じゃないか」

　そう言いながら伊吹さんにチラッと視線を送る専務に、ドキッとする。

　伊吹さんは宮城専務に私たちの交際を伝えてはいないと言っているけど、もしかしてバレてる？

「はい。それではお届けしてきます」

　私は動揺が顔に出る前に、慌てて部屋をあとにした。

　その日の仕事が滞りなく終わり、私は伊吹さんよりひと足早く会社を出た。帰りにスーパーに寄って、夕食を作る予定だ。

　毎日は大変だからと遠慮する彼だけど、私は彼の体の心配をしたい。

　今日はイタリアンで、メインディッシュはチキンのトマト煮込み。

　チキンを煮込み始めた頃、伊吹さんが帰ってきた。

「お帰りなさい」

「ただいま、悠里」

　玄関まで迎えにいくと、いつもハグしてくれる。上司から彼氏に変わる瞬間だ。

「もう少しかかりますから、ゆっくりしていてください」

「ありがと」

　彼はそう言いながら寝室に着替えに行く。

　マカロニサラダを準備していると、伊吹さんがやってきて、私のうしろから鍋を覗き込み、いつものように味見を要求してくる。味に文句をつけられたことはないので、味見というよりつまみ食いだけど。

「いい匂いだ。そっちのチキン、食いたいな」

「ピーマンにしましょう」

　私はそう言いながら、トマト煮込みの中からピーマンを取り出して、彼の口の前に持っていく。

　すると彼は「しょうがないな」と言いながらも、パクッと口に入れ、まともに噛みもせずに飲み込んでしまった。

「あれ、味わかりました？」

「そんなイジワルなことを言う悠里には、お仕置きが必要だな」

　彼はそう言いながらすばやく唇を重ねる。

　それだけで頬が赤く染まる私は、なにも言えなくなりただうつむいた。

「焦げるぞ」

「あっ！」

　伊吹さんに指摘され慌てて鍋の火を止めたけれど、クスッと笑われてしまった。でも、不意打ちのキスなんて、私にはまだハードルが高いのだから仕方ない。

　伊吹さんのお皿にもピーマンをよそうのを見て、彼は少し顔をしかめたものの、ちゃんと食べてくれた。

「ちょっと苦味が……。まぁでも、なんとか大丈夫だな」

　完璧秘書の彼が子供みたいな発言をするものだから、吹き出してしまう。

「健康になりますから、頑張ってくださいね」

「わかったよ」

「ハーッ」と溜め息をつきながらパクッとピーマンを口に放り込んだ彼は、咀そ嚼しゃくしたあと、思い出したように口を開く。

「明日、行きたいところある？」

「いえ。いろいろ考えたんですけど、思いつかなくて」

　映画は？と思ったけれど、今特に見たい作品もなく、彼と遊園地というのもしっくりこない。

「それなら、俺が決めていい？」

「はい。お願いします」

「それじゃ、楽しみにしておいて」

　まだ教えてはくれないようだ。

　伊吹さんがどこに連れていってくれるのかドキドキする。でも彼も笑顔なのを見て、明日が待ち遠しくなった。

　風呂を終えると、相変わらず彼は私の髪を乾かしてくれる。何度、自分でやると言っても「いいから」と言ってやらせてくれない。そして、それが終わると今度は……。

「あっ、そこ、は……」

　ベッドの上でのマッサージも日課になっている。

「あぁーっ」

　グリッとツボを押されて悶絶してしまう。

「あっ、ダメダメ」

「あんまりエロい声出すな」

　そんなこと言ったって！

「はぁ……」

　彼のマッサージはホントに効く。心なしか足も細くなってきたし、小顔効果もあるような……。ただし、とてつもなく痛い。

「今度は私がやります」

「俺はいい。お前にあんまり触れられると、ヤりたくなっちまう」

「え……」

　ストレートすぎる言葉にタジタジになっていると、彼は私を捕まえて腕の中に誘う。

　こうして眠りにつくのが日常だ。

　彼はドキドキするようなことを口にするくせして、決して手を出そうとはしない。

　それは多分、私が抱かれてもいいと思うまで待ってくれているのだろうけれど……もし抱かれたいと思っても、なんと言えばいいの？

　自分から『抱いて』なんて恥ずかしくて言えるわけがない。でも、このまま彼は、これからも迫ってこないかもしれない。それはそれでちょっと寂しい。

「悠里、なに考えてる？」

　伊吹さんが不思議そうに私を見つめる。

「えっ！　い、いえ……なにも」

　とんでもない妄想を覗かれたかと一瞬焦る。

　しかし伊吹さんは「デートに備えて寝るぞ」と、挙動不審な私を突っ込むことなく笑った。




　翌朝は、ちょっと早く起きすぎてしまった。もちろん、デートが楽しみだったからだ。これでは子供の頃の遠足の日と変わらない。

　そんな自分に苦笑しながらも、すぐに顔を洗い朝食の準備をしていると、伊吹さんも起きてきた。静かにしていたつもりなのに、起こしてしまったかもしれない。

「おはよう。早いな」

「おはようございます。ごめんなさい、まだ寝ててください」

　今週も残業だらけだった。休日くらいゆっくり寝なければ、体がもたない。

「平気だよ。今日はデートだし」

　彼はそう言いながら私を抱きしめキスを落とす。

　これは毎朝繰り返されるスキンシップ。でも私は、どうにも照れくさくてうつむき気味になってしまう。

「顔洗ってくる。コーヒー淹れてくれる？」

「はい」

　洗面所に行く彼のうしろ姿を見ているだけで胸が熱くなってしまうのは、あの優しいキスのせいだろう。

　コーヒーができあがった頃、彼は戻ってきた。

　今朝はサンドウィッチ。淡色野菜は嫌いではないらしく、レタスやキュウリはいくらでも食べてくれる。

「今日は科学館に行こうか」

　三つ目のサンドウィッチを食べ終わった彼が、そう言いだした。

　科学館？　どうしてそこにしたんだろう。科学館ってファミリー向けのイメージだから、ちょっと意外。でも大人になってから行った記憶がないから、楽しみかも。

「はい」

　心が弾み、自然と笑顔になる。

　食事が済むと、なにを着ていこうか迷い始めた。

　彼に貸してもらっているクローゼットは、ほとんどスーツで埋まっている。私服は、紳と別れてからはネットに頼っていたし、ラフな格好ばかりを好んで着ていたので、かわいらしいデート服なんてほとんど持っていない。

　それでも、一番お気に入りの紺のワンピースを選んでリビングに行くと、ジーンズにチャコールグレーのセーター姿の彼は、私を見つめて動かなくなった。

「あ……すみません。おかしい、ですか？」

　伊吹さんは、端正な顔立ちでスタイルも抜群だから、なにを着ても似合う。でも、彼より二十センチ以上背が低く、特に自慢できるようなスタイルをしていない私は、彼のようにはいかない。

「いや、ワンピース姿もたまにはいい。清せい楚そなご令嬢って感じだな」

　彼は目を細めて口元を緩める。

「そんなにハードル上げるの、やめてください」

　中身はいつもの私なんだから。それに、いくらシックなワンピースを着たところで、彼の隣を歩くにはまだまだ色気が足りない。

　甘いマスクで大人のフェロモンを振りまく彼と、子供っぽい私が並んで歩いているのは不自然ではないかと心配になる。

　だけど彼はそんなことを気にする様子もなく、指を絡めて手を握り、私をリードした。

　科学館は予想外に混んでいた。

「『宇宙の不思議』だって。行ってみようか」

　特別展に私を誘う彼は目が輝いている。

　まるで少年時代に戻ったかのような様子が新鮮で、胸がキュンと締めつけられる。今まで彼の一面しか知らなかったことをもったいなく感じた。

　照明が落とされたフロアには、天井いっぱいに星が映し出されていた。

「俺、子供の頃、こういうところ好きだったんだ」

「そうなんですか？」

　彼がリラックスした顔をしていると、私も心が穏やかになる。

「宇宙飛行士になろうとか、科学者もいいなとか……妄想し放題だったな」

「それなのに、どうして秘書に？」

　宇宙飛行士も科学者も相当努力が必要だけど、彼がその気になれば夢は叶かなうんじゃないかと思える。

「どうしてだろう。俺は自分が表に立つより、裏方のほうが好きだったんだ。でも、悠里に出会うため、だったのかもな」

　伊吹さんは一瞬私に視線を合わせ、少し照れくさそうに微笑む。

　そんなことをサラッと言わないでほしい。

　たちまち目が泳ぎ、耳まで赤く染まってしまう。

　そんな私を見てクスッと笑う彼は、さらに強く私の手を握った。

　人が横を通るたび、私の肩を抱きぶつからないようにしてくれる彼は、本当に気遣いのできる人。プライベートでもこうなのだから、秘書という仕事は彼にぴったりだったのかもしれない。

　それから、子供に混じって恐竜の骨を見たり水や電気に関する展示物を見たりしていると、私まで童心に返り、ワクワクしてきた。

「楽しくて、ずっといられそうです」

「ホントだな。展示物も、昔よりずっと充実してる」

　いつの間にかはしゃいでいた私は、彼の腕を自分から握っていた。どんどん彼との距離が近づいていく。

　科学館のレストランで軽めの昼食をとり、しばらく館内を見て回ったあと、今度は雑貨店に足を運んだ。ふたりで使う食器をそろえるためだ。

　料理をしない彼の部屋には、食器も少ない。私が持ってきた物でなんとかしのいでいたけれど、これからも彼と暮らしていくなら、きちんとそろえておきたい。

　こんなに素敵な彼とずっと一緒にいられるのか、まだ不安はある。でも、一緒にいたいという私の意思表示でもあった。

「あとはなにがいる？」

　仕事のときとは違い柔らかい表情で、そう聞いてくれる。

　おそろいのグラスと真っ白なカップ。そして、小皿を数枚既に選んだけれど、もう少し欲しい。

「大きなお皿が一枚欲しいです。シンプルなのがいいかな」

「そうだな。悠里はどれがいい？」

　いつもは主導権を握る彼だけど、料理するのは私だからと選ばせてくれる。

「あっ、これもかわいい！」

　皿を見ていたはずなのに、別の雑貨まで気になってしまう。

「これも買えばいいじゃないか」

「でも……」

　私の視界に入ったのは、小さなバスケットに飾られたプリザーブドフラワー。

　白と緑を中心に飾られているそれはとってもかわいらしいけれど、男性の家にはどうかなと躊ちゅう躇ちょしてしまう。すると……。

「もう悠里の家でもあるんだ。好きに飾っていいぞ」

　彼は私が気に入ったプリザーブドフラワーを手に取り、ニッコリ笑う。

　私の、家？

　でも私は転がり込んだだけだし、家賃だって払ってない。その分、せめて食費は払おうと思っても、彼が『これで買い物してくれ』とときどき一万円札を私に渡してくれるのだ。

「俺の部屋にお前の物が増えていくって、けっこううれしいんだぞ」

　そう、なの？

「じゃあ、買おうかな」

「ああ」

　彼は照れくさいのか、少しうつむき加減で微笑み、私にプリザーブドフラワーを持たせた。

　雑貨店での買い物のあとは、伊吹さんが事前に予約してくれたらしいレストランでディナーを食べることになった。

「あの、ここ……」

　到着したのは、小高い丘の上にある一軒家レストラン。個室があり、フランスの三ツ星レストランで修行してきたというシェフが作る、見た目も美しい料理が評判の高級店だった。

「悠里は来たことあったか？」

「いえ、私は……」

　ここは専務が好んで接待に使う。でも私は、残念ながら予約の電話をしただけ。

「それならちょうどいい」

　彼は私の手を引き店内に入っていくけれど、こんなにすごい店でなくたって……と庶民の私は恐縮してしまう。

「高畑さま、お待ちしておりました」

　店に一歩足を踏み入れると、すぐに黒いベストを着たウエイターがやってきた。

「こちらへどうぞ」

　ウエイターは一番奥のドアを開け、私たちを個室に誘導する。

　仕事以外ではこうした経験もなくドギマギしてしまう。

　だけど、伊吹さんに恥をかかせてはいけないと、スッと引かれた椅子になんとか平然とした顔を作って座った。

　一方、伊吹さんは、私とは違い堂々としたもので、ゆったりと席に着きメニューを受け取る。

「悠里、コースでいい？」

「は、はい」

「それではこちらのコースと……食前酒はシャンパンでいい？」

「いえ、私もいりません」

　車の運転があって伊吹さんは飲めないのに、私だけがお酒をいただくことはできない。

「いいから、気にするな」

　結局そのまま押し切られ、私だけシャンパンを注文してもらった。

「あの、こんなに素敵なお店を予約してもらって……ありがとうございます」

　大きな窓の外には、夜空に散らばる星が降ってきそうなほど美しく見え、眼下には街のネオンが広がり、圧巻だ。

「俺もプライベートで来たのは初めてなんだ。今日はゆっくり味わおう」

「はい。でも、個室じゃなくてもよかったのに……」

　ここは個室料金が別に設定されていて、しかも高い。

「ふたりきりになりたかった」

　すると彼が私をまっすぐに見つめてそう言うから、照れくささのあまり思わずうつむいてしまった。

「来週の誕生日は接待で一緒にいられない。だから少し早いけど、誕生日祝いだ」

「伊吹さん……」

　ふと顔を上げると、彼の優しい笑みが視界に入る。

　私の誕生日を、気にしていてくれたんだ……。

　実はスケジュールのチェックをしたとき、当日は社長の接待が入っていることに気がついていて、少し残念に思っていた。だけど、こんなサプライズを用意してくれていたなんて、胸がいっぱいだ。

「それと、これ」

　彼はポケットからなにやら取り出し、テーブルに置いた。

「えっ!?　もしかして……」

　かわいらしく赤いリボンで包装されている箱は、おそらく誕生日プレゼントだろう。

「悠里にプレゼントだ」

「開けてもいいですか？」

　彼が大きくうなずいたので、私はリボンを解いた。

「素敵……」

　箱に入っていたのは、一粒ダイヤのネックレス。これなら仕事中でもつけられる。

「気に入るといいんだが」

「もちろんです。大切にします」

　相次ぐサプライズに感動が込み上げてくる。

　私の言葉に、彼は目を細めてうなずく。そして立ち上がり、私の首にそのネックレスをつけてくけた。

「悠里、誕生日おめでとう」

「ありがとうございます」

　最高の思い出ができた。

「これから毎年、俺に祝わせてほしい」

　再び席に戻った彼は、私に真剣な視線を向ける。

「伊吹さん……」

　私はなんて幸せなんだろう。白馬に乗った王子さまが迎えに来てくれた気分だ。

「私も、伊吹さんのお誕生日を祝いたいです」

　私にはこんなに素敵な演出はできない。でも、彼の大切な日は一緒にいたい。

「うん。頼むよ」

　彼はうれしそうに微笑み、うなずいた。

　美しい夜景を見ながらの食事は、大満足。特にメインの牛フィレ肉は口の中でとろけてしまいそうなほど柔らかかった。

「本当においしい」

　ワインも勧められたが遠慮して食前酒のシャンパンだけにしたものの、あまりお酒に強くない私には程よく効いてきて、ほろ酔い気分だ。

「悠里、酔ってる？」

「そんなこと、ないです」

　そうは言ったものの、体が熱を帯びてきてちょっと気分がいい。

「でも、瞳が潤んでる」

「そう、ですか？」

　そんな自覚はないんだけど……。

「誘われてるみたいだ」

　彼があまりにうっとりとした目で私を見つめるから、心臓からドクドクと流れ出した血液がお酒のせいで熱くなった体をますます火照らせる。

　恥ずかしさのあまり視線を逸らすと、ウエイターがケーキを持って入ってきた。しかもそのケーキが大きなホールのケーキだったから、驚いた。

「本日はおめでとうございます」

「ありがとう、ございます」

　思いがけずウエイターにまでお祝いの言葉をもらってしまい、自然と笑みがこぼれる。

「やっぱり誕生日は、これがないとな」

　伊吹さんはチラリとケーキに視線を移してそう言った。

「ありがとうございます、伊吹さん」

　こんなに素敵な演出までしてくれる彼に感激しかない。

　やっぱりちょっと酔っているのかもしれない。感情のコントロールがうまくできなくて、鼻の奥がツーンとしてくる。

「お前を好きになってよかった」

「えっ？」

　真顔の彼が、私に視線を絡ませそんなことを言いだすので、たちまち鼓動が速まってしまう。

「悠里と一緒にいると、俺まで心が洗われる。うれしいときには純粋に喜び、表情をクルクル変える。見ている俺のほうまで幸せな気持ちになれるんだ。俺はそういう素直さを、ずっと昔に置いてきてたからな」

　たしかに伊吹さんは会社ではいつもポーカーフェイスで、ほとんど感情を表に出さない。だから冷たく感じてしまうけれど、本当は温かい人だ。

「そんなことないです。伊吹さんは素敵な人です。私、伊吹さんのそばにいられて、すごく幸せです」

　こんなに大切にされて、幸せでないほうがおかしい。

　満面の笑みを浮かべて言うと、彼も笑顔でうなずいた。

　食べきれず残してしまったケーキは、箱に入れてもらって持ち帰ることにした。

「明日の朝ごはんにします」

「ホントか？」

　伊吹さんは呆れるように笑うけど、彼からのプレゼントを捨てることなんてできない。

　それから彼のマンションに戻り、雑貨店で買った荷物を運び入れ、プリザーブドフラワーも玄関に飾りつけた。

　殺風景すぎて無色だった彼の部屋に色がついていくようで、なんだか心が和む。

　キッチンで新しい食器を片づけている間に、彼がお風呂を入れてくれた。そして順番に入浴を済ませ、いつもの時間。

「座って」

「はい……」

　彼は私を足の間に座らせ、当たり前のように私の髪を乾かし始める。温風と共にときどき触れる彼の手にドキッとしてしまって、落ち着かない。

「聡さんが……」

　すると彼は、突然宮城専務の話を始めた。

「どうかしたんですか？」

　仕事の話だろうか。

「うん。どんどんきれいになる女は早く仕留めておかないと、他人のものになっちまうぞって」

「えっ!?」

　それってまさか……。

「悠里のことだろうな。どうやら俺が悠里のことを好きだって気がついてる。あの人の観察眼にはまいる」

　私は伊吹さんの気持ちにまったく気がつかなかったのに？　でも……。

「あっ！」

「どうした？」

「そういえば専務に言われたんです。伊吹さんはオススメの優良物件だって。そのときはなんのことかわからなかったんですけど、それってもしかして……」

　私がそう言うと、伊吹さんはクスッと微笑む。

「完璧にバレてるわけだ。まいったな」

　私たちのボスはなかなか侮れない人のようだ。

「まぁ、その調子だと、もう仕留めてるとは思ってないみたいだな」

　口元を緩めて笑う彼は、なんだか楽しそう。

「どうしよう……。私、隠し通せるかな」

　専務に鋭い指摘をされたら、顔に出てしまいそうだ。

「なに焦ってるんだ。別にバレても構わない」

「でも……」

　社内恋愛禁止というわけでもないし、宮城専務の奥さまも元同僚だったと聞く。だからバレても構わないといえば、構わないけど……。会社でどんな顔をしていたらいいのか困ってしまう。

「今まで通りで大丈夫だろ」

「そんなこと言ったって……」

　私はあなたみたいにポーカーフェイスが得意じゃないんです。

「心配するな。会社でキスしたりはしない」

　彼が甘い声で囁くのでゾクッとしてしまう。

「まぁ、悠里がしてほしいなら、するけど？」

「え、遠慮させていただきます」

　本当にキスしそうな彼が怖い。

　フッと鼻で笑った彼は、私をからかっているに違いない。それがわかっているのに、心拍数が上がってしまう私って……本当に恋愛経験値が足りない。

「あっ、あの……今日は本当にありがとうございました」

　私は思わず話を変えた。これ以上彼のフェロモンを浴びていたら、窒息してしまいそうだ。

「プレゼントまでいただいてしまって……」

　彼にもらったネックレスは、早速ジュエリーボックスにしまった。

「いや、俺も楽しかったし」

　そう言いながら、彼は最後に冷風をかけて、きちんとクシでとかしてくれた。過保護なほどに甘やかされると、どうしていいかわからなくなってしまう。

「髪も、ありがとうございました」

　彼がクシを置いたので立ち上がろうとすると、そのままうしろから抱き寄せられて動けなくなった。

「今日一日一緒にいて、ますますお前のことが好きになった」

　それは私のセリフなのに。

「一緒に食器をそろえて、悠里との楽しい未来を想像するだけで、幸せだった」

「私も、です」

　食器がひとつずつ増えていくように、私たちの思い出もこれから増えていくだろう。

　そう考えると、心が弾む。

　こんなに幸せな気分にしてくれて、楽しい未来まで示してくれる彼の手を取って、本当によかった。

　温かな感情で心が満たされるのを感じながら彼の腕をギュッとつかむと、「悠里」と溜め息交じりの彼の声が耳に届く。それだけでビクッと震えてしまう私は、胸の高鳴りを抑えきれない。

「私……伊吹さんのことが、好き、です。ずっと、そばに置いてください」

　緊張で声が震える。でも、彼が何度も思いをぶつけてくれるように、私も好きだと伝えたくなった。

「当たり前だ。お前はずっと俺の隣だ」

　彼の腕に力がこもる。

「キス、して……」

　首を横に向け伊吹さんを見上げると、彼は目を丸くして驚いている。

　こんなこと、自分から言ったのは初めてだった。でも、どうしても彼のキスが欲しい。

「ダメだ。今キスしたら、止められる自信がない」

　彼は私を強く抱きしめながら、「ふー」と大きく息を吐き出す。

　いつも強引なくせに、私への気遣いは決して忘れない彼が、愛おしい。

「それでも……して……」

「悠里」

　私の名を口にした彼は、私を振り向かせて少し荒々しく唇を重ねた。それからすぐに舌で唇をこじ開け何度も角度を変えながら、私の熱を貪る。

「ん……」

　呼吸することも忘れてキスに没頭し、ようやく唇が離れたと思ったら……。

「悠里、愛してる」

　目を細める彼が、少し濡れた唇を再び私の唇に押しつけてくるから、もう頭が真っ白になってしまった。

　それから彼は、私を不意に抱き上げ寝室に運び、ベッドにそっと下ろす。

「後悔しないか？」

　優しい彼は、ここまで来ても私の意思を聞いてくれる。

「はい。私は伊吹さんが好きだから……」

「あんまりかわいいことを言うな。止まらなくなる」

　そう言った彼は、再び唇を塞いだ。

　続けて彼の舌が首筋を這い、大きな手が太ももを撫でる。マッサージしてもらうときとは違う優しい触れ方が、私の呼吸を乱していく。

「ん……」

　パジャマのボタンをあっという間に外され、ブラジャーの上から胸に触れられただけで甘い溜め息が漏れてしまうほど、気持ちが高ぶってしまった。

「好きだ」

　耳元でそう囁き耳たぶを甘噛みする彼は、ブラジャーの肩かた紐ひもを払い、露わになった胸をやわやわと揉みしだく。

　それだけで体がビクビク震える私は、彼につかまり必死に声を押し殺した。

　けれど彼は容赦しなかった。ずっと我慢させてしまったからだろうか、激しく私を攻めたてる。

「あっ……」

「もっと声聞かせて」

　思わず漏れた溜め息を拾われて、首を振る。

「声が出ないってことは、足りないってことだな？」

「ち、ちがっ……」

　不敵な笑みを浮かべた彼は、完全に主導権を握り、ますます私を翻弄し始めた。

「はぁっ、はぁ……」

　激しい愛撫のせいで呼吸が乱れに乱れると、彼は満足そうに微笑み、再び唇を塞ぐ。

「まだ足りないのか？」

　もう、わずかに残っている理性まで飛んでしまいそうなのに。

　慌てて首を振ると、彼は「悠里は我慢強すぎる」と切なげな顔をして私を見下ろす。

「もっと乱れて、もっと感じろ」

　彼のその言葉を合図に、もう声を抑えきれなくなってしまう。

「あぁっ、ダメッ」

「そうだ。もっと声聞かせろ」

「イヤッ……」

　恥ずかしくて手で口を押さえると、それを許さんとばかりに、彼は私の手を拘束しシーツに縫いとめた。

「悠里が我慢してると、ますますいじめたくなる」

「そんな……あっ」

　翻弄され、なにがなんだかわからなくなっていると、彼は私の頬を包み込み、まっすぐに見つめる。

「お前は俺のものだ」

　私だって、彼だけのものでいたい。そして彼も、私だけのもの。

「伊吹さん……」

　再びキスを落とす彼の髪に手を入れ、キスに没頭する。つながる唇から彼の愛があふれてくるような気がして、夢中になった。

「悠里……。悠里……」

　仕事のときとは違う余裕のない様子の彼は、私の名を何度も口にする。

　もう隠せなくなった甘い溜め息が漏れるたび、彼は少し苦しげな顔をして私を愛おしそうに見下ろす。

「もう離さない」

「伊吹さん……」

　私も、離れない。

　それから私たちは本能のままに強く抱き合い、乱れに乱れた。そして……。

　彼が艶めかしい溜め息と共に果てると、感極まってしまい、これまでにないほどの力で彼にギューッと抱きついてしまった。

「ごめん、歯止めが利かなかった。つらかったか？」

「はぁはぁ」と息を荒らげる彼が、心配げな顔をするので、首を振る。

　そうじゃない。すごくすごく幸せで、離れたくないと思ってしまったの。

「伊吹さん、キスして」

　伸び上がって彼の唇を求めた。

　すると、彼もまた私を強く抱き寄せ、今までとは打って変わって穏やかなキスをくれる。

　私の隣に横たわった彼の肩に顔をうずめると、彼は私の髪を優しく梳すいた。

「ちょっと激しすぎたな」

「ううん。平気です」

「ホントか？　それじゃあ今度はもっと激しい――」

「それはダメ！」

　もっと激しいって……これ以上は体が持たない。

　私が慌てて止めると、彼は「そんなにムキになるな」とクスッと笑う。どうやらからかわれているようだ。

「でも、覚悟しろ」

「なに、を？」

「もう我慢しない」

　それは、エッチを、ってこと？

　私が絶句していると、彼は私の額にキスをする。

「あっ、あの……」

「心配するな。疲れているときは勘弁してやる」

　ちょっと待って！　それって、それ以外は毎日って聞こえるんだけど……。

　でも彼はすこぶる真面目な顔をして、私を抱き寄せた。

　照れくさくてたまらない私は、しばらく彼の厚い胸板に頬をくっつけてしがみついていた。すると、最初はドクドクと激しかった彼の鼓動が、次第にゆっくりになってきて、私の高ぶりすぎた気持ちも元に戻ってくる。

「悠里」

「はい」

「幸せだな」

　伊吹さんが、しみじみとした様子でぽつりと言った。

「……はい」

　もちろん私も同じ気持ちだった。

「このまま眠ろうか」

　いったん私から少し離れてじっと顔を見つめる伊吹さんは、私の額にかかった髪をよけ唇を押しつけてくる。

「おやすみ」

「おやすみなさい」

　彼の大きな愛に包まれ心が満たされた私は、彼の腕の中で目を閉じた。




　翌朝、ゆっくり目を開けると、彼が私をまじまじと眺めているので、目が泳いでしまった。

　見つめられるのはいつものことだけど、すべてをさらけ出したあとだからか、恥ずかしくて恥ずかしくて……思わず彼に抱きつき顔を隠す。

「なんだ、誘ってるのか？」

「ち、がいます……」

「誘ってもいいんだぞ。お前なら何度でも抱ける」

　彼がそう言いながら覆いかぶさってくるから慌てふためく。

「伊吹さん、違います！」

　首をフルフル振ったけれど、彼は意味深な笑みを浮かべるだけだ。

「悠里は俺の好みをよく知ってるんだな」

「好み？」

「好きな女の困った顔に欲情するんだ」

　そんなの知らない！

「こ、困ってませんよ？　大丈夫ですよ？」

　慌ててそう言った瞬間、彼は「プッ」と吹き出す。

「面白すぎる。拒否するときまで、全力だ」

「面白くはないです……」

　それに、拒否というわけでもない。昨日のエッチは激しかったけど、我を忘れるほど気持ちよかったし、もっとあのまま抱き合っていたかったくらいだ。……でも、こんなに明るい時間に体をさらけ出すなんてこと、絶対に無理。

「まぁいい。そのうちお前のほうから抱いてくれって言わせてやるから」

　ニヤリと笑う伊吹さんは、私の唇に指を這わせる。

「えっ！」

　それもまた無理な話だ。私にはハードルが高すぎる。

「とりあえず、抱きしめるのはいいだろ？」

　動転している私を腕の中に誘いながら伊吹さんが魅力的な言葉を吐き出すから、素直にコクンとうなずいてしまった。










失恋未遂




　そして再び月曜がやってきた。

「広瀬。今日の会食の手配は済んでいるな？」

　家ではあんなに甘いのに、彼は会社に来ると途端にキリリとした顔つきになる。

「はい。十二時より料亭『菊きく川かわ』で、先方の社長のお好きなウナギを手配しました」

「俺は社長に同行する。この資料をそろえておいてくれ」

「かしこまりました」

　私は伊吹さんの指示にうなずいた。

　彼は厚いスケジュール帳を持ち宮城専務のところに顔を出したあと、同行前にデスクワークを始める。

　私も彼に指示された資料を集めるためにパソコンに向かっていると、「そろそろ社長と聡さんにコーヒーを」と伊吹さんに言われて席を立った。

　午前中はふたりとも内勤業務。月曜は決済しなければならない案件も多く、ひたすら書類の山を片付ける。

　社長にコーヒーを出したあと専務のところにも持っていくと、「コーヒー、変えたよね」と言われて驚いた。

「お気づきになられていましたか。以前、少し苦いとおっしゃっていましたので、別の豆にしました。お気に召さなければ、別のものを……」

「いや、そんなことまで気にしてくれたんだ。これ、うまいよ」

　彼はカップを少し掲げて微笑んでくれる。

「ありがとうございます」

　ちょっとしたことだけど、褒められるとうれしいものだ。

「あっ、二十四日、親父のほうに接待が入ってるんだって？」

「はい。そうですが」

「ごめんね。誕生日なのに」

　彼が少し申し訳なさそうに言うので、首をかしげる。だって、私は行く予定はないからだ。

　あ……。もしかして、伊吹さんに仕事が入っていてごめんという意味？

「いえ、私は同行いたしません。高畑室長が……」

「あっ、そうだったね」

　彼はごまかしたけど、やっぱり伊吹さんとの仲を疑っている気がする。

「親父、今日は『光みつ川かわ物ぶっ産さん』の社長と会食だっけ」

　続けて、彼は思い出したように言った。

「はい。十二時に予定が入っております」

「それも高畑さんが行くんだよね」

「そう聞いております」

　なにか不都合があるのだろうか。

「あの、なにかあれば今から呼んでまいりますが」

　私ではできない仕事があるのかと思ったけれど……。

「いや、俺は広瀬さんがいてくれれば充分だよ。今日は会議だけだしね」

　専務はそう言うけれど、一瞬険しい顔をした。

「……はい」

　不思議に思いつつ秘書室に戻ると、すぐに電話が鳴り、受話器を手にした。

「はい。宮城コーポレーション秘書室、広瀬です」

『私、光川物産の社長秘書をしております、梶かじと申します。高畑さんはいらっしゃいますか？』

　これから会食予定の相手の女性秘書からの電話だった。

「少しお待ちください」

　保留のボタンを押し、席を外している伊吹さんの所在を他の秘書に確認する。どうやら別のフロアに行っているらしい。

「お待たせしました。申し訳ございません。ただいま高畑は席を外しておりまして、折り返しお電話させていただきます。念のために、ご連絡先を――」

『そう。それならいいです。今晩空けておいてとだけ伝えていただけますか？』

　梶さんの言葉に、妙な胸騒ぎがする。

　今晩って……仕事？　光川物産社長との予定は昼だけで、夜はなにも入っていないはず。どういうことだろう。

「かしこまり、ました」

　疑問は深まるばかりだが、そう答えることしかできず、電話を切った。

　それから十分ほどして、伊吹さんが秘書室に戻ってきた。

「高畑さん、先ほど光川物産の社長秘書の梶さんからお電話がありました」

　私がそう言うと、早速書類を手にしていた彼の眉間にシワが寄る。

「それで？」

「はい。折り返し電話を入れるとお話ししましたが、『今晩空けておいて』と伝えてほしい、と」

「わかった」

　彼が険しい表情を見せたのは一瞬だけ。いつものポーカーフェイスに戻り、書類を読み始めた。

　梶さんとは知り合いなのだろうか。

　私は自分の席に戻ったものの、なんだか胸がざわついて仕事がはかどらなかった。

「広瀬、もうそろそろ出る。車を回すように手配して」

　十一時過ぎになり、伊吹さんが立ち上がる。

「はい」

　彼は私が運転手に内線を入れている間に、秘書室を出ていった。

　結局、なにも聞けなかった。梶さんのことが気になって仕方ないのに、ここでは上司と部下。私的な会話は慎むべきだ。

　社長は伊吹さんを送り出したあと、モヤモヤした気持ちを抱えたままキーボードを叩いていると、誤字が続出していることに気がつき、慌てて修正した。

　ダメだ。彼にふさわしい彼女になりたいのなら、こんなことくらいで動揺していないで仕事をきちんとこなさなきゃ。

　私は気合いを入れ直し、午後の仕事も踏ん張った。

　十五時を過ぎた頃、伊吹さんがいったん秘書室に帰ってきた。だけど社長にはすぐに次の予定が入っていて、彼は必要な書類を持って慌ただしく出ていってしまう。

　宮城専務のほうの会議は、私が出席する必要もなく、今日は比較的楽なスケジュールだった。

　こういう日にできることは済ませておかなければと、今後会議で必要になりそうな資料を各部署に手配したり、訪問した企業へのお礼状をしたためたりしていると、十八時過ぎになって、やっと伊吹さんが戻ってきた。

「お疲れさまでした」

「お疲れ」

　一日中動き回り、心なしか疲れたような顔をしている彼にコーヒーでも淹れようかと思ったのに、彼はデスクの上を片付け始める。

「広瀬、悪いが今日は先に失礼する」

「はい。お疲れさまでした」

　彼がこんなに早く帰るのは珍しい。どうしたんだろう。

　呆然として彼を見送りながら、頭の中で『今晩空けておいて』という梶さんの声がリフレインする。

　彼女に会いに行ったの？

　そのとき、デスクの上の内線が鳴った。

「はい。広瀬です」

『お疲れさま。高畑さんいる？』

　宮城専務だった。

「すみません、先ほど帰りまして……」

　そう言いながら、彼が今日の光川物産社長との会食に、『高畑さんが行くんだよね』と念を押してきたのを思い出した。

　あれはどういう意味だったんだろう。

『えっ、仕事人間なのに、珍しい』

「そう、ですね……」

　私はちょっと動揺していた。

『じゃあ、広瀬さん、ちょっといい？』

「はい」

　私はすぐに専務のところに向かった。

「ごめんね。あのさ、高畑さんにもらった資料のことなんだけど、広瀬さんでもわかるかな？」

　彼は、とある資料を私に差し出す。

「はい。これでしたら、私が探しましたので」

「よかった。この売り上げのデータ、どこから持ってきた？　もう少し内訳を知りたいんだ」

「こちらですね。パソコンをお借りします」

　彼のパソコンを借りてデータを呼び出すと、「おぉ、これが欲しかったんだ。さすがだね」と褒めてくれる。

「いえ。お役に立ててよかったです」

　重役に渡す資料はその裏側まで読み込んでおけというのが伊吹さんの口癖。いざというときに重役に恥をかかせてはならないからだ。

「それにしても、高畑さんがこの時間にいないのは珍しいね。いや、もちろんあれだけ働いてもらってるんだから、いいんだけど」

「……はい」

　社長はもう既に帰宅しているとはいえ、まだ宮城専務がこうして働いているのに帰るのは異例のことだ。

「あの……光川物産の社長秘書を、専務もご存知ですか？」

　私が思いきってそう尋ねると、彼が一瞬視線を泳がせるので妙に気になってしまう。

「うん。俺も社長と会食したことあるからね。でも、秘書がどうかした？」

　すると逆に質問されてしまい、慌てて首を振る。

「いえ。先ほど電話を取りついだので気になっただけです。すみません、コーヒーお持ちします」

　私は慌ててフロアを出た。

「ふー」

　専務に余計なことを聞いてしまったかもしれない。変に思われただろうか。でも、梶さんのことが気になって仕方ない。

　コーヒーを淹れて再び戻ったところ、彼は書類に目を落としていた。

「どうぞ」

「ありがとう」

　彼はいちいち私の顔を見てお礼を言ってくれる。

「それでは、またなにかありましたら、お声がけください」

「うん。でも、もう少しで俺も帰るから、広瀬さんも早く帰りなよ」

「ありがとうございます」

　私が頭を下げ出ていこうとしたとき、ふいに専務が「高畑さんは」と口を開くので、驚いて足を止めた。

「大丈夫だよ。あの人、けっこう一途だと思うよ」

　彼はそう言いながらニッコリ笑う。

「えっと……あの……」

『それはどういう意味でしょう？』と聞き直そうかと思ったけど、なんとなく墓穴を掘りそうな気がして、「失礼します」とそのまま部屋を出てしまった。

　そして、お盆を抱えたまましばし立ち尽くす。

　私があんなことを聞いたから、付き合ってるって完全にバレちゃった？

　でも、取締役就任前から伊吹さんと付き合いがあるという専務が『大丈夫』と言ってくれたので、なんとなくホッとした。

　その日は宮城専務のお言葉に甘えて、それからすぐに帰宅した。

　とはいえ、ひとり分の夕食を作る気にもなれない。

　伊吹さんに夕飯はいらないと言われたわけではないけれど、きっと今頃梶さんと一緒なのだから、いらないだろう。

　ソファでボーッと膝を抱えていると、突然チャイムが鳴り、驚いた。

　誰だろう……。

　ドアホンで確認してみれば、そこには、伊吹さんと同じくらいの歳だろうか。サラサラの長い黒髪をなびかせ、鼻筋がスッと通ったいわゆる〝美人〟の女性が映っていた。

　彼女は酔っているのか、少しトロンとした目をしている。

「はい」

　部屋を間違えているのかもしれないと思いドアホンに出ると、彼女は『伊吹？』とたしかに口にした。

　誰、なの？　しかも、『伊吹』って呼び捨てにしてるし……。

『ねぇ、もうちょっと付き合いなさいよ。今日、泊めて？』

『泊めて』って……。しかも、『もうちょっと』ということは……梶さん？

　そういえば、今日の電話の声と似ている。

　彼女が梶さんだとしたら、家まで知っているって……やはり単なる取引先の秘書なだけじゃない。

　途端に心臓が暴れだし、言うことを聞かなくなった。

『開けなさいよぉ』

　酔った様子の彼女は、大きな声で叫び続ける。

　このままでは迷惑がかかると思った私はエントランスまで駆け下り、彼女に声をかけた。

「あの、伊吹さんはまだ帰ってません」

　私がそう言うと、少し頬の赤い彼女は怪訝な顔を向ける。

「あなた、誰？」

「私は……」

　尋ねたのは彼女のほうなのに、私が口を開いた途端それを遮り、「へぇ、女の趣味、変わったのね」と全身を舐めるように見られてしまった。

「あなた、伊吹に遊ばれてるのに気づいてないんだ。何番目の女かしらね」

　彼女は挑発的な言葉で私をなじる。

「お帰りください」

「伊吹がいないなら用はないわ。でも、伊吹ほどの男がこんな小娘に引っかかるなんてね。まぁ、たまには違う味も食べたいってところかしら」

　フフ、と意味深に笑う彼女は、「今度抱いてって言っておいて」なんて、とんでもない言葉を置き土産にして帰っていった。

　放心状態で部屋まで戻り、玄関でそのままヘナヘナと座り込む。

　彼女は、大人の色気たっぷりの女性だった。完璧な伊吹さんの隣を歩くのに、充分な魅力を兼ね備えていた。

　大手商社の社長秘書をしているということは、仕事の面でもできる女性なのだろう。そして、伊吹さんに『泊めて』なんて簡単に言える間柄なのは間違いない。

　彼女が伊吹さんのタイプなら、私はまるで正反対。彼女の言う通り、ちょっと違うタイプとも遊んでみたかった、ということ？

　さっき専務に『大丈夫』と言ってもらえたばかりなのに、途端に自信がなくなってしまった。

　紳のときと同じように、また私は捨てられる……。

　気がつくと、キャリーバッグに荷物を詰め始めていた。

　そして、数日分の着替えと日用品でパンパンになったバッグを持って、部屋を飛び出す。そのとき、玄関のプリザーブドフラワーを見てしまい、楽しかったデートを思い出してしまったからか、余計に胸が痛い。

　でも、郵便受けに鍵を返すのも忘れなかった。

　伊吹さんと新しく一歩を踏み出して進んでいけるものだとばかり思っていたのに。

　勝手に涙があふれてきて、街のネオンがぼやけてしまう。

　どうしよう……。もう前の部屋は解約してしまった。行くところがない。

　仕方なく近くのビジネスホテルに片っ端から電話をして、やっとひと部屋見つけることができた。

　チェックインを済ませると、ホッとしてまた涙があふれてくる。

　そのとき、バッグの中のスマホが震えているのに気がついた。慌てて取り出したところ、伊吹さんからの電話だった。

　だけど、出ることなんてできない。梶さんとの関係が本当で、私とは遊びだったと言われたら、もう立ち直れない。

　私は現実を受け止めきれないでいた。

　電話が切れたあと、彼からの留守番電話を示す表示がずらっと並んでいることに気がついた。

『悠里、どこにいる？』

　どこかにちょっと出かけただけだと思ったのか、最初は彼の声も落ち着いている。でも……。

『どうして鍵が置いてある？　どこにいる？』

　鍵の存在に気がついてからの彼の声は、心なしか震えていて焦っていることもわかる。

『無事なのか？　お願いだ。出てくれ』

　懇願するような彼の声を聞き、心が揺れる。

　でも私は、大人じゃないの。別の女性の影があっても平気な顔ができるほど大人じゃ……。

　すべてのメッセージを聞き終えたあと、私はスマホの電源を落とした。

　今、彼から電話があっても、どうしても出る気にはなれない。

　ひとりで狭いベッドに入った途端、涙がこぼれる。

　彼が抱きしめてくれない夜は、こんなに寂しかっただろうか。

　やっと身も心も結ばれて、ずっと手をつないで生きていくのだと思っていた。でも、『今度抱いてって言っておいて』という梶さんの言葉が頭から離れない。

　ちょっとつまみ食いされただけなのに、舞い上がっていたんだ、私。決して無理やり抱こうとはしなかったのも、私を信用させるための策略だったの？

　もう、なにを信じたらいいのか、わからない。

　私は布団を頭からかぶり、ひたすら涙を流し続けた。




　それでも朝はやってくる。結局ほとんど眠ることもできず、泣いたせいで腫れた目を必死に冷やしてメイクを施した。

　もう一泊できるように予約をして会社に向かったけれど、どんな顔をして伊吹さんに会えばいいのかわからない。スマホの電源は怖くてまだ入れていない。

　梶さんが家に来たことを知らない伊吹さんは、きっと私が勝手に飛び出して呆れているだろう。

　でも昨日は、冷静に伊吹さんと話なんてできそうになかった。

　なにも用がないのに、始業時刻ギリギリで秘書室に飛び込んだなんて初めてだった。

　うつむき気味に自分のデスクに向かうと、目の前に大きな壁が立ちふさがった。伊吹さんだ。

「おはよう、ございます」

「おはよう」

　目を合わせることなく挨拶をすれば、彼はいつもの調子で返してくれる。でも、どいてくれない。

「広瀬。顔を上げろ」

　上司にそう言われれば、視線を上げないわけにいかない。恐る恐る彼の顔を見ると、珍しく血走った目をしていて、ハッとする。

　眠ってないんだ……。私のこと、どうしてそこまで心配してくれるの？　遊びだったのなら、放っておけばいいのに。

「デスクに置いてあった資料、補足が欲しい。リストを上げておいたから午前中にそろえてくれ」

「承知、しました」

　上司の彼は、いつも通り私に指示を出す。でもその目が少し悲しげに見えるのは気のせいだろうか。

「それと、社長と聡さんにコーヒーを」

「はい」

　彼に頭を下げ、すぐにコーヒーを淹れるために給湯室に向かった。

「はー」

　大きな溜め息が出てしまう。

　こんな調子で大丈夫だろうか。彼のことが好きになってしまった今、冷静な顔をして隣に座っていられない。

　社長のところにコーヒーを運んだあと専務のところへ行くと、彼は一瞬顔をしかめた。

「広瀬さん、体調悪い？」

「いえ。そんなことはありません」

「でも顔が真っ青だよ。高畑さんもすごい顔してたし……なにかあった？」

　たしかに、伊吹さんの目も真っ赤だった。

「私は昨日ちょっと眠れなくて……。室長のことはわかりません」

「そっか。実は昨日、広瀬さんが帰ってからすぐに高畑さんが帰ってきてね」

　彼は私の目をじっと見つめながら口を開く。

　なんだか心を読まれているような気がして、思わず視線を床に落とした。

「そう、なんですか？」

　それじゃあ、梶さんと過ごしたのは、ほんの少しの間だけなの？

「うん。仕事が残っているのを思い出したとは言ってたんだけど、その割にはまたすぐに帰ったんだよね。広瀬さんがまだ仕事をしていると思って戻ってきたのかなと思ったんだけど……」

　どうしてわざわざ戻ってきたのだろう。急ぎでやらなければならなかった仕事もなかったはずだ。

「そう、ですか……」

　それからすぐに家に帰り、私がいないことに気がついたのだろう。

　さっきの伊吹さんの顔を見れば、心配をかけたことはわかった。でも、梶さんにあんなことを言われて、彼を待っているなんてこと、私にはできなかった。

　秘書室に戻ると、伊吹さんは他の秘書と打ち合わせをしている。

　私は、彼に言われた通り資料を探し始めた。そして、それがすべて整ったところで、伊吹さんに提出した。

「先ほどの資料の補足です。これでよろしいでしょうか」

　実に事務的に、できるだけ冷静に。今ここにいるのは、私の愛する伊吹さんではない。上司の高畑室長だ。

「あぁ、これで充分だ。俺は午後から社長に同行する。来週のスケジュールチェックと手土産の手配を頼む」

「かしこまりました」

　伊吹さんもいつものサイボーグだった。冷静沈着な彼らしく、声色ひとつ変えず淡々と私に指示を出す。

　伊吹さんは今日も忙しく、昼休憩も取れなかった。

　手土産を買いに出た私は、野菜ジュースを見て、とっさに彼の顔が頭に浮かんだ。けれど距離を置きたくて、買って帰ることはしなかった。

　そして伊吹さんが出かけた瞬間、やっと肩の力が抜けた。

　この恋心が本当は一方通行だったのかもしれないと思うと、胸が張り裂けそうだった。それも、失恋ならまだしも、遊ばれただけなのなら、なおさら……。

　伊吹さんのことを信じたいのに、梶さんの言葉が強烈すぎて簡単にはいかない。それに、寝不足のせいか頭が痛い。

　私はポーチに入っていた鎮痛剤を飲み、なんとか仕事に戻った。

　伊吹さんは夕方になり一度戻ってきたけれど、すぐに秘書室を出ていってしまった。忙しく走り回っている彼とは、仕事中にプライベートな話なんてできる時間はない。でも、それが今はありがたい。

　十八時頃になり、彼はようやく秘書室に戻ってきた。

「広瀬、十八時半に車を手配して」

「はい」

　今日は急きゅう遽きょ、接待が入った。昼に訪問した会社の社長と意気投合した社長が、突然言いだしたのだ。

　明日の二十四日も接待が入っていてハードスケジュールすぎるからと伊吹さんは止めたようだけど、社長の気持ちは変わらなかったらしい。

　私が運転手に内線をかけている間、彼は書類の山を片付けている。そして……。

「広瀬、ちょっと」

「……はい」

　突然彼に会議室を指差され、呼び出されてしまった。

　でも今日は、ふたりになりたくない。とはいえ、上司の指示に対して『イヤです』と言えるはずもなく、私はおとなしく彼についていった。

「あの、なにか？」

　会議室に一歩足を踏み入れると、意を決して口を開いた。

「とりあえず、座って」

「……はい」

　私が一番手前の椅子に座り、伊吹さんは九十度の位置に座る。

　机の上で大きな手を組んだ彼は、眉をひそめ苦しげな顔をした。

「俺はこのまま出なくてはならない。でも、大切な女が所在不明で、気が狂いそうだ」

　そんな彼の発言を聞き、一瞬、息ができなくなる。

　私のことを『大切な女』と言ってくれるの？　……ううん、違う。彼にとって私は、『違う味』にすぎない。梶さんのような大人の美人な女性に飽きたから、私と遊んでみただけ。

　自分にそう言い聞かせて、彼への恋心にブレーキをかける。

　押し黙り、唇を噛みしめていると、彼は再び口を開いた。

「今日は、帰ってくるか？」

　怒っていると思った伊吹さんの声は優しく、彼が好きだという強い気持ちがあふれ出てしまいそうになる。それでもグッとこらえて首を振ると、彼は大きな溜め息をついた。

「梶のことを気にしているんだろうが、今ここで話すことではない。せめて、どこにいるのかだけ教えてくれ」

　私をまっすぐに見つめる彼の目は、真剣そのものだった。

　それでも私は無言で小さく首を振る。

　だけど彼はあきらめない。

「頼む」

　これほどまでに苦々しい顔をして私に頼み事をする彼なんて、記憶にない。胸が張り裂けそうに痛い。

「……『第だい一いちプラザホテル』です」

　根負けするように、私はホテルの名前を口にした。

　いや、根負けしたのではない。きっとまだ彼とつながっていたかったのだ。

「わかった。今日はもう帰れ。顔色が悪い」

　最後まで私の心配をする彼は、すぐに接待へと向かった。

　今日は珍しく宮城専務も早めの帰宅。担当役員がふたりともいなくなった私も、帰ることにした。

　といっても、帰る場所は寂しいビジネスホテルだ。

「誕生日、だったのにな……」

　明日は私の誕生日。ひと足早く祝ってくれた彼とやっと結ばれたばかりなのに、まさか彼の家を出ることになるなんて、思ってもいなかった。

　彼にもらったダイヤのネックレスは、今日はつけられなくてバッグに大切にしまってある。

　あのとき『毎年、俺に祝わせてほしい』と言われて、どれだけうれしかったか……。

　つい数日前の出来事を思い出せば、どうしても涙がこぼれてしまう。

「伊吹、さん……」

　彼の名前を口にすると、余計につらさが増してくる。

　今度こそ、幸せになれると思ったのに……。

　そんなことを考えていると、昨日寝ていないせいか、まぶたが降りてきた。

　――トントン。

　ドアがノックされているのに気づきハッと時計を見れば、深夜〇時を回っている。

　こんな時間に誰？と一瞬、思ったけれど……。

「伊吹、さん？」

　私がここにいると知っているのは彼しかいない。

　戸惑いながらもドアを開けたのは、きっと心の底では彼に会いたくてたまらなかったから。

　ドアをほんの少し開けると、やっぱり彼がいた。

「悠里……」

　その手には、抱えきれないほどの真っ赤なバラが。

「伊吹、さん……」

「誕生日、おめでとう」

　彼がそのバラを私に差し出したとき、もう今日が誕生日なことに気がついた。

　もしかして、今日の夜はまた接待で遅くなるから、今？

　唖然としながらバラを受け取った瞬間、鼻の奥がツーンとしてきた。

「入っても、いいか？」

　私は伊吹さんの言葉にコクンとうなずいてしまった。

　狭いシングルの部屋は大きな彼が入ると少し息苦しい。いや、息苦しいのは、大好きな人が目の前にいるからだ。

「どうしてもおめでとうが言いたかった。本当は家で言いたかったけどな」

　彼は苦々しい顔を私に向ける。

「ごめんな、さい……」

　うつむいてそう言うことしかできない。

　すると彼は私の腕を引き、ベッドに座らせる。

「顔色が悪い」

　伊吹さんだって……。

「こんなに一日が長く感じたのは、生まれて初めてだ」

　彼は膝をつき、花束をギュッと抱く私の視線まで下りてくる。

「梶とは昔付き合っていた。仕事で知り合い、そういう関係になった。といっても、付き合っていたのは三カ月だけだ」

　やっぱり、そういう関係だったんだ。でも、昔、なの？　今も、じゃないの？

　彼の強い視線を感じるのに、顔を上げられない。

「もちろん、真剣に付き合っていたつもりだ。だけど、価値観があまりに合わなくて、すぐに別れた」

「……今、は？」

　震える声でそう尋ねると、彼は私の手を握る。

「今は仕事上の付き合いだけ。昨日呼び出されて驚いたけど、『好きな女がいるから、プライベートでは二度と会わない』とはっきり伝えてきた」

　だからすぐに会社に帰ってきたの？　でも……。

「そんなの、電話で言えます」

「うん。その通りだ」

　だったら、どうしてわざわざ会いに行ったの？　懐かしい恋人に声をかけられて、揺らいだんじゃないの？

「アイツ、男にフラれたから慰めろって……」

「フラ、れた？」

　予想外の言葉が返ってきて思わず顔を上げると、彼は小さくうなずいた。

「ヤケ酒するから付き合えって。だから一応、指定された店には行った。でも、一杯だけ付き合ってすぐに帰った。それも断るべきだったと反省してる」

　もう別れたとはいえ、一度は好きになった人が自暴自棄になっているのに、放っておけなかったんだろうか。だけど……。

「梶さんに……今度抱いてと伝えてくれと言われました」

「アイツに会ったのか？」

　私がうなずくと、彼は「はー」と溜め息をついて天井を見上げる。

「ごめん。アイツが悠里をそんなふうに傷つけたなんて、少しも知らなかった。出ていかれても、仕方ないな……」

　彼は顔をしかめて唇を噛みしめる。

「でも俺は、悠里のことが好きなんだ。こんなに俺の心をかき乱すのはお前だけだ」

　彼は必死に訴えてくるけど、信じるのが怖い。

「伊吹さんが好きなのは、梶さんみたいに大人な女性なんでしょ？　私なんて、まるで正反対で……」

　それが本音だった。あんなに色気のある女性と付き合っていた人が、私みたいな子供を相手にするなんて、おかしい。

「魅力だらけじゃないか。一瞬一瞬を全力で生きている悠里は、俺にはまぶしい存在だ。それに、ちょっとウブなところもかわいくてたまらない」

　彼はそう言いながら私の顔を覗き込む。

「悠里を傷つけたのは俺だ。だから悠里になにか言える立場じゃないことはわかってる。でも、お前が好きなんだ。お前がいなくなって、その気持ちを再確認した」

　眉をひそめ苦しげな顔をする彼は、私から視線を外そうとしない。そして……。

「愛してるんだ」

　そのひと言に、心が大きく動いた。

「私、だって……」

　涙がポタリとこぼれる。

　私だって、あなたを愛してる。あなたのいない夜がどれだけ寂しいのか、昨日ひと晩で思い知った。あなたの大きな手が、どれだけ私の心を安らかにしてくれていたのか、よくわかった。あなたの存在は、もう私の一部なの。

「悠里……」

　彼の声が震えている。こんなに自信なさげな彼を初めて見た。

「俺に一生、愛させてくれ」

　その言葉に、完全に涙腺が崩壊した。

　彼は私を優しく引き寄せ、肩で泣かせてくれる。

　しばらくそのままでいたあと、彼は突然、「今から、梶のところに行く」と言いだした。

「えっ？　どうして？」

「梶の前で、悠里が一番大切な女だと宣言する」

　伊吹さんがそんなことを言うのに驚きすぎて、一瞬思考が止まる。

「そんなこと、してくれなくても……」

　それに、今からって……もう真夜中だ。

「梶にも、適当なことを言って悠里を傷つけたことを、謝らせる」

　彼の決断力と行動力は仕事でもう充分すぎるほど知っているけれど、こんな形で発揮しなくても……。

　でも、私への気持ちがいい加減なものではないときちんと示してくれようとしているのは、伝わってきた。

　彼はすぐに私を連れてホテルを飛び出した。ハンドルを握る彼は、それからなにも言わない。

　でも、隣にいるだけでホッと気が抜ける。

　ホテルから二十分ほどのマンションの前で彼は車を停めた。そして……。

「ここだ。アイツと別れてからここに来たのは初めてだ。神に誓うよ」

　彼は真剣な顔で助手席の私を見つめる。

　伊吹さんは車を降りた私のところにやってきて強く手を握り、大切な商談のときのようなキリリとした顔をして、マンションの中に入っていく。

　しかし、エントランスでチャイムを鳴らしたものの、梶さんは反応しない。もう午前一時を回っているのだから、眠っているに違いない。

「伊吹さん、もう……」

　彼が私のことを本気で想ってくれているとよくわかった。だから、もう……これで充分だ。

「いや、俺の気持ちが収まらない。悠里がどれだけ苦しんだのか、ちゃんと梶にもわかってもらう」

　彼はそう言ってスマホを取り出し、電話をかけ始めた。しばらく出ないようだったけど……何度もかけ続けていると、つながったようだ。

「もしもし、高畑だ。今すぐ玄関を開けてくれ」

　秘書のくせに、実に乱暴な言い方だった。でも、彼の怒りが伝わってくる。

「なんで、じゃない。今、下にいる」

　彼がそう言うと、オートロックのドアの鍵が解除された。

「悠里。行くぞ」

「……はい」

　真摯な眼差しで私を見つめる彼に手を引かれ、あとに続いた。

　五階のとある部屋の前で足を止めた伊吹さんは、ためらいもせずチャイムを押す。

　するとすぐにドアが開いた。

「もー、何時だと……」

　ひどく不機嫌な梶さんは、伊吹さんのうしろに立っている私を見つけて、あんぐりと口を開ける。

「何時だろうが関係ない。悠里はずっと苦しんでたんだ」

　伊吹さんがそう言うなり、梶さんの顔が青ざめた。

「それと、俺は悠里にしか興味がない。今後抱くのは悠里だけだ」

　そんなことを人前で堂々と宣言しなくても……と思ったけれど、彼の瞳は真剣そのものだった。

「そんなに怒らなくてもいいでしょ。悪かったわよ。でも、あなたが私を置いてさっさと帰るのが悪いのよ？　慰めてくれたっていいでしょ？」

　梶さんはふてくされ気味にそう言うけれど、悪いと思っているのか彼と視線を合わせようとはしない。

「俺が一番大切なのは悠里だ」

　伊吹さんも一歩も引かない。

「ちょっと……しーっ」

　伊吹さんの声がどんどん大きくなるのに慌てた梶さんは、「とりあえず、入って」と玄関に入れてくれる。

「腹が立ったのよ。人がフラれたって言ってるのに、『俺には大切な女がいるからお前のために時間は割けない』って……。嘘でもいいから『つらかったな』とか言ってくれたっていいじゃない」

　うつむき加減で、やはり視線を逸らしたまま彼女はそう言った。

「俺は嘘がつけないたちでな。真実はただひとつだ。俺が愛しているのは悠里だけ。悠里を傷つけたこと、ちゃんと謝ってくれ」

　梶さんに反論しているだけなのに、彼の言葉には私への気持ちがあふれるほど詰まっていて、聞いているほうが恥ずかしくなってしまった。

「もう、わかったわよ。ごめんなさい」

　すると梶さんは根負けしたのか、私に向かって頭を下げる。

「不幸のどん底にいるときに、メチャクチャ幸せそうな顔してるこの人に、すごくムカついたの。だからちょっと悔しくて……嘘ついちゃった、かも」

「『ついちゃった』、じゃないだろ！」

　仕事で私を叱るときの目をした彼は、梶さんをじりじりと追い詰める。

「そうよね、ごめんなさい。あれ、全部嘘だから。伊吹に何人も女がいるとか……」

「お前、そんなことまで言ったのか！」

「あ、聞いてなかった？」

　慌てふためく梶さんは、私にもう一度深く頭を下げる。

「ホントにごめんなさい。この人かなり堅物だから、そんなこと絶対にないよ？　私には堅すぎて重くなっちゃったっていうか……もう少し楽な恋愛がしたかったのよね」

　梶さんの言葉が信じられなくて、唖然としてしまった。

　それで別れたの？　まっすぐに愛してもらえるのは、この上なく幸せなことなのに。

「別れてから、伊吹の魅力がようやくわかったのよね」

　突然声のボリュームが下がった彼女の瞳が潤みだす。

「でも、遅かったみたい。バカね、私」

　もしかして……伊吹さんを誘ったのは、単に彼氏と別れて寂しかったからじゃなくて、ヨリを戻したかったのかも。でも意地を張って、そう言えなかったんじゃ……。

　私が伊吹さんに恋い焦がれて苦しいように、彼女も苦しいのかもしれない。

「梶さん、あのっ……伊吹さんとちゃんと話してください」

　私がそう言うと、伊吹さんが目を見開く。

「悠里？」

「伊吹さん、私、外で待ってますから」

　あなたが私のところに戻ってきてくれると、信じて待っているから……。

「えっ、そんなの、いいのよ？」

　梶さんは私に首を振るけれど……。

「私は伊吹さんが好きです。だから、ずっとそばにいたいです。……これが私の気持ちです。梶さんもちゃんと伝えてください」

　私は彼女にそう伝えて、そのまま部屋を出た。

　マンションのエントランスで待っていると、伊吹さんはそれから十分ほどしてやってきた。

「悠里」

　彼はさっきまでとは違う柔らかい表情をしている。

「よかった。来てくれた」

「当たり前だ」

　なんだか胸がいっぱいでうつむいてうなずくと、彼は優しく私を抱き寄せる。

「アイツの気持ち、ちゃんと聞いてきた。俺の気持ちも伝えてきた」

「はい」

　これでよかったのか、わからない。彼の愛情が自分に向いているとわかっていて、彼女に胸の内を告白させるなんて、ひどいことをしたかもしれない。

　でも、私には彼女がそうしたがっているように見えた。そして、気持ちに区切りをつけて、前に進もうとしていると感じた。そうでなければ、過去の話でもなんでもして、私と伊吹さんの仲をもっとかき回しただろう。

　それから私たちは再び車に乗り込んだ。

「悠里。お前にホテル暮らしなんてさせられない。戻ってきてくれないか」

　エンジンをかけた彼は、私の方に顔を向けそう言う。

「私……ホントは、すごく嫉妬しました。あんなにポンポン言いたいことを言える間柄の梶さんがうらやましかった」

　さっき、ふたりの会話を見ていてそう感じた。

〝上司と部下〟という関係から始まった私たちが、あんなふうに言い合えないのは仕方がないかもしれない。でも、伊吹さんと梶さんの間にはなんの壁もないように見えて、私もああなりたいと思った。

「バカだな。悠里にそこまで言えていないとしたら、俺がお前のことが好きすぎるからだ。もし迂う闊かつなひと言で悠里に愛想を尽かされたらと思うと、知らず知らずの間にブレーキがかかる」

　彼はそう言いながら私の頬に手を伸ばして優しく触れ、私の目をじっと見つめる。

　それは、私もかもしれない。彼に嫌われたくなくて、呑み込んでしまう言葉がある。

「私……伊吹さんにもっと近づきたい」

「俺もだよ、悠里」

　彼が優しく微笑んでくれると、私も笑える。

「帰ってきて、くれるか？」

　彼のひと言に、私はコクンとうなずいた。

　それから帰った彼の部屋は、たった一日留守にしただけなのにもう懐かしく感じる。

　それくらい私にとって長い一日だった。

「悠里」

　リビングに行った瞬間、彼は私を抱き寄せた。

「ずっと俺のそばにいてくれ」

　懇願するような彼の囁きに、心が震える。

　私も離れたくない。最初は戸惑いばかりだったけれど、今、彼はかけがえのない人になっている。

「はい」

　私も彼の背中に手を回しギューッと抱きつくと、彼はいっそう手の力を込めた。

「バラ、ありがとうございました」

　ネックレスだけで充分だったのに、まさかこんな演出までしてもらえるとは思っていなかった。

「いや、俺の気持ちはバラくらいじゃ伝わらない」

　ううん。充分すぎるほど伝わっている。彼に愛されていると感じる。

「悠里、もう二度と俺の目の前からいなくならないでくれ。悠里が出ていったのだとわかった瞬間、血の気が引いた。あんなに動揺したのは、生まれて初めてだった」

　彼は私の頭を抱えるように抱きしめ、決して離そうとしない。

「私だって……いつまでもそばにいたいです」

　もう二度とあんなに寂しい夜はごめんだ。どれだけ素敵な女性が現れたとしても、彼を渡したくない。

　私がそう返事をすると、彼はやっと腕の力を緩めた。そして……。

「愛してる」

　一点の曇りもない彼の瞳が私を捉え、唇が重なった。

　しばらくして唇が離れていっても、彼の熱が残ったままで幸せな気持ちが込み上げてくる。

　少しはにかむ彼もまた、同じように思ってくれているのだろうか。額と額を合わせたままで、離れようとしない。

「ずっとこうしていたいな」

「私も……」

　そして引き寄せられるように再び唇が重なった。

　甘いキスの余韻を引きずりながら伊吹さんの腕に包まれていると、彼はゆっくり私の体を離す。

「悠里、疲れただろう。明日も仕事だ。もう寝よう」

　時計を見ると、もう午前二時だった。

「はい。でも、このバラを活けなくちゃ」

「そうだな」

　抱えきれないほどのバラは、この前、雑貨店で購入した花瓶に収まった。

「きれい……」

「悠里のほうがきれいだよ」

　彼の発言はいちいち私の鼓動を速める。しかも、うしろから私を抱き寄せる彼の吐息が耳にかかって、胸が苦しいほどだ。

「今日は寝よう」

「はい」

　彼の充血した瞳は、昨日私と同じように眠れなかったことを示している。

　今晩はまた接待だ。早く眠らせてあげなくちゃ。

　着替えて寝室に行くと、彼はもうベッドに入っていた。

「伊吹さん、寝ちゃいました？」

　彼にそっと声をかけると、目を閉じたまま手を伸ばしてきて私を捕まえ、腕の中に誘う。

「お前の場所は、ここ」

　伊吹さんはそんなことを言いながら、私の額にキスを落とす。

　それからすぐに彼の寝息が聞こえてきた。

　こんなにヘトヘトなのに私のために走り回ってくれたんだ。

　そう考えると、頬が勝手に緩んでくる。

　そして幸せな気分のまま、私も目を閉じた。










秘書室室長の独占欲




　昨日あんなに限界に見えたのに、会社に行くと疲れた顔ひとつ見せない彼を尊敬する。

「広瀬、手土産の準備は？」

「はい、できております」

　今日は十一時から社長と専務に大切なアポイントが入っている。

　傘下の不動産部門で大手スーパーとの契約が成立して、かなり大きなプロジェクトが進行しつつあり、そのスーパーの上層部と昼食を共にすることになっているのだ。

　長年親交のある社長自らそのお礼をし、宮城専務を将来のグループトップとして紹介するのも目的のひとつらしい。

「午後は、聡さんに会議が入っている。この資料を追加で届けてくれ」

「承知しました」

　会議に関する資料は、もう先週提出済み。だけど専務から追加の要請があったのだろう。

　私は伊吹さんから手渡された資料を持って専務の部屋に向かった。

「おはようございます」

「広瀬さん、誕生日だね。おめでとう」

　彼はいつになく爽やかな笑顔で私を迎えてくれた。

「ありがとうございます」

　専務からもお祝いの言葉をもらえて感激だ。

「今日は顔色がいいね」

「すみません。昨日はご心配をおかけしました。あの、これを室長から預かりました」

　私が資料を渡すと、彼はすぐに目を通し「まさにこれが欲しかったんだよ」とつぶやいた。

「本日は、十時にお車をご用意いたします」

「うん、ありがと。今日は高畑さんも力がみなぎってる感じだよね」

　彼らは朝に打ち合わせをしていて、そのときにそう感じたんだろうけれど……。

　私には「そう、でしょうか」としか答えようがない。まさか、別れの危機を脱したとは言えないからだ。

「偶然なのかなぁ」

　彼はクスッと笑いながら、渡した資料をファイルに挟む。

　もしかして、私たちのことホントに気づいてる？

「わかり、かねます。失礼します」

　彼の発言に目を泳がせながら、これ以上ここにいたらますます心を読まれそうだと思い、逃げるように部屋を出た。

「ふぅ」

　宮城専務、なんだか楽しそうなんだけど……。

　あんまり深く追及されたら困る。伊吹さんはいつものポーカーフェイスでやり過ごせるだろうけど、私はすぐに顔に出てしまいそうだ。

　それから秘書室に戻り、訪問先へのお礼状の作成と、大量に届いている手紙の開封作業をしていると、社長と専務に同行する伊吹さんは席を立った。

「広瀬、そろそろ時間だ」

「はい」

　私もすぐに玄関へと向かう。そして、車のドアを開け待っているところに三人がやってきた。

「行ってらっしゃいませ」

　いつものように頭を下げ、車が見えなくなるまで見送り、再び社屋に戻る。

　それから開封した手紙の分別をしていると、デスクの上の電話が鳴った。

「宮城コーポレーション秘書室、広瀬です」

『高畑だ。社長がデスクの上に書類を忘れられた。取りに帰ると間に合わないから、届けてほしい』

　彼には珍しく焦ったような口調だった。

「かしこまりました。すぐに出ます」

　時計はもうすぐ十時十五分を指そうとしている。約束の十一時までには間に合いそうだ。

　すぐにタクシーを手配して、伊吹さんに指示された赤いファイルを持ち、会社を飛び出す。

　会食予定のホテルまでは、おそらく車で約三十分。ギリギリ間に合うはずだと、思ったけれど……。

「お客さん、事故みたいです」

　突然タクシーは動かなくなってしまった。

「事故？　急いでるんです。回避できませんか？」

「そうですねぇ」

　運転手はしばらく考え込んだあと、地図を広げた。

「一キロほど先まで行くと回避ルートはありますが、まったく動かなくなってしまったところを見ると、それもすぐには難しいかもしれません。あとは……思いきって戻ってまったく別ルートか……。そうすると、どう急いでも一時間近くはかかります」

　それでは間に合わない。絶対に遅れるわけにはいかない。

「他のルートはありませんか？」

「ここから二百メートルほど先に地下鉄の駅がありますよ。電車のほうが早いかもしれません」

「本当ですか？　それじゃあ、ここで降ります」

　私は駅の場所を聞き、すぐにタクシーを降りて走りだした。

　慌てて出てきたこともあり、コートを着てくるのを忘れてしまったので、冷たい風が体を突き刺してくる。でも、そんなことを気にしてはいられない。

　おそらく伊吹さんは、自分が持ち物の最終確認をしなかったことに責任を感じているに違いない。たとえ社長が伊吹さんのせいだと思わなくても、常に完璧を目指す彼はそういう人だ。

　私は秘書の秘書。伊吹さんを助けるのが私の仕事。

　地下鉄の長い階段を駆け下りれば、息が上がって苦しい。それでも止まれないのは、どうしてもこのファイルを時間までに届けたいから。

　改札を通りまた階段を下り、停車していた電車に発車ギリギリで駆け込んだ。そして、上がった息を整えながら、スマホで乗り換えをチェックする。

　一度乗り換えが必要だけど、なんとか間に合いそうだ。よかった……。

　ホッと胸を撫で下ろしたもの束の間。ホテルの最寄り駅に到着すると、構内を走りに走り、地上に出てもスマホの地図を頼りに再び全力疾走する。それなのに……。

「あっ……」

　ホテルまであと少しというところで、排水溝の溝にヒールが挟まり折れてしまった。

「もう！」

　私は仕方なくパンプスを脱ぎ走り始めた。

　小石が足に突き刺さる痛みも、間に合わないことに比べたらなんでもない。

　途中で伊吹さんから電話が入っていることに気がついたけど、出ている暇もない。とにかく今は、この資料を時間までに届けたい。

　やがてホテルの玄関が見え、伊吹さんらしき人の姿が視界に入った。

「広瀬！」

　彼はすぐに私に気がつき、駆け寄ってくる。

「はぁ、はぁ……。資料、です」

「お前、どうして……」

　パンプスを片手に肩で息をする私を見て、目を真ん丸にして驚いている彼は私の肩に手を置いた。

「事故で……タクシーが動かなくなって……。そんなことより早く！」

　約束の時間まであと五分。おそらく社長も専務ももう中でスタンバイしているはずだけど、やっぱり伊吹さんが必要だ。

「お前ってヤツは……」

　彼はそう言うと自分のコートを脱ぎ、私にかけてくれた。

「足は大丈夫なのか」

「平気です。だから早く！」

　彼が視線を落とした私の足は、ストッキングが無残に破れ、ところどころ出血までしている。

「わかった」

　彼は心配そうな顔をしながらも、私から離れていった。

　はぁ、よかった。間に合った……。

　ホッとしすぎて頭が真っ白になり、思わず座り込んでしまった。すると……。

「お客さま、こちらへ」

　黒いスーツを着たホテルのスタッフが、私に駆け寄ってきて声をかけてくれる。

「えっ？　大丈夫です。私は客では……」

「宮城コーポレーションの高畑さまより、お客さまのケガの治療をするように仰せつかいました。こちらに」

　伊吹さんが頼んでくれたの？

「ありがとう、ございます」

　時間がない中、こんな手配までしてくれた彼の優しさがうれしかった。

「すぐに靴もご用意いたします」

「いえ、そんなことまでしていただかなくても……」

「高畑さまに御代はいただいております。サイズは二十三センチとお聞きしておりますが、お間違いはありませんか？」

　私の靴のサイズまでちゃんと把握してるんだ……。

「はい」

　それから足のケガを治療してもらい、しばらく待っていると、わざわざデパートからパンプスを取り寄せてくれたので驚いてしまった。

「すみません。本当にありがとうございました」

「お待ちください」

　ホテルの玄関で、よくしてくれたスタッフにお礼を言って出ていこうとしたのに、止められてしまった。

　どうしたんだろうと思い振り向くと、スタッフは玄関脇に停まっていたタクシーに合図をして、正面まで移動させる。

「お帰りはタクシーでと高畑さまから言われております。どうぞ」

「えっ……あの……」

　私たち平社員は、特別なことでもない限り移動にタクシーを使うなんて許されない。今日のような不測の事態は仕方がないけれど、最初から帰りは電車を乗り継いで帰るつもりだった。

　それでも、やっぱり疲れてしまった。今日は彼に甘えよう。

　……そういえば、宮城不動産で初めて彼に会ったときも、足を血だらけにしてたんだっけ。

　タクシーの中で彼のコートを握りしめ、そんなことを思い出す。

　成長してないな、私。でも、資料を時間までに届けられたのだから、今日はよしとしよう。

　会社に帰って二時間ほどして、伊吹さんは戻ってきた。

　珍しくバタバタと秘書室に駆け込んできた彼は、真っ先に私のところに来てくれた。

「広瀬、大丈夫か？」

「はい。いろいろとご配慮ありがとうございました」

　彼のつらそうな顔を見るのがイヤで口角を上げてみせると、彼は「はー」と大きな溜め息をつく。

「あの資料、役に立ったよ」

「そうですか。よかったです」

　彼は笑みを浮かべて私の言葉に小さくうなずいた。

「あの、コートありがとうございました。温かかったです」

　彼の気持ちの詰まったコートは、私の心まで温めてくれた。

「いや。今日は残業はいいから、できるだけ早く帰るんだぞ」

「ありがとうございます。そうします」

　私は彼の配慮に感謝して、頭を下げた。

　そして私は伊吹さんに言われた通り、定時で席を立った。こんなことは珍しいけれど、やっぱりクタクタだった。

「お疲れさまでした。お先に失礼します」

　伊吹さんに挨拶をして秘書室を出たものの、すぐに彼が追いかけてくる。そして、人気のない階段の踊り場に私を誘導した彼は、私を「悠里」と呼ぶ。

「本当に平気か？」

　私の肩に手を置いた彼の表情が少し険しい。

「はい。手当てもしていただきましたし、靴もありがとうございました」

「そんなことはいい。お前が無事なら、それでいい」

　彼はやっとホッとした様子で、安堵の吐息を漏らした。

「気をつけて帰るんだぞ」

「はい。室長も、ご無理なさらず」

　よそよそしい会話は、上司と部下のもの。

　それがちょっと寂しいけれど、彼と別れて会社を出た。

　家に帰るとすぐに簡単に食事を済ませ、お風呂を入れて浸かった。

「痛っ」

　絆ばん創そう膏こうだらけの足は、お湯がしみる。でも、パンプスで走って疲れた足をマッサージしているうちに、リラックスしてきた。

　今日はさすがに間に合わないんじゃないかと、ドキドキした。でも、間に合ってホッとした。社長……いや、伊吹さんの役に立てて本当によかった。

　お風呂を出たあと、無事に今日が終わっていくことを感謝しながら、ビールを一本だけ飲むことにした。

　強くないこともあり、いつもはさほど飲まないけれど、誕生日だから今日は特別だ。それに……こんな日にひとりで過ごす寂しさを紛らわしたいのもある。

「乾杯」

　伊吹さんがいてくれればなと思ってしまうけど、仕事だから仕方ない。ひとり寂しくビールをグビッと喉に送った。

　すると一本飲み終わる頃、頭がふわふわしてきた。

　いつもより酔いが回るのが早い気がする。やっぱり疲れてるのかな……。

　ほろ酔い気分でソファに足を投げ出して座ると、途端にまぶたが降りてくる。

　こんなところで寝たら、伊吹さんに叱られそう……。

　頭の片隅にそんなことがよぎったものの、睡魔には勝てなかった。

　それからどれくらい経ったのか、フワッと体が浮いた気がして、ゆっくり目を開くと……。

「まったく、風邪をひくだろ」

「伊吹さん……」

　彼が私を抱き上げていた。

「こんなところで寝たらダメだ」

　やっぱり叱られた。でも、あなたを待っていたかったんだもの。

「ごめんなさい」

　彼は私をベッドに優しく下ろし、額に口づけを落とす。

「酔ってるのか？」

「ビール一本だけ、飲んじゃった」

　だって、誕生日にひとりなんてやっぱり寂しくて。

　そう言うと、彼はジャケットを脱ぎ捨てネクタイを外し、唇を重ねる。

「ん……」

　次第に深くなるキスに思わず吐息が漏れると、彼は唇を解放した。

「酔った悠里もかわいいな」

「酔ってなんて……」

『ない』と言いたかったのに、彼の唇に呑み込まれてしまった。

　それから隣に横たわりギューッと私を強く抱き寄せる彼は、「悠里」と私の名を口にする。

「はい」

「今日は焦った。まさかお前があんなになってまで来てくれるなんて」

「伊吹さんの役に立ちたくて……」

　ちょっと恥ずかしくて彼の胸に顔をうずめたままそう言うと、彼は私の背中に回した手に力を込める。

「あんまりかわいいこと言うな。もう外に出したくなくなる。ここに閉じ込めて、俺だけのものにしたい」

　手の力を緩めて私の顔を覗き込む彼は、冗談だと思ったのに、実に真剣な顔をしていた。

「お前のことが心配で……たまらない」

　間に合ったとはいえ、あんなにボロボロの姿を見せたら、やっぱり心配するのかな。

「ごめんなさい。もう、心配かけないように気をつけますから」

　彼は私の言葉に微笑み、私の髪を優しく撫でる。

「でも、あのとき……やっぱりお前が好きだと、再確認した」

　頬が勝手に赤く染まる。

　彼には失敗したところばかり見せてしまうけれど、それでも求めてくれるの？

「お前を一生守りたい」

「伊吹さん……」

　そして彼の大きな手が、パジャマの上から太ももに触れる。

　それだけで体がビクッと震えてしまうのは、自分ではどうにもならない。

　ビールのせいか、体が火照る。いや、ビールのせいじゃない。彼に触れられているからだ。

「悠里」

　彼は私の耳元で艶めかしい溜め息を吐き出す。そして……。

「足がパンパンだ。うつ伏せになれ」

　えっ、ええぇっ！　マッサージ!?

　てっきりそういう雰囲気だとばかり思ったら、違うの？

　ひとりで勘違いして、恥ずかしくて顔から火を吹きそうだった。

　真っ赤な顔を隠したくてうつ伏せになり、枕に顔を押しつけると、彼はすぐにふくらはぎを揉みだした。

「こんなに傷だらけになって。俺のために無理をするな」

　いつもは足の裏からなのにと思ったけれど、マッサージできる状態ではないことを思い出した。

「でも……伊吹さんのために、なにかしたいんです」

　私がそう口にすると、ふくらはぎを揉んでいた彼の手が止まる。

「もう、我慢できない」

「えっ？」

「お前が疲れているから我慢しようと思ってたのに、煽る悠里が悪い」

　煽る？　いつ私が煽ったの？

　すると彼は、今まで揉んでいたふくらはぎに唇を押しつけ、舌を這わせ始める。

「い、伊吹さん！」

　慌てふためき体をよじったけれど、「悠里が俺に火をつけたんだ」と覆いかぶさってきて、深いキスを落とす。

「ん……っ」

　息ができないほどの激しいキスは、たちまち私の体を熱くする。私が彼の背中に手を回した瞬間、それを合図のように彼は私を翻弄しだした。

　パジャマのボタンがすぐに外され、彼の少しゴツゴツした手が私の素肌に触れて、たちまち息が上がる。

「あっ……」

　マッサージのときとは違う溜め息がこぼれ慌てて口を押さえると、彼は「声、聞かせろよ」と胸の先端を口に含んだ。

「イヤッ……」

「イヤ、じゃないよな」

　彼はイジワルな言葉で私を追い立てるけれど、ゆっくり進んでくれるのがわかる。私の緊張をほぐすように何度もキスを繰り返し、彼の熱を移すかのように体の至る所に長い指を這わせた。そして……。

「お前の大切な日に、一緒にいられてうれしいよ」

　彼の不意打ちのひと言に、幸せな気持ちがじわじわとあふれてくる。

「伊吹さん……」

　胸がいっぱいになり思わず彼の名を口にすると、彼は少し苦しげな顔をして私を見下ろした。

「悠里。俺についてこい。絶対に幸せにする」

　彼がそう言ってくれるなら、私は必ず幸せになれる。

　感動が胸に押し寄せてきて何度もうなずけば、「かわいいな」と囁かれて照れてしまう。

「悠里、好きなんだ。もう離したくない。これからもずっと、一緒にいてくれ」

　いつもは冷静な彼の、なりふり構わぬ言葉は激しく私を揺さぶる。

「私も、です。もう伊吹さんなしでは生きられない」

　彼以外の人と未来を歩く姿なんて想像できない。

「悠里……」

　切なげな目で私を見つめる彼は、私の頬に手を伸ばし優しく撫でる。

「伊吹さんが好きなの。梶さんにもいっぱい嫉妬したし、伊吹さんに嫌われたら、どうしていいのかわからない……」

「嫌いになるわけないだろ」

　彼のそのひと言を聞き、鼻の奥がツーンとしてくる。

「もう、お前しか見えない」

　彼はそう囁くと、再び唇を重ねた。

　それから彼の大きな手が私の肌を滑りだした。私の火照った体に触れる彼の唇も、心なしか熱く感じる。

「はぁっ……」

　私の体を知り尽くしているかのような彼の愛撫に、どうしても声が漏れてしまう。

　すると彼は満足そうに私を見つめ、さらに続けた。

「もう、ダメ……」

「まだだ」

　そう言う彼は、私がガクガクと体を震わせるのを楽しんでいるかのように見える。

「でも……あっ……」

　彼にしがみつき悶もだえると、彼もまた「はぁー」と切なげな声を漏らすから、私はこんなにも愛されていると、胸がギュッと締めつけられる。

　彼が眉間にシワを寄せ悩ましげな溜め息をつくのを見て、少し前まで雲の上の存在だった彼のことが愛おしくてたまらない。彼と一緒なら、幸せになれる。

「愛してる。二度と俺から離れるな」

「……はい」

　もう片時も離れたくない。

　彼は甘い溜め息を漏らしながら果てると、激しい呼吸を隠すことなく私を抱き寄せ唇を重ねた。

「やっぱり悠里は最高だ」

　そんな感想を言われても困る。

　照れ隠しに彼に抱きついたものの、「なんだ。まだ足りないのか？」と言われて慌てて首を振った。

　こんなに激しいエッチ、何回もしたら明日仕事に行けない。

　それから彼は呼吸が落ち着くまで、ずっと私を抱き寄せてくれていた。

　この腕の中のぬくもりを知ってしまったら、もう二度と離せない。

「そういえば聡さんが、そろそろ悠里を専属にどうかって」

「専属？　それって、伊吹さんのアシスタントではなく、私が宮城専務につくということですか？」

「あぁ。今日の一件で、悠里になら任せられるって」

　専務がそんな評価をしてくれたの？

　でも、懸命に頑張ってきたことが認められて、うれしくないわけがない。

「本当ですか？」

「あぁ、むさくるしい男の顔は見たくないらしい」

「あはは」

　そんなことはないはずだ。彼は伊吹さんを高く評価している。

「でも、私……本当にいいんでしょうか？」

　念願のひとり立ち。でも、伊吹さんに頼りっぱなしだったから不安もある。

「んー、お前を聡さんにつけるのは正直、反対だ」

　やっぱり。専務に言われたから仕方なくなんだろう。伊吹さんにも認められたかったな。

　そう思ったけれど……。

「取締役室に、聡さんとふたりきりにさせるなんて、気が狂う」

　あれ？　そういう理由？

「悠里に手を出さないように念押ししないとな」

　鼻息荒めにそう言う彼に、目を見張る。

「大丈夫ですよ」

　宮城専務は新婚で幸せいっぱいだし。それに……。

「私、伊吹さんが……好き、ですから」

　素直にそう言うと、彼は目を真ん丸にしたまま動かなくなった。

「お前、男の煽り方をどこで覚えた」

「え！　そんなつもりは……」

　煽ったつもりなんて微塵もない。

　でも、ニヤリと笑う彼は再び口を開く。

「これから毎晩、俺もしっかり仕事しないとな」

『仕事』って、もしや……エッチのこと？　しかも、毎晩？

　次に固まるのは、私のほう。

「でも、今日はこれで勘弁してやる」

　呆然としてうまく反応できない私を笑う彼は、もう一度優しく抱き寄せてくれた。




　それから数日後、私は宮城専務の仕事を少しずつひとりでするようになった。

「広瀬。この書類、一枚抜けてるぞ」

　呆れたように溜め息をつく伊吹さんは、私に書類を突き返す。

　電話対応の合間に彼に言われていた資料をプリントアウトして持っていったのに、慌てていて大失敗だ。

「すみません！」

「お前、寝不足なんじゃないのか？」

　伊吹さんはイジワルな笑みを浮かべる。

　たしかに寝不足ですが……それは、間違いなく夜に完璧なお仕事をこなすあなたのせいです！　もう、わかってて言ってるでしょ？

　口に出せない言葉を呑み込み小さく溜め息をつけば、彼は口元を押さえ笑いを噛み殺していた。

　それから書類を調え専務のところに持っていくと、まだ完全に引き継ぎが済んでいないため、伊吹さんもやってきた。

「聡さん、ネクタイが曲がってます」

　伊吹さんはいつものポーカーフェイスで、淡々と指摘する。

　さすが完璧秘書。私はそんなことまで気がつかなかった。

「本当ですね。直しましょうか？」

　私が手を出そうとすると……。

「聡さん、自分でできますよね」

「あっ、そうだね、もちろん」

　専務は伊吹さんにそう言われて、慌ててネクタイを直した。

　やがて伊吹さんが出ていってしまうと、専務は首をかしげる。

「はぁ。高畑さん、目の鋭さに磨きがかかってる……」

　あれは嫉妬という代物かと……。だから『専務にはまったく非はありません』と言いたいけど、まだはっきりと交際をオープンにしたわけではないからできない。

「ま、しょうがないよね。仕事中は俺が広瀬さんを独占しちゃうんだし。でも、サイボーグの仮面、外させてみたいなぁ。もうちょっとなんだけどな」

　彼はそう言いながら、まるで子供がいたずらを思いついたときのように、ニッと笑う。

　やっぱり私たちの交際に気がついてる!?

「な、なんのことでしょう……」

「なんのことだろうね」

　ちょっと！　冷や汗が出るから、ふたりの駆け引きに私を巻き込まないで！

「専務、こちらの書類にサインしてください」

　動揺を隠すために書類を差し出したものの、上下逆に出してしまい、結局大笑いされてしまった。




　その日は宮城専務の足を引っ張ることなく、なんとか業務を終えた。

「お先に失礼します」

　伊吹さんよりひと足先に会社を出ようとしたものの、彼が追いかけてきて人気のない廊下で私の腕をつかんだ。

「聡さんと仲良くしすぎだ」

　伊吹さんは少し怒ったような顔をして私を責める。

「そんなこと、ありません」

　そりゃあ、今のところ円滑に業務ははかどっているけれど、仲良くしているわけじゃない。

「いや。今晩は覚悟しろ。他の男なんて目に入らなくしてやる」

　耳元で囁かれた言葉に唖然としていると、ニヤリと笑みを浮かべた彼は忙しそうに去っていった。

　な、なに？　いつもは厳しいくせして、突然恋人の顔に戻るなんて、反則よ！

　ドクドクと速まりだした鼓動は、しばらく収まることはなかった。




　……まさか、あんなに怖いと思っていた上司に恋をするなんて、思ってもいなかった。

　だけど伊吹さんは私の一番の理解者で、一番の応援団だった。

　そんな彼と恋ができて、今は本当に幸せだ。彼が背中を押してくれたおかげで、私は未来を見ることができている。もちろん彼と同じ未来を。

　でも、でもね？

　優秀な秘書室室長の独占欲が、ちょっぴり強すぎて困っています。

　ま、それも愛情の印か……。困るけど、そういうの、嫌いじゃないし。

　私は頬が赤く染まるのを感じながら、足取り軽く会社をあとにした。
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永遠の契りは星空の下で　Ｓｉｄｅ伊吹




「絶対に出勤させません！」

　朝から悠里がカリカリしている。こんなことは珍しい。

「今日は大事な日だと、お前もわかってるだろ？」

「わかってますけど、とにかくダメ！　はい、ベッドに行く！」

　彼女が鬼の形相で俺をベッドに追い立てるのは、風邪をひいて熱があるからだ。

　まぁ、その表情も無理して作っていることがバレバレで、思わず抱きしめたくなってしまうんだけど。

　でも今日は、聡さんの大事な会社訪問がある。

　その会社の社長は、御曹司である聡さんのことを〝親の七光り〟とバカにしていて、なかなかのくせ者だ。今日は顔つなぎの訪問とはいえ、聡さんが実力で取締役の椅子に座っていることをわからせたいというもくろみがあり、久々に同行する予定だったのだ。

　悠里は、秘書としてぐんと成長した。余裕が出てきたのか、細かな気遣いもできるようになったし、ミスもほとんどしなくなった。だから、ひとりで聡さんの秘書をするようになった彼女のサポートもほとんどいらない。でも、今日の相手は別だ。

「熱、計ってください」

「いい」

「ダメです」

　彼女は体温計を俺の脇に無理やり挟み、心配げに俺を見つめる。

　ヤバい。そんな顔をされると、キスしたくなるだろ。

「三十八度近いじゃないですか。安静ですからね！」

　悠里は俺を叱るように声を大にする。

　そんなに心配しなくても、大丈夫なのに。

「だから、今日だけはどうしても――」

「いい加減にしてください！　そんな頑固な伊吹さんなんて、嫌い」

　今、『嫌い』って聞こえたような……。

「言うことを聞けないなら、もう口利かないんだから！」

　悠里は大きすぎる爆弾を落として、出勤してしまった。

　嘘だろ……。嫌い？　口を利かない？

　彼女にこんなことを言われたのは初めてで、動揺なんていう言葉では片付けられないほど、混乱していた。

　あぁ、頭がクラクラする。それは熱があるからなのか、悠里の発言のダメージなのか、もはやわからない。

　ここまで言われて出勤するわけにはいかなくなった俺は、ベッドに突っ伏したまま、時が経つのだけを待った。

　あの社長との面談はうまくいっただろうか。そろそろ会社に戻る時間だ。

　そんなことを悶々と考えていると、枕元に置いておいたスマホが震え慌てて手にした。すると、悠里からの電話だと思ったのに、聡さんからだった。

「高畑です。なっ、なにかありましたか？」

　冷静になろうとすれはするほど焦り、声が上ずる。

『あはは、やっぱり心配してる』

「なんのことでしょう」

　聡さんが思いきり笑っているのがなんとも悔しい。

『ヤキモキしているだろうから、電話してあげたんだけど』

『あげた』を強調する聡さんは会社では紳士で通っているけれど、Ｓっ気を持ち合わせていて、俺と似ているところがある。

「ヤキモキなど、してませんが？」

『はいはい。で、聞きたくない？』

　間違いなく悠里のことだ。くそっ、弱みを握られている気分だ。

「別に伺ってもいいですけど」

　負け惜しみのようにそう言うと、電話口の聡さんは吹き出した。

『広瀬さん、立派だったよ。さりげなく俺の実績を資料に挟み込んで先方にアピールしてくれたし。それでいて、でしゃばることもなかった。秘書として満点』

「そう、ですか」

　思わず、「フーッ」と大きな溜め息が出てしまう。

『もうそろそろいいんじゃない？　高畑さんは彼女が一人前になるまではって思ってるんだろうけど、もう充分一人前だよ』

「なにがですか？」ととぼけたものの、おそらくプロポーズのことだろう。

　悠里が恥ずかしがるので、はっきり付き合っていると言ってはいないけれど、聡さんはもう完全に感づいているようで、最近は付き合っていることが前提のような話し方をしてくる。

　クククと笑う聡さんは『あっ、風邪大丈夫そうだね』なんて今さらなことを言ってから電話を切った。

「まったく。あの人は、人の心が読めるのか？」

　スマホに向かって溜め息が出るのは、もう彼女にプロポーズすることを決め、シチュエーションまで考えてあるからだ。

　バレたら聡さんにいじり倒されるに違いないので、こんなことは口が裂けても言えないけれど。

　その日、悠里は帰ってくるとすぐに俺の額に手を当てて熱が下がっていることを確認し、「はぁー」と大きく息を吐き出した。

「よかった……下がってる」

　俺は一日中胸が痛かったというのに、あんな発言をしたことを忘れているかのようだ。

「あぁ。一日たっぷり寝たからな」

　彼女の言葉に動揺してヤキモキしていたことなどおくびにも出さずそう言った。

　だけど、こんなにつらい時間は、もう二度とごめんだ。

　やっぱり俺の人生には、彼女が必要だ。

　俺は決意を新たに彼女を抱きしめた。




　翌日の土曜。寝すぎで目が早く覚めた俺は、腕の中で寝息を立てる彼女をじっくり観察していた。

　あんなに怒っていたくせして、俺にしがみついて寝るなんて、かわいすぎるだろ。

　どうにも我慢できなくなった俺は、彼女の額に唇を押しつけてしまった。

「ん……」

　鼻から抜けるような悠里の甘い溜め息は、朝にしては刺激が強い。

「あっ、伊吹さん……。ごめんなさい、寝すぎちゃいました。体調は……キャッ」

「もう絶好調だ。なんでもできるぞ」

　組み伏してそう言うと、悠里は途端に頬を赤らめる。

「な、なんでもって……」

　大きな目をキョロキョロさせる悠里をこのまますぐにでも抱いてしまいたい。でも、その前に……。

「昨日はありがとう。おかげでゆっくり休めたよ。そのお礼に、今日は出かけよう」

「でも、まだ病み上がりですし」

　いまだ敬語が残る彼女は、心配げな眼差しを向けるけれど、「大丈夫だよ」と納得させた。

　午前中は彼女が用意してくれたブランチをふたりでゆっくり食べ、午後に家を出た。

「どこに行くんですか？」

　車の助手席に座った悠里は首をかしげる。

「そうだな、まずは……雑貨でも見に行くか」

「わぁ、うれしい」

　悠里が俺の部屋に転がり込んでから、殺風景だった部屋に温かみが増した。それは、部屋を飾ることが好きな彼女のものが増えてきたからだ。

　玄関には、常にフラワーアレンジ。壁には爽やかな海の絵。観葉植物も増えたし、カーテンも明るい色にした。

　これからふたりで生きていくんだと感じられるから、自分の部屋が悠里の色で染まっていくのが好きだ。

「悠里は欲しいものある？」

　雑貨店で目を輝かせる彼女の腰をさりげなく抱き、そう尋ねる。

「そうですねー、このクッションかわいい。でも、いつも私ばっかりじゃないですか。伊吹さんは欲しいものはないんですか？」

　艶っぽい唇を開き、上目遣いでそう聞いてくる彼女に、『お前だよ』と言いそうになる。

　まったく。無意識に俺を振り回すのはやめてくれ。予定変更してこのまま帰り、すぐにでも押し倒したい。

　なんとかその衝動をぐっとこらえ、雑貨店を出る。それからウィンドウショッピングを楽しみ、丘の上のお気に入りのレストランで食事もした。

「あれっ、まだどこかに行くんですか？」

　家とは違う方向に車を走らせる俺に、悠里は首をかしげている。

「あぁ。今日がなんの日か知ってるか？」

「今日？　……あっ、七夕だ。織おり姫ひめと彦ひこ星ぼし、どれだろう……」

　彼女は車の窓から必死に空を見上げている。

　しばらく細い山道を上がっていき、駐車場に車を停め、彼女の手を引いて歩きだした。

「なんだか暗くて不気味。ホント、どこに行くんですか？」

「あの木が立っているところだ。もしかして怖いのか？」

　そう言いながら彼女の腰に手を回すと、彼女もギュッとつかまってきた。

　大きなブナの木があるこの丘は、最高の夜景スポットなのだ。

「えっ、すごい……。伊吹さん、見て見て！　星がこんなに近い……」

　暗さに腰が引けていた彼女は、ブナの木の近くまで行き視界が開けた瞬間、息を吹き返したかのように走りだした。そして、目を輝かせ夜空を見上げている。

「今日は七夕だけど……他にもあるんだぞ」

　彼女の横に歩み寄りもう一度腰を抱くと、彼女は俺の顔を不思議そうに見つめる。

「他？」

「そう。お前と初めて出会った日」

　悠里がまだ宮城不動産にいた頃、社長と一緒に常務に会いに行き、彼女に出会った。あの日はちょうど、七夕だった。

「そっ、か。それじゃあ、今日で出会ってちょうど一年ですね」

　彼女はそんなことを口にしながら、白い歯を見せた。

「うん。お前と一緒にいると楽しくて、あっという間だった」

　そう漏らすと、彼女も「そうですね」と満面の笑みを浮かべている。

　この笑顔をずっと隣で見ていたい。

「俺はお前とこの先ずっと一緒に歩きたいと思ってる」

　そう言いながら彼女の目を見つめると、少し上気したような彼女の頬を月明かりが照らし出す。

「私も、です」

　はにかむ彼女を前にして、用意しておいたジュエリーボックスをポケットから取り出し、そのふたを開けた。

「伊吹さん、これ……」

　大きな目をいっそう見開いた彼女は、声を震わせる。

「悠里。結婚、しよう」

　俺がそう言った瞬間、彼女の大きな目から涙がこぼれだす。

「……はい」

　泣きながら微笑む彼女は、大きくうなずいた。

　少し震えている彼女の左手を取り、薬指に指輪を入れると、彼女は「伊吹さん……ありがとう」と言いながら俺の胸に飛び込んできた。

「悠里。俺を嫌いにならないでくれ」

　そんなことを口にしながら、ポロポロと涙を流し続ける彼女を強く抱きしめる。

　もう絶対に離さない。

「なるわけありません」

「でも昨日、そう言ったじゃないか」

「あっ……あれは、その、言葉のあやというか……」

　本気ではなかったとはっきりわかった瞬間、俺のＳのスイッチが起動する。

「ふーん。俺、けっこうショックだったんだけど。まさか悠里が俺をそんなふうに翻弄するようになるなんて……」

「ほ、翻弄なんて……。だって、伊吹さんのことが大事なんだもの！」

　焦りまくっている様子で、彼女はそう言い放った。

　はぁ。やっぱりお前はそうやって俺を翻弄するんだよ。

「じゃあ、証拠を見せて」

「証拠？」

「悠里から、キス」

　その瞬間、彼女は首を振りながらあとずさりするけれど、ブナの木にぶつかってしまった。

「やっぱり、嫌いなんだな」

　彼女の唇を指でなぞりながら言えば、彼女は完全に固まった。

　ちょっといじめすぎたかと反省していると……。

「好き。大好き」

　悠里は俺の首に手を回し、唇を重ねてきた。

　ま、待て……。まさかあの恥ずかしがり屋の悠里が、自分からキスをするなんて。いや、そうしろと言ったのは俺だけど。でも……この俺がリードされているだけというわけにはいかない。

「それじゃ足りない。キスはこうやってするんだ」

　今度は彼女をブナの木に押しつけ、深い口づけを落とす。

「あっ……」

　熱い熱いキスのお返しに驚いた様子の彼女は、頬を赤らめて抵抗したけれど、それも一瞬ですぐに俺を受け入れた。

　たっぷり彼女の唇の甘さを堪能したあと離れれば、彼女は艶っぽいうっとりとした目で俺を見上げてくる。

　あぁ、やっぱり俺は悠里が大好きだ。こんな色気のある彼女も、ちょっと恥ずかしがり屋の彼女も。

「お前は一生俺のものだ」

「伊吹さん……はい」

　うなずく彼女の瞳から再び大粒の涙が流れ出すのを見て、俺まで感極まってしまい瞳が潤んでくる。

　愛する人と永遠を誓うことが、こんなに感動的だとは。

　悠里を優しく抱きしめると、彼女も俺の背中に手を回し、ギュッとつかまってきた。

「悠里、愛してるよ」

　世界で一番、いや、宇宙で一番愛してる。
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あとがき




　最後までお付き合いくださいました皆さま、ありがとうございました。

　デキる男、しかし肉食！な伊吹にグイグイ迫られる悠里をお楽しみいただけましたでしょうか。




　伊吹は、私の別の書籍にチラリと登場いたしまして、この人を書きたいなと思ったことから、この物語は始まりました。ポーカーフェイスで、一見不愛想。とはいえ、容姿端麗なモテ男で、いろんなところに女性がいそうなのに……本当はとびきり優しくて、一途すぎるほど一途な男。硬派な肉食？の伊吹を書いたつもりです。

　グイグイいくくせして、悠里に拒否されると、シュンとして引く。これまたポーカーフェイスでなんでもないようなフリをしているんでしょうけど、本当はメチャクチャへこんでるんだろうな、なんて思いながら書いておりました。楽しかったです。

　一方悠里は、吹っ切ったと思っていたつらい出来事が足かせとなり、前に進めないでいました。

　こういうことってよくありますよね。もう忘れたつもりなのに、ちょっと弱ったときにその光景がフラッシュバックしてしまったり、ふとした瞬間に思い出して苦しくなったり……。イヤなことほど忘れられない。前に進まなくちゃと思っていても、それが時々邪魔をしてくる。

　でも、たとえ過去に自分のことをさげすみ傷つけた人がいたとしても、悠里が伊吹という理解者を手に入れたように、未来はそんなことばかりではないはずです。やはり新しい一歩を踏み出してみないのはもったいないことなのかもしれなと思います。




　最後になりましたが、いつも私のアタフタに付き合ってくださいます担当の増子さま。編集を手伝ってくださいましたヨダさま。イラストをつけてくださいました北沢きょうさま。その他、この作品に携わってくださいました皆さま。そして、この本をお手に取ってくださった皆さま。そしてそして、いつも応援してくださっている皆さま。本当にありがとうございました。
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秘書室室長がグイグイ迫ってきます！
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